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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















この作品はフィクションです。実在の人物、団体名等とはいっさい関係ありません。
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　彼は突然現れた。




「星ほし野の宮みや妹、賭かけをしないか」

　チェス盤ばんの上、黒の駒こまを自分の陣じんに、白の駒を私の陣に並べて、本来ならここにいるはずのない男は、笑う。

「何を賭けるんですの？」

　私達の発する音以外、何一つ動かない、静かな室内。

　インクと紙の香りで満たされたここは、外の日常と比べると、別世界のようだ。

　テーブルを挟はさんだ向かいの椅い子すに座り、数秒思案した彼は、そうだな、と呟つぶやく。

「敗者が勝者の言うことを、何でも一つ聞く、ってのはどうだ」

「全力でお断りします」

「何でだよ」

　鳶とび色いろの瞳ひとみが、不ふ機き嫌げんそうに眇すがめられる。

「そんな無茶な賭け、困りますわ。お互いの家の関係を考えればお分かりでしょう？」

　半分睨にらまれた状態に、内心怯ひるむけど、譲ゆずれない。

　だって私は星野宮家長女、星野宮桜さくら子こだから。

「そもそも、なぜチェスで何かを賭ける必要が？」

「俺が暇ひまだからに決まってるだろ」

　アッサリと言い切られ、絶句。

　そんな私の表情を見て、彼は鼻で笑うと、それに、と言葉を続ける。

「俺は、お前の兄貴が嫌きらいだ」

　本当に？　と疑いたくなるほどアッサリとした口く調ちようで、阿あ久く津つ秋あき羅らは言った。

　彼の真意が分からず、困こん惑わくする私を見て、その鋭するどい瞳を僅わずかに細める。

「なぁ、星野宮妹。絶望の色を、知ってるか？」

　唐とう突とつにそんな問いかけをした阿久津秋羅は、手を伸ばして、私の陣に置いてあった白のビショップを摘つまみ上げる。

　気まぐれに手の中で弄もてあそび始めたそれを、私は無意識に目で追った。

　絶望の色。私の絶望につき纏まとう色。

　沈ちん黙もくした私に、彼が答えを催さい促そくすることはなかった。けれどその代わり、

「これは、お前にとってもいいチャンスだろ」

　阿久津秋羅は言う。

　手中の白のビショップを、ゆっくりと見せつけるように、左右に振りながら。

「もしお前が勝ったなら、大切な幼おさな馴な染じみを返してやってもいい」

　目を見開いた私とは裏腹に、目の前の表情は、酷ひどく愉ゆ快かいそうで。

「どうする？」

　受けてはいけない。

　分かってる、そんなこと。相手が本気かどうかも、何を要求してくるかも分からないのに。

　けれど。

　けれど、もし、叶かなうのなら。ねぇ、もう一度。

「私が先手で、よろしくて？」

「あぁ、好きにしろ」

　挑いどむように、鳶色の瞳を見み据すえる。

　そんな私を見返して、『絶対王者』は笑った。




　白しろ金がね学園中等科、三年生も半分が過ぎた、十月のことである。
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　白しろ金がね学園中等科の入学式は、無事終わった。

　あ、いや、初等科からの内部生ばかりの式のわりには、かなりの驚きよう愕がくがあったけど。ざわめきが尋じん常じようじゃなかったけど。でも、無事って言ったら無事なのだ。

　その後、クラスに分かれて教室に戻った私達は、入学一日目ということで、自じ己こ紹しよう介かいを始めた。

「ひ、東ひがし野の美み樹きと申します！　趣しゆ味みはフルートです。中等科では、あの、吹すい奏そう楽がく部ぶに入りたいと思っています、ので、あ、あの、よろしくお願いします」

　教室の真ん中の列で一番前の席に座る、おさげ髪がみの女の子・東野さんが、極きよく度どの緊きん張ちようで顔を真まっ赤かにして、ペコペコと、まるで壊こわれたオモチャのように頭を下げた。

　そんな彼女へ、パラパラと教室のあちらこちらから、気のない拍はく手しゆが送られる。

　続いて、彼女の後ろに座っている男子生徒が立ち上がった。少し前まで小学生だったわりには、しっかりとした身体からだつきをしている彼は、初等科の時に一度、同じクラスになったことのある溝みぞ口ぐちくんだ。運動が得意で、元気な子という印いん象しよう。

　自己紹介を始めた彼は、ひたすらに落ち着かないらしく、一単語言うごとに不必要な深呼吸を繰くり返し、咳せき込むという悪あく循じゆん環かんに陥おちいっている。

　負けるな、溝口くん。気をしっかり持て。

　いたって普通の、それこそ私立校・公立校問わず、どこの学校でもやるような自己紹介のはずなのに、状況は切せつ羽ぱ詰つまっていた。

　気持ちは分かるけど。

　私の所属する一年四組の教室に漂ただよう、この異様な緊張感。

　クラスメイトのほぼ全員が、ソワソワと落ち着かないご様子で、誰だれ一人として自己紹介に集中できていない。

　その大半は時折、私の座る席のほう、もっと言うのなら、私の隣りん人じんをチラチラ窺うかがうように見ていた。

　みんなの目には、抑おさえられない好奇心と、隠かくしきれない不安が見て取れる。

　正直、隣人に向けられる視線とはいえ、自分のほうをチラチラ見られるのは、あまりいい気分じゃない。でも、そうしてしまうクラスメイトの子達の気持ちが、私にも痛いほど分かった。

「い、一年間、よろしくお願いしみゃす！」

　大事なところを盛せい大だいに嚙かんで、挨あい拶さつを終えた溝口くんに、私は緩ゆるい拍手を送って、それからチラッと横目で隣となりを窺った。

　けれど、隣人である彼は、私の視線に気づくことも、溝口くんの失敗を気にした風もなく、落ち着いた様子で次に挨拶を始めた女子を見ている。

　注目されるのに、慣れているんだろう。

　私もパーティーでは見られることが多いから、ある程度慣れているのは想像がつく。

　でも、内部生ばかりの教室で、外部生である彼が、そこまで余裕の態度でいられるのは正直、凄すごいよね。

　うん、凄いと思うよ、尊敬するよ。でも、でもね。

　内心でため息をついた私の暗くらい気持ちに反して、クラスメイトの自己紹介は、嚙んだり、どもったり、半泣きになったりしながらも、恙つつがなく進行していく。

　ようやく、隣人の番が来た。

　瞬しゆん間かん、一気に空気が張り詰め、クラス中の全ての視線と意識が、いまだかつてないレベルで、たった一点、彼に集中する。

　教室のあちらこちらから、ゴクリ、と唾つばを吞のみ込む低い音が聞こえた。

　私も思わず、息を詰める。

　緊張を通り越して、もはや殺気立っている、と言っていいくらいの空気が流れるその中心で、隣人はスッと洗せん練れんされた動きで優ゆう雅がに立つと、ゆっくりと教室中を見回した。

　そして、口が開かれる。

「今日から白金学園の生徒になりました、京きよう極ごく紫し苑おんと言います」

　キラキラと輝かがやく金色の髪が、窓から入る風にふわりと揺ゆれる。次ついで、まるでエメラルドのような緑色の瞳ひとみが細められ、口元は緩やかな弧こを描いた。

「これから、どうぞよろしく」

　童どう話わの王子様もかくや、と思えるほどの、気品に満ちた美しい微び笑しように、クラスメイトの大半の口からは感かん嘆たんのため息が漏もれ、何人かは身を堅くし、残りの数人は鋭するどい視線を向けた。

　さぁ、ここまでくれば、もうお分かりだろう。

　そう、私の隣に座り、クラスメイトの注目を一身に集めている彼こそ、あの『東の雄ゆう』京極家の跡あと取とり息子むすこであり、いつか星野宮私桜子を死に追いやる運命の、メインヒーローである。
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　私は既すでに死んでいる。

　なんて、まるで映画の設定のようなそれは、けれど、紛まがうことなき事実である。

　いや、もっと正確に言うのなら、既に二度の死を経験し、ただ今三度目の人生突入中。

　もはや悲しいを通り越して、ただひたすらに切ない。

　そんな私の一度目の人生は、いたって平へい凡ぼんな女子高生、西にし野の美み優ゆだった。

　サラリーマンの父と、パートをしていた母、四つ上の兄に、二つ下の妹、そして私の五人家族。近所の公立小学校、中学校に通い、これまた近くの公立高校に進学した。

　西野美優わたしは本当に、どこにでもいるような女子高生だった。

　テストは嫌きらいだったし、放課後は親友のさっちゃんとクレープを食べに行ったりもしたし、休日は家族で旅行に行ったりもした。

　そんな普通の、でも楽しい毎日は、ある日突然終わりを迎むかえる。

　今でもよく分からない。ただ、刃は物ものと、男と、アスファルト。そしてさっちゃんの泣き顔が、視界に焼きついただけで。

　分からないままに、西野美優は死んだのだ。

　ただ、もう会えない。

　ビールを発はつ泡ぽう酒しゆに替えられて落ち込んでいたお父さんにも、「大丈夫、何とかなる！」が口くち癖ぐせのお母さんにも。

　ゆう兄ちゃんとの、アイスを賭かけたクリオカート勝負も二度とできないし、妹のみなとの、誕たん生じよう日びに服を買ってあげる約束も果はたせない。

　最後に見た、泣いていたさっちゃんが泣き止めたかすら、私に知るすべはないのだ。

　まぁ、さっちゃんについてはね、何だかんだ強いから、大丈夫な気がするけど。

　だから、それはいい。いや、よくないけど。ものすごく痛かったし。もっともっと長生きしたかったし、みんなにも会いたくて堪たまらないけど、でも、死んでしまったのだから仕方ない。

　けれど、そこで終わりました、とはならないのだから、人生って厳きびしい。

　何と私は、西野美優前世でハマッていたアニメ、『キミが僕を愛すまで』、略して『キミ☆らぶ』の世界に生まれ変わってしまったのだ。

　この『キミ☆らぶ』、高校生だった西野美優わたしが、親友さっちゃんと一緒にドハマリしたアニメである。

　ストーリーはいたって単純。

　主人公で庶しよ民みんの木き村むら桃もも花かが、お金持ち学園に入学し、学園中の憧あこがれの的・京極会長と恋に落ちる、王道ラブストーリーである。

　身分の差や価値観の差、周囲からのイジメ、家族の反対等々があるものの、友人であるイケメン達の助けと、本人の頑張り、少しの運によって、二人は最後、結ばれる。

　そんなアニメ『キミ☆らぶ』は絶大な人気を誇り、乙女おとめゲーム版も出ていた。

　メインヒーローである『京極会長』に加え、ヒロインの友人で、四季を司つかさどるイケメン達四人、計五人を攻略対象として。

　しかもゲームでは、アニメで描かれなかった各キャラの裏話が補完されているらしく、それぞれに合ったキャッチコピーまでつけられていた。

　攻略キャラを列挙すると、こんな感じだ。

『メインヒーロー』、孤こ高こうの王子プリンス、京極紫苑。

『春』、魔ま性しようの貴公子、星ほし野の宮みや春はる雪ゆき。

『夏』、道化の君、冷れい泉ぜい院いん瞬しゆん栄えい。

『秋』、絶対王者、阿あ久く津つ秋あき羅ら。

『冬』、中立の騎士ナイト、常磐ときわ柊しゆう生せい。

　ちなみに、西野美優わたしはゲームのプレイ序じよ盤ばんで通り魔まに刺さされて死んだため、内容自体はよく知らない。

　一番好きだったキャラ、京極会長のルートだけでも攻略したかったのにいぃぃ。

　って、そんなことはどうでもいい。

　重要なことは、私がその『キミ☆らぶ』の世界に、よりにもよって『星野宮桜さくら子こ』として生まれ変わったということなのだ。

　さて、この星野宮桜子。一言で言えば、悪役令れい嬢じようである。

　彼女は、メインヒーローである京極会長に恋狂い、主人公・桃花を壮そう絶ぜつにイジめ、家の権力で無理やり京極会長と婚こん約やくするものの、その披ひ露ろうパーティーで盛せい大だいに断罪される、完全な当て馬キャラ。

　しかも、二度目の人生最後の断罪シーンで西野美優の記き憶おくを思い出した私は、アニメに映っていなかった裏側を知っている。

　悪役令嬢・星野宮桜子は断罪された後、自分と阿久津が利用した哀あわれな女生徒の、狂ってしまった父親に、敵かたき討うちで刺し殺さつされるということを。

　そう、旧わ桜た子しは、一度目の西野美優と同じで、またもや刺されて死んだのだ。

　自じ業ごう自じ得とくとはいえ、道端で一人野の垂たれ死じぬ惨みじめな最さい期ごと、あの強きよう烈れつな痛みは、今でもたまに悪あく夢むで蘇よみがえる。

　だがしかし、やっぱり人生は厳しかった。

　前世旧桜子が刺された後、パッと目が醒さめたと思ったら、何と今こん世せの私である新桜子、五歳になっていたのだ。

　よりにもよって、二度目の悪役令嬢人生。

　せめて西野美優に生まれ変われたのなら、よかったのに。

　とはいえ、なってしまったのだから、どうしようもない。

　そんなことより、日本人の平均寿じゆ命みようを極きよく端たんに縮めたであろう、私の没ぼつ年ねん齢れいのほうが、問題である。

　問題も問題、大問題だ。

　一度目の人生西野美優は享きよう年ねん十七、二度目の人生星野宮桜子は十八。そして三度目の人生も星野宮桜子なんだから、そのまま行けば、十八歳で死ぬのだろう。

　戦国武将もびっくりの短命さである。

　だから、二度目の星野宮桜子として目覚め、西野美優にもう戻ることはできないと悟さとったあの日、私は決意したのだ。

　今世では、何がなんでも長生きしてやる、と。

　そのために作った『摑つかみ取れ老ろう衰すい！　計画』と、その中の三つの作戦。


　①　目指せ良き知人！　攻略対象者とは、無難に、疎そ遠えんに。

　②　ヒロインその他は全力で避さける。私を殺した狂きよう人じんとその娘だけは、たとえ地球が滅めつ亡ぼうすることになっても近づかないぞ。

　③　桜子ハイスペック作戦。私、優秀だよ！　味方にいかが！　今なら安いよ！



　五歳から中学一年生の今まで、この計画を必死で続けている私。

　でも、今け朝さの京極紫苑の登場で、ちょっと心折れそうになっているよね。

　だって、京極紫苑を追いかけ回していた旧桜子と違って、近づかないようにそれはもう心を配くばったのに！　まぁ、多少の接点は既に持っちゃってるけども。でも、頑張ってたのに、何でここにいるの？　私とアナタが同じ学校になるのは、少なくとも高校に入学してからでしょう？

　私の気持ちなど露つゆ知しらず、隣で吞のん気きに自己紹介をしている横顔に、一言言わせてもらいたい。

　原作を舐なめるな。
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　午前中までと短い入学初日は、自己紹介と今後の学校生活についてのオリエンテーションで終始した。

　おそらく、学園中で最も緊張感のあったクラスであろう、私達一年四組。

　終わりの礼をした瞬間、何人かが椅い子すにへたり込んだのが見えた。

　私も気持ちとしては大いに共感。でも、星野宮家長女である私が、そんな情けない姿を晒さらすわけにはいかない。一日中演じていた、何も気にしてませんよ、余裕ですよ、の態度を継続。

　お嬢様稼か業ぎようも楽じゃないわ。

「委員長、また明日ね」

　カバンを肩かたにかけたショートヘアの女の子が、扉とびらへ向かう通りがかりに、男子生徒に声をかけた。

　彼女は確か、波は多た野の麻ま衣いさんだ。初等科では同じクラスになったことはないけど、女子どころか男子の中でも抜ばつ群ぐんに足が速くて、運動会の徒と競きよう走そうで活かつ躍やくしていたから、印いん象しように残っている。

　ちなみに、彼女は「委員長」と口にしたけど、まだ委員会どころか、クラスの掃そう除じ当番すら決めていない。つまり、彼女が呼んだのは完全なるあだ名だ。

　白金学園中等科は、そのほとんどが初等科からの内部生のため、みんなほぼ顔見知り。だから初等科のあだ名も、もっと言うなら友人も、そのまま引き継がれる。

「うん、入学初日でまだ慣れない道だから、気をつけて帰ってね、波多野さん」

　委員長、と呼ばれた男子生徒は、穏おだやかそうな見た目そのままの、柔にゆう和わな微笑ほほえみを浮かべ、何とも丁てい寧ねいな言葉を返した。

　さて、京極紫苑と同じで、もうお分かりだろう。

　相変わらず、中学生とは思えない安定した落ち着きを放つ彼は、そう、常磐流ながれである。

　常磐家の筆頭分家の跡あと取とりであり、幼おさな馴な染じみである彼とも、今年は同じクラスになれたのだ。

　やったね！

　流が軽く手を振ったのを見た波多野さんは、ニコリと笑うと、友達らしき子達と教室から出て行った。流は何事もなかったかのように、帰りの準備を続ける。

　それにしても、うーん。わざわざ別れの挨拶をするくらいの交友が、あの二人にあるのは意外だ。初等科の時、同じクラスだったりしたのかな。完全に体育会系な波多野さんとインドアな流が、どんな会話をするんだろう。

　地味に気になる。

「…………」

　薄茶色の髪が揺ゆれる横顔を、しばらくじっと見ていたけれど、私の視線に気づく様子もなく、下校の用意をしている。

　今ここで、私が名前を呼んだら、どんな反応をするだろう。

『流って、波多野さんと仲がいいの？』

　……うん、二人きりの時ならまだしも、こんな人前で声をかけた後を想像すると怖すぎて、とても試ためす気にならない。私は流とのこと、他人から何か言われたことはないけど、でも、向こうは違うから。それなのに、紳士ジエントルマンな流はきっと、無視しないのだ。だから余計に、ここで声をかける気にはならなかった。

　だって私は憶おぼえている。初等科の四年生がもうすぐ終わるという、二年前の冬の日を。

　流の家の廊ろう下かで、たまたま遊びに来ていた私と一緒に歩いていた流は、ダブルのジャケットを着てひげを蓄たくわえた壮そう年ねんのおじさんと鉢はち合あわせをした。流のお父さん、省しよう吾ごさんに会いに来ていたらしいおじさんは、省吾さんと何やら揉もめたのか、愛あい想そ笑わらいをしながらも、私達を見る目の奥に、隠かくしきれない不ふ機き嫌げんさを滲にじませていた。

『おやおやこれは、驚きだ。星野宮家と筆頭分家はご交友があると、耳にはしていましたが。でもまさか、あの星野宮家のご優秀と名高いお嬢様が、分家の家などに、わざわざ足をお運びになるまでとは』

『何が驚きですの？　おかしいことがありまして？』

『おかしいこと？　まぁ、世の中おかしいことだらけですからなぁ。それに、桜子様はまだ子供であらせられますし、私の言葉など、お気になさらなくて結構ですぞ』

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいを絵に描いたような言葉には、明らかな嫌けん悪おが混じっていて、少し驚いた。相手は明らかに、常磐分家のどこかの当主だろう。自分で言うのもなんだけど、常磐本家ならともかく分家の人が、星野宮家の私の前で、ここまであからさまな悪意を見せるなんて。

　微笑んでいた顔が強こわ張ばりそうになった私は、けれど、目の前に広がった水色カーディガンに、目を瞬しばたたかせた。

『星野宮さん、先に部屋に行っていて。僕は三み浦うらさんをお送りしてくるから』

　親しん戚せきのおじさん（三浦さんと言うらしい）から、私を隠すように立った流は、振り返るといつものように困ったような微笑みを浮かべ、耳慣れない苗みよう字じで私を呼んだ。

　物もの腰ごし柔らかで穏やかな性格の流だけど、彼の中で譲ゆずれないことにだけは、私以上に頑がん固こだったりする。この時もそうだった。

「ツー」と言えば「カー」、「あ」と言えば「うん」な幼馴染みである私達。流の浮かべた微笑を見て、それを悟った私は、大人おとなしく二人を残してその場を去った。……フリをしてこっそり戻り、物もの陰かげに隠れたよね。

　仮にも悪役令嬢と呼ばれる私が、そこまで素す直なおなわけないじゃない。

　私が去った（フリをした）後も、しばらくその場所にいた二人の会話は、男から流への嫌味のオンパレードという、聞くに堪たえない内容ばかり。

　何度飛び出してやろうと思ったか。いや、思っただけじゃない。実際に飛び出そうとした。けれど。

『流様、貴方あなたは私達分家の筆頭ご子し息そくとはいえ、私と同じく、所しよ詮せんは分家の人間。だというのに一族の若様を差し置いて、星野宮家の子女と個人的に交友を深めるなど、よくできますなぁ。流様は、あまり出来がよろしくないとお聞きしましたが、自身の身の丈たけすら把は握あくできないとは。あまりに恥はずかしくて、他家の者には、とても言えませんぞ』

　顔を歪ゆがめるように笑った男の言葉は、流の家の板張りの廊下に、よく響ひびいた。流がすぐに答えないのもあり、廊下には、静せい寂じやくが訪れる。

　飛び出そうとしていた私の足は、地面に縫ぬいとめられたように動かなくなり、ただ物陰で、凍りついたように立ち尽つくす。

　流が嫌味を言われているのに、それ以上、動けなかった。

　怖かったのだ。

　流の次の言葉が。流がその場しのぎの噓うそでも、私との関係を否ひ定ていするんじゃないかって思って。でも、否定して欲しいとも思っていた。それで流があの三浦という人に、これ以上何も言われないで済むのなら。

　でも、だけど、だから、どうか。

　耐え切れずに目を瞑つむった私の耳に、ようやく届いた流の声は、いつも通りの、落ち着いた響きだった。

　流は言った。

『本家の柊生が星野宮家の桜子さんと仲良くなるのを、邪じや魔まするつもりはありません。たとえ、それで僕と疎そ遠えんになったとしても。彼女の自由ですから──』




　トンッ、と肩かたに振しん動どうが訪れた。




「桜子さん」

　ハッとして声のほうを見れば、パチッ、とエメラルドの瞳と目が合う。席に座ったまま、こちらに身体からだを向けた隣人がいた。

「あ、えっと、京極、様？」

　え、な、なに。

　ただひたすらに、焦あせる。

　朝の突然の出現の時、挨拶を交かわした以外、今日はろくに会話をしていないのだ。予想外のことで内心動どう揺ようしていたのもあるし、距離を測りかねてもいた。だって、話したことがあるとはいえ、いきなり自分の死の原因がクラスメイトです、って現れ、しかも隣の席になったんだよ？　はいそうですか、なんて無理！

　焦りでどもる私に、クスリ、と隣に座る京極紫苑は笑う。

「考えごとの最中に声をかけて悪いけれど、これ、桜子さんのかい？　椅子の下に、落ちていたよ」

「え？」

　目の前へと差し出された手の上に、桜の花がついたヘアピンが載っている。私が今朝、髪を留めたものと似ているような。右手でつけていたはずの箇か所しよを触さわるけど、ない！

　はい、どう考えても私のですね。

「ありがとうございます。私のものですわ。いつの間にか、取れてしまっていたみたいで」

「そう、少しピンの力が弱いみたいだね。桜子さんの髪はサラサラしているから、落ちやすいのかもしれない」

「ええ！　…………お気に入りなのに」

　またつけても、落ちちゃうかもしれないってことだよね。

　この桜のピンは去年の誕生日に、流から貰ったものだ。デザインが可か愛わいくて気に入ってつけていたから、金具が弱くなってしまったのかもしれない。

　あ、ちなみに私からの去年のプレゼントは、読書家な流のために、チェック柄のブックカバーをあげた。後でよくよく考えれば、流なら既に気に入ったものを持っていたよね。

　でも、何も言わずに、よく持ち歩いている本につけてくれてるのは、さすがは私の紳士ジエントルマン。うん、少なくとも、気に入らなかったわけじゃないと思いたい。

　それはともかく、落とすの嫌いやだから、もうつけて歩けないなぁ。

　ちょっと落ち込みながらも、とりあえず受け取ろうと手を伸ばすと、ピンごと手が遠ざかった。

　え。

　顔を上げれば、私を見下ろす瞳が、柔らかく細められた。

　うん、その表情、『キミ☆らぶ』の京極会長っぽい。って、本物か。西野美優わたしは京極会長推おしだったせいか、つい見み惚とれてしまう。

「少し髪をねじってつければ、落ちないようにできると思うよ。横を向いてもらえるかい？」

「え、ちょ」

　突然のことに、考えがついていかない私の頭を、伸びてきた腕うでがグイッと押す。

　うおっ。ちょ、待って。え、なに。

　目を白黒させる私の顔が、完全に左を向いた。さすがは『キミ☆らぶ』の舞ぶ台たいである蓬ほう萊らい学園高等科で、生徒会長を務つとめる人なだけある。自分の行動に有う無むを言わせない。

「すぐ終わるから、動かないように」

　やけに近い声と共に、頰ほおにかかる髪を掬すくわれる感覚がした。

「…………」

「…………」

　さらさらと耳元で、髪がこすれる音がする。同時に、時々軽く耳に触れる指は、私より体温が低いのか、少し冷たい。

　そして、何より。

「き、京極様、あの、つけていただいているのに、失礼ですが、ちょっとくすぐっ」

「あぁ、桜子さんの髪は綺き麗れいだから、流れてしまうね」

　そう言えば、いつもパーティーの時に髪をセットしてくれる美容師さんも、そんなことを言っていたような。曰いわく、髪が逃にげていってしまうとのこと。

　って、いや、そうじゃなくて。

「あの、ちょ」

「もう少し」

「……っ！」

　いや、だから、くすぐったいんだってば！

　私、昔からくすぐりに弱いのに！　脇わきとか横腹とか、首の後ろとか、そういうとこ、全部ダメなんだよね。もちろん、耳もウィークポイント。

　京極紫苑がわざとくすぐってるわけじゃないことは分かってるよ。それどころか、どうやらけっこう真剣に私の髪を留めようとしてくれているらしく、息を詰めて作業をしているご様子。

　男なんだから、髪の扱あつかいなんて慣れていないだろうに。さすがは誰だれにでも優しい、正せい統とう派は王子様キャラね。毒どく舌ぜつ腹黒疑ぎ惑わくもあるけども。
















　いや、それよりも、くすぐったいってこの感覚、どうにもこうにも我が慢まんできない。だけど、相手は京極紫苑。しかも、好意でやってくれている以上、振り払うわけにもいかないという。あぁ、そう言えばどこかの国で、ひたすらくすぐる拷ごう問もんがあったって聞いたことがあるけど、こんなにも辛いとは。

　仕方ないので、涙目をギュッと瞑って口を噤つぐみ、とにかく我慢。

　ぐ、うぐ、くすぐっ……ヒッヒッフー、落ち着け私。ジュゲムジュゲ、いやでも、くすぐったい！

「はい、できたよ」

　京極紫苑がそう言って髪を解放した時、私は既に虫の息。疲労困こん憊ぱい。

　とはいえ、実際の時間はそんなに経っていないんだけどね。

　滲にじむ涙をこそっと押さえて、それでもほんの少しぼんやりする目で京極紫苑を見上げれば、なぜだか口元に手を当て視線を逸そらし、肩を震わせている。

「少し、くすぐったかったかな。ふっ」

　だから最初からそう言ってるのに！

「……我慢せずに笑ってくださって、よろしいですわよ」

「っ……いや、まさか。手て際ぎわよくできなくて申し訳ない」

　私のじと目を見て、京極紫苑は笑いを収めると、何事もなかったかのように微笑んだ。

　口の端はしが、ピクリと震えているけど。

　それは見なかったことにして、留めてくれた場所を確認する。右手で触れば、少しの凹でこ凸ぼこと、そこにしっかり固定されているピン。

　あれ、これ、みつあみだ。結構しっかり編あまれてる、って、え。

　みつあみ。

　中学一年生男子である京極紫苑が、みつあみ。私ですら、上う手まくできないのに。

　完かん璧ぺきと名高いメインヒーローの女子力の高さに、私は驚愕した。

「あ、ありがとうございました。みつあみまでしていただいて」

「構わないよ。たまに女性がしているのを、見よう見み真ま似ねでしてみたけれど、たぶんそれなら落ちないだろう」

「見よう、見真似……」

「桜子さんがしたほうが綺麗にできるだろうけどね。でも、帰るだけなら、それくらいでも大丈夫じゃないかな」

　彼の中で、世の女子は普あまねく、みつあみができることになっているらしい。

「……お気き遣づかい痛み入りますわ」

　女子の沽こ券けんに関かかわる事案に、引きつりそうになる頰を押さえる。そんな私の様子に気づかず、京極紫苑は立ち上がった。

「では、僕はこれで。また明日ね、桜子さん」

「えぇ、ご機き嫌げんよう、京極様」

　最後に、ザ・正統派王子様と言わんばかりの輝く微笑みを残して、京極紫苑は教室から出て行った。

　その歩みすらあまりに優雅で、気品に満ちているのはお約束。そのあとで、自分と比くらべてしまい、げんなりした。

　しかも彼とは、今日から一年間、クラスメイトである。さらにげんなり。

　何だか疲れたし、由ゆ紀き子こさんも留る美みさんも既に帰ってるし、私も、もう帰ろう。

　テンションが下がったままカバンを持って立ち上がり、教室のドアへ向かう。

　途中、ふと流のほうを見れば、まだ席にいた。向こうも私を見ていたらしく、目が合う。

　流は何か言いたそうな顔をしていた。でも、口を開くことなく、困ったように微笑むだけ。

　え、なに。

　気になったけど、でもここは人前。私も何も言わずに視線を外はずし、そのまま教室を出る。

　大丈夫、波多野さんのことも、流が言いたがっていたことも、あとで聞けばいい。

　だって私達は、幼馴染みなんだから。







　あの二年前の冬の日、自分を蔑さげすむ男の前で、流は言った。

『本家の柊生が星野宮家の桜子さんと仲良くなるのを、邪魔するつもりはありません。たとえ、それで僕と疎遠になったとしても。彼女の自由ですから』

　でも、と流は言葉を続ける。

『本家のために、彼女と距離を置くつもりもありません』

　まだ小学四年生だった流が、親戚の反感を買うことを覚かく悟ごで言ったのが、隠れて聞いていた私にも分かった。

　射い殺ころすような視線を向けた男に最後、流が口にした言葉を、私は絶対に忘れない。

『桜子の幼馴染みは、僕だけですから。本家にだって、譲らない』

　流は時たま、頑固になる。

　どうしても譲れないことだけは。







　その後、気づかれないうちにと部屋に行った私が、少しソワソワして待っていると、流はお菓か子しと飲み物の載ったお盆ぼんを持って、戻ってきた。

『今日のおやつは、たぬき屋のどらやきだって。桜子、オレンジジュースでいい？』

　さっき言われたことも、言ってしまったことも、おくびにも出さず微笑む流。それを呆ぼう然ぜんと見返せば、ん？　と首を傾かしげられた。きっと問いただしても、流はさっきの会話を言わないだろう。

　私は、そこでようやく気づいたのだ。何事もなかったかのように微笑む流を見て、ようやく。

　けれど、私は気づいたことから、現実から目を逸らしたのだ。

　そして代わりに、酷ひどい仕打ちをした。

『……ねぇ、流。これからはあまり、人前では話さないようにしましょう。土日とか、二人で遊ぶ日を作れば学校でも我慢できるわ！　私達もいつまでも、子供じゃないんだもの』

　突然の私の提案に目を見開いてから、僕に気を遣わなくていい、と渋しぶる流を、何とか説得した。

　その日から今日までずっと、私達は学校でも距離を置いている。おかげで、私達の仲がいいことを知るのは、家族と一部の人だけ。幼馴染みだってことを覚えている人も、もう少なくなってきただろう。

　だから大丈夫。目を逸らした先に今があるんだから、間違っていない。

　でも、なのに、どうしてだろう。日を追うごとに、年を経へるごとに心が揺らぐ。目を逸らし続ける私の耳元で、気づいているんでしょう、と声がするのだ。

　ねぇ、流。

　私の酷い仕打ちを知っても、アナタはまだ譲らないと、そう言ってくれる？
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　入学してから初めて迎むかえた、土曜日の夜。

　普ふ段だん忙いそがしいお父様が珍めずらしく早く帰れたので、ディナーを食べに行くことになった。

　久しぶりの家族全員での食事会ということで、気合を入れておしゃれを、とはお母様のご指示。私は迷いなく、特にお気に入りのロイヤルブルーのワンピースを着て、サファイアのプチネックレスをつけて、髪かみもお手伝いさんに結んでもらう。バッチリ。

　リビングに駆かけ込めば、一番に着替えを終えたらしい春はる兄にい様さまが、ソファに座っていた。

　春兄様は御ご三さん家けの一つ、星ほし野の宮みや家の跡あと取とりであり、『キミ☆らぶ』の乙女おとめゲーム版にて『春』を司つかさどる攻略対象のキャッチコピー『魔ま性しようの貴公子』、星野宮春はる雪ゆきである。

　烏からすの濡ぬれ羽ばのような漆しつ黒こくの髪と、雪のように白い肌はだ、それに映はえる真まっ赤かな唇くちびるの美び貌ぼうの青年で、私の二歳上だ。今は、私の通う白しろ金がね学園中等科よりも、さらに偏へん差さ値ちの高い私立中学の三年生である。だから今年は受験生。

　でもたぶん、アニメの舞ぶ台たいでもある蓬ほう萊らい学園高等科に、難なくご入学されることだろう。アニメの中の星野宮春雪は、メインヒーローに匹ひつ敵てきするくらいの天才なのだから。

　とはいえ、その性格は蕩とろけるような優しさと、気き紛まぐれな残ざん酷こくさを併あわせ持つ、どこか矛む盾じゆんしたものだったけれど。

　ただ、今の私からすると、その性格は今の春兄様には見られない。

　昔から優しくて、面倒見のよい、大好きなお兄様のまま。

　嬉うれしい限りである。

「ねぇ、春兄様、どうかしら？」

　お気に入りのワンピースにうきうきして、くるりとその場で回る。

「可か愛わいいよ。桜子は肌が白いから、深い青が映はえるよね」

「ありがとう！　あ、春兄様のタイも同じ色なのね！」

「うん、桜子の服に合わせようと思って」

　その言葉に嬉しくなるけど、あれ？　何で見てもいないのに、私がこれを着るって分かったんだろう。

「桜子が選ぶ服くらい、少し考えれば分かるよ」

　私の表情から疑問を読み取ったのか、春兄様はサラリと言う。

「でも、服はたくさん持ってるわ。どうして分かるの？」

「うん？　それは桜子が素す直なおで可愛い、僕の妹だからだよ」

　可愛い妹。

　大好きな春兄様の口から出た言葉に、気分がぐんぐん上がる。

「ディナー、楽しみね、春兄様！」

「そうだね」

　春兄様は美び麗れいな微び笑しようを浮かべると、私の頭を撫なでた。







　今日のディナーは恵え比び寿すにある、お母様お気に入りのフレンチレストランだった。

「ねぇ、桜子さん、京きよう極ごく家けの紫し苑おんくんとは仲良くしているの？」

「ぐっ」

　本日のメイン料理・白身魚のポワレを噴ふき出しそうになり、慌あわてて口を噤つぐむ。

　隣に座る春兄様が、お水を差し出してくれた。お母様にはお行ぎよう儀ぎが悪いわよ、とたしなめられる。理り不ふ尽じん。

「京極様とは、残念ながらあまりお親しくは」

「隣の席だと聞いたわ。よかったわね」

　ごふっ。

　春兄様が手渡してくれたナプキンで口元を押さえる。ソースが服にたれるところだった。

　私がソースを拭ふいている間、お母様はそれはもう嬉しそうな、ドッキドキワックワクのご表情。

　上流階級として並々ならぬプライドを持つお母様は、あの京極家の跡取りと、どうしても私を近づけたいらしい。

　これは発言に気をつけねば。

　それにしても、私の席事情を何でお母様がご存ぞん知じなのか。もちろん、私は言っていない。知られたら盛もり上がってしまいそうだから、隠かくしていたのに。今こん世せの私は京極紫苑に恋をしていないけれど、いつの間にか外そと堀ぼりを埋うめられて婚こん約やくなんてことになったら、目も当てられない。

　私の刺し殺さつエンド回かい避ひはもちろんだけど、今、この星野宮家を取り巻く状況を考えると、私と京極紫苑の婚約なんて、下へ手たしたら大だい惨さん事じを引き起こしかねない。

　ご趣しゆ味みと、楽しいお茶会以外にはあまり興味のないお母様は、気づいていないかもしれないけれど。

　ちなみにその大惨事とは、私が二度目と三度目の人生を送る『キミ☆らぶ』の世界の、対立関係によるものである。







　星野宮桜子が生きるこの世界の日本は、西にし野の美み優ゆのいた世界とは少し違う。

　まず、五本の指に入る権力を有すると誰だれもが認めている、上位五家があるのだ。

　その中でも特に、日本の二大勢力であり、文もん句くなしのトップ二家。

『東の雄ゆう』京極家。

『西の雄』阿あ久く津つ家け。

　両家とも元々がかなりの資産家な上に、様々な事業で成功しており、その莫ばく大だいな財力と、それを基き盤ばんに形成された地位は、日本どころか世界においても確固たるものだとか。

　東、西とつくだけあって、京極家の先せん祖ぞは関東、阿久津家は関西を拠きよ点てんとして大きくなった家だけれど、現代においては日本経済の中心は東京のため、その境さかいはなくなりつつある。現に、阿久津家の当主は、関東に屋や敷しきを構えている。

　そしてそのトップ二家に次つぐ権力を有するのが、常磐ときわ家け、冷れい泉ぜい院いん家け、星野宮家からなる、御三家である。

　かつては公く家げ、明めい治じ以降はお華か族ぞく様であった、由ゆい緒しよ正しき血を受け継ぐ家々の中でも特に財力が突出しており、血筋の面でも財力の面でも、日本の上流階級において多大なる影響力を持っている。

　西野美優が暮らしていた日本では、法律云うん々ぬんでけっして成立しないような勢力が、アニメの世界だからか、当たり前のように存在している。

　西野美優がもっと頭がよくて、法律や政治や、その他色々に明るかったら、混乱したかもしれない。しかし、幸いにも平へい凡ぼん女子高生に、その手の知識は皆かい無むだ。『キミ☆らぶ』の知識のほうが多いくらい。

　おかげで、星野宮桜子として学んだ時、すんなりと理解できたけど。

　でも、ここは星野宮桜子にとって現実なせいか、アニメ『キミ☆らぶ』ではほとんど触ふれられていなかった、複雑で、どろどろな関係があったりする。

　それが対立関係だ。

　今まで上位五家は、それなりに良好なバランスを取って過ごしてきた。そこには西野美優の世界にもあった、戦後の日本の経済復ふつ興こうやら何やら、大人おとなの事情が絡んでいるらしい。

　もちろん、それぞれ和わ気き藹あい々あいとは言えない時も、あったみたいだけれど。それでも、経済に大だい打だ撃げきを与えないよう、余計な争いはせず領分を守って、事業やら社交やらをしてきたのだ。

　だけれど、そう。ちょうど私が生まれたくらいから、次し第だいにそのバランスが崩くずれ始めた。

　簡単にざっくり言うと、今、星野宮家と阿久津家は、過去最大に仲が悪い。

　事の発ほつ端たんは、両家の分家、篠しの宮みや家けと島しま津づ家けの争いである。

　星野宮家の分家の中でも特に力の強い、三さん宮ぐう家けの一つ・篠宮家と、阿久津家の現当主の従い兄と弟こが当主を務つとめる島津家が、経営する会社の利益の取り合いで、ぶつかったのだ。

　最初は些さ細さいなことだった諍いさかいも、タイミング悪く、色々な思おも惑わくが入り乱れたせいで、年々悪化の一途を辿たどり、見事こじれにこじれた。

　なまじ、お金も人じん脈みやくもある家同士の険悪な争いは、相手の家の人間を殺す勢いで燃え上がり、既すでに死人も出しているという。

　ただの利益争いが人の命に発展するのだから、お金って怖い。

　でも、両家の上層部はともかく、下に行けば行くほど、そのお金ってものが死活問題だというのも分かる。

　そんな泥どろ沼ぬま化かした両家の争いは、とうとう静観していた阿久津家に飛び火した。

　どういう経けい緯いかは知らないけれど、阿久津家のどれかの事業が、その争いのせいで大損を出したのだ。それも、現当主の父であり、今の阿久津家で最も権力を持つ前当主が絡んでいた事業が。

　これに切れた前当主、もともと短気なのもあり、篠宮家なんぞ潰つぶしてくれる、と両家の争いに積極的に介かい入にゆうし始めた。それにより、次第に追い詰められた篠宮家は、本家であり、阿久津家にも対たい抗こうできうる力を持つ星野宮家に助けを求めることになる。

　その救きゆう援えんの求めに、星野宮家当主、つまり私のお父様は最初、首を縦に振らなかった。

　もともとは、篠宮家が勝手に始めたこと。ここに星野宮家が入れば、さらに争いが激しくなると思ったみたい。

　星野宮家当主として、万単位の社員とその家族を抱かかえるお父様は、分家とはいえ、篠宮家一つのために彼らをみすみす危険にさらせないと、距離を置いていたらしい。それがだいたい、私が初等科の高学年になった時くらいの話である。

　酷ひどい話だけど、それで篠宮家が潰れてしまえば、被害は最小限で済むはずだった。けれど、他家やその分家を味方に取り込むことに成功し始めた篠宮家が、お父様の予想に反して踏ふん張ばったのだ。

　これは阿久津家の、前当主の人柄のせいでもある。そもそも阿久津家には、あまりいい噂うわさがない。同じ名家の京極家に比べると、後ろ暗ぐらい評判が多いのだとか。

　その中でも前当主は、何かと強引な経営手しゆ腕わんで有名だったらしい。評判はすこぶる悪く、恨うらみを持つ家も少なくない。

　切れて後先考えずに島津家を支し援えんしていることから、何となく分かるけどね。

　そんな阿久津家に恨みのある家々が、篠宮家に協力し始めたのが、ここ一年くらいのこと。逆に、篠宮家や星野宮家に恨みのある家々は、阿久津家を支持し始める。

　大きく名の知れた家ならまだしも、小さい家々は、もうどこがどっちの陣じん営えいなのか、それとも中立なのかすら分からない。

　この動きは始まったばかりで、中立の家がまだ多いというのが現状らしいけれど、あと数年したら、どれほどの家が巻き込まれるか。

　そんな大だい惨さん事じを巻き起こしつつある篠宮家の本家、星野宮家が静観を決め込み続けられるはずもなく。阿久津家との関係は、日増しに険悪に。

　まだ何とかお父様や春兄様が上う手まく立ち回って、直接対立には至いたっていないみたいだけど、それももうあと何年持つかという状況。

『以後、お見知りおきを』

　あの時の阿久津秋あき羅らの言葉、意味深すぎる。

　そしてそこに、私と京極紫苑との関係が出てくるのである。

　現状において、星野宮家と阿久津家を除のぞく上位五家のうちの三家、京極家、常磐家、冷泉院家は、この争いに対して関与しないことを明言しているらしい。

　自分たちが参加したら、それこそ日本経済が破は綻たんすると気づいているんだろう。

　だが、中立の三家が全て、同じ状況ではない。

　まず、常磐家。ここは親しん戚せき同士の結びつきが強く、そのため逆に、内部が一枚岩ではない。無数の分家の中では、阿久津に、星野宮に、と意見が分かれているらしい。一番力のある本家が中立であるのと、分家の意見が纏まとまらないから、中立で保っているだけと聞く。

　次に冷泉院家。この家はかなり閉へい鎖さ的てきな家で、当主を含むほとんどが、滅めつ多たに表舞台に立たないことで有名だ。正直、現当主の子供が何人いるのかすら、知っている人はいない、と言われるほど。跡取り息子の瞬しゆん栄えいにいたっては、同じく御三家である私も今世では、まだ顔を合わせたことがない。刺し殺さつエンド回かい避ひを考えると、嬉しいけどね。でも、人脈と情報が重要視される上流階級において、その存在は異質だ。

　そして最後に京極家。ここが今の上位五家の中で、最も安定していると言っていい。この家は、中立の立場を通すことで有名なのだ。京極家に敵意を向けないのなら、どのような争いにも力は貸さない、と代々当主が明言している。過去には争う家同士の調停役を引き受けたこともあるらしく、日本経済のバランスを保とう、という意識が強い家でもある。

　そんな状況で、お母様は私と京極紫苑が近づくことを望んでいる。中立派の中核とも言える京極家の跡取り息子と、星野宮家の私が仲良くなるなんて、火薬庫に火種を投げ入れるようなもの。

　刺し殺さつエンドと相まって、断固拒きよ否ひ！

　とはいえ、この京極家の情報、どこまで信しん憑ぴよう性せいが高いのか分からないんだけどね。

　どうやらお父様と春兄様は、私とお母様にはあまり知って欲しくないみたいで、必要最低限、ざっくりとしか話してくれない。だから、私はたまに出るパーティーや学園での噂うわさ話ばなしでしか、状況を知ることができないでいる。

　前に一度、大丈夫なの？　と春兄様に聞いたけど、「桜子が心配することは何もないよ」と頭を撫なでられ、「チェスでもしようか」と微笑まれて、話は終わった。

　その時の春兄様が浮かべた微笑が、どこか凄せい絶ぜつで、それからは聞けないでいる。

　あーあ、アニメ『キミ☆らぶ』にはこんな泥沼の争いなんて、一切なかったのになぁ。

　王道ラブストーリーの裏に、こんな争いがあったなんて。

　年を重ねるにつれ、少しずつ知っていく状況に戸と惑まどいしかない。

　現実はアニメみたいに、平和な学園生活だけ、ってわけにはいかないのね。

　京極会長以外目に入らなかった旧桜子ちゃんなら、全てをスルーして突き進めただろうけど、行き着く先が十八の身み空そらで刺殺だから、羨うらやむこともできない。

　人生って、厳きびしいわ。







「桜子さんは可愛いから、紫苑さんとだって仲良くなれるわ」

　デザートを食べながら上じよう機き嫌げんなお母様に、曖あい昧まいに微笑み返す。

　京極紫苑が白金学園に入学したことを知ったのが、私と同じで入学式の日だったお母様は、かなり興こう奮ふんしたみたい。ここ一週間ずっと、この調子だ。

　恐おそらく、何となく知っていたらしいお父様と春兄様は、平然とされていたけど。さすがは星野宮家現当主と、星野宮家が誇る天才だ。

　お父様は、時々違う話題を振りつつも、また舞まい戻るお母様のお話に苦笑して、相あい槌づちを打っている。

　春兄様は私を時折気き遣づかうように見つつ、私が疲れてくると、上手じようずにお母様の気を一時だけでも逸そらしてくれた。
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　さて、入学式から最初の一週間。白金学園中等科において、京極紫苑は時の人だった。

　何せ、あの『東の雄』京極家の跡取り息子。しかも飛びっきり美しい容姿で、まるで童どう話わの中の王子様のような人が、同じ学園に入学したのだ。

　それは騒さわぎもするでしょう。

　でも一つ意外だったのは、京極紫苑がいつも一人でいることだ。いや、同じ外部生の親友がいるらしいし、もちろんクラスメイトともそれなりに会話をしているけれど、でも外部生ということを差し引いても、遠巻きにされている気がした。

　その理由は少し分かる。

　だって彼は日本トップの京極家の子息なのだ。しかも、日本人離れした見た目に、王族もかくやの気品が感じられる振る舞い。友達になるにしても、取り入るにしても、ちょっとハードルが高すぎて、気軽に手出しできないよね。

　とはいえ、登下校や移動教室で学園内を歩く時に向けられる視線の多さは、正直、引きました。しかも休み時間だけでなく、授業時間も何かと私達四組の前の廊ろう下かを人が通るわ、通るわ。生徒だけでなく、先生まで数人混ざっている始末。どうやら、授業を受けている京極紫苑に興味があるみたい。

　それ、サボりだからね。

　教室を通る瞬しゆん間かん、あからさまに向けられる視線に、向けられている本人はさも気にしていないという体ていで、真ま面じ目めに先生の授業を聞いていた。でも気にならないわけがないと思う。だって、たまに気分転換か、窓の外を見ようとして、その途中で私と目が合うと、口パクで「ごめん」と言い、苦笑していたし。

　そんなことが続けば、隣に座って京極紫苑の客寄せパンダ化に気づかざるをえない私のほうが、うんざりするというものだ。

　我わが儘まま令れい嬢じようである私の、なけなしの我が慢まんが潰ついえ、授業中だというのに立ち上がったのが、入学して一週間と三日目のこと。

　古典の授業中、何も言わず急に教室を横切りだした私の行動に、クラスメイト達がぎょっとした。

「桜子さん？」

　後ろから京極紫苑が小さく私を呼ぶ声が聞こえたけど、もう説明する気力もない。

「ちょっとよろしいかしら」

　廊下側の席に座るクラスメイト、井いの上うえさんの傍そばに立って声をかけると、ひぃっ、というか細い悲鳴と共に飛びのかれた。目の前には、空からになった椅い子す。

　いやいや、そんなに驚かなくても。私がいきなり襲おそいかかるとでも思っているのか。

　それ、なんてバイオハザード？

「大丈夫、貴女あなたには何もしないわ」

　理性のある人間だと安心させようと、数メートル離れた井上さんに微笑めば、周りに座っていたクラスメイト数名も、一いつ斉せいに飛びのく。

　ガタガタガタ、と激しい音が教室に満ちた。

　一瞬呆ぼう然ぜんとしてしまったけれど、でも本来の目的は違うところにあるから、置いておく。

　教室中の視線が一気に集中する中、廊下に面する窓とカーテンを全て閉める。図らずも、廊下側一列全てが空席になったおかげで、四枚あった窓が閉めやすかった。

　万事、塞さい翁おうが馬うまである。

「ど、どうしたんですか、星野宮さん？」

　窓を閉め終えご満まん悦えつの私に、恐おそる恐おそる声をかけたのは古典の先生だった。

「廊下が騒がしくて、授業に集中できませんの」

　廊下を歩く人の足音以外、静かなものだったけど、振り返って微笑みながら席に戻れば、それ以上は何も言われなかった。

「ありがとう」

　席に座った瞬間、隣から静かな声。

「先日、ピンを拾ってくださったお礼ですわ」

　そちらに顔を向けることなく答えたのは、作戦①、目指せ良き知人！　があるからだ。クラスメイト以上に仲を深めるつもりはない。

　意図が伝わったのか、私のそっけない言葉のせいなのか、それとも他の理由なのかは分からないけど、京極紫苑はそれ以上、何も言わなかった。

　まぁ、でもとりあえず、あれだよね。

　私の位置から三列も離れた席なのに飛びのいた溝みぞ口ぐちくんは、あとでお話をしましょうか。
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　そんなことやあんなことや色々あったものの、無事入学から数ヶ月が経ち、初夏の風が爽さわやかな六月の今日。

　私は、初等科からずっと仲良しの由ゆ紀き子こさんと留る美みさんと一緒に昼食を食べに、中等科の食堂へ向かっていた。

　食堂へ続く、三階の廊下を歩きながらお喋しやべりするのは、地味に楽しい。

「少し出遅れましたけど、席が空いているといいですわねぇ」

　おっとりとした口調で食堂の席を心配したのは、宇う田だ川がわ家けの留美さんだ。

　茶道の家元を親に持つ、大和やまと撫なでし子こである。

「大丈夫です。桜子様がいるので、どこかしらの席は必ず空きますから」

　私の右隣で淡たん々たんと返したのは、雨あま宮みや家けの由紀子さん。

　星野宮家の分家である三宮家のひとつ、雨宮家の長女で、手足の長いモデル体型のクールビューティーな女の子だ。本家の娘である私と仲良くさせようと、彼女の両親がお膳ぜん立だてしたことを除のぞけば、大変よいお友達である。

　ちなみに、必ず空くって、どういう意味かしら。まったく見当がつかないわ。

　この二人の他に、私の友人はもう一人、白うさぎさんこと杉すぎ村むらさんがいる。

　けれど彼女は残念ながらクラスが違うため、お昼はこの三人のみだ。

　…………でも実は、前に一度、中等科に上がってから誘ったことがある。

　人が少なくなった頃を見み計はからって、杉村さんのクラスまで出向くと、血の気の引いた真っ白なお顔で、「一緒にお食事なんて、恐れ多いですわ」と首を横に振られたけれども。

　身分制度のない現代において、恐れ多い、って言われても、ねぇ。

　そう思って、「大丈夫よ」とさらに誘ったら、杉村さんの友人らしき女の子に、「こ、この子は私との約束がありますの！　お許しくださいませ」と悲痛な声で訴うつたえられた。

　許すって何を？

　やっぱり諦あきらめきれず、「それなら貴女あなたもご一緒に……」と言いかけたら、ポン、と肩かたを叩たたかれた。

　振り返った先に立っていたのは、幼おさな馴な染じみの流ながれ。

　珍しく、人前で接せつ触しよくしてきた彼に、焦あせりと驚きで目を丸くすれば、「杉村さんも、クラスの色々な付き合いがあるんじゃないかな。星野宮さんもでしょう」と穏おだやかに諭さとされた。

「委員長……」と感じ入る、杉村さんとそのご友人。

　釈しやく然ぜんとしない。

　でもまぁ、私の紳士ジエントルマンの判断はいつも正しいから、引き下がったけどね。

　後日、流に問いただせば、「杉村さんは目立つことが苦手みたいだから、桜子と一緒に食堂に行くのはハードルが高いんじゃないかな」と言われ、一緒の昼食は諦めた。

「まるで悪徳金貸しの取り立てみたいで、つい止めに入っちゃったよ」という呟つぶやきは、きっと空耳よね。

　何てことがあり、さらに初等科からの内部生が多いここで、私の友人関係は中等科でもさっぱり広がっていない。

　二人がいるし、別にいいけどね！

「今日は暑いわね」

「日中は、三十度を超えるそうです」

「まぁ、本当ですの？　お昼休みに練習のある運動部の方は大変ですわねぇ」

「私だったら、耐えられないわ」

「本当に」

　歩きながら、廊下の窓から青空を眺ながめれば、雲ひとつなく、大変いい天気。

　と、ふいにきゃいきゃいとした、よく響く声が聞こえた。

　声のほうを辿り、窓から下を見下ろせば、そこにいたのは京極紫苑と、ダークブラウンの髪を持つ男子生徒。彼が京極紫苑と同じく外部生で、その親友だということは、入学して三ヶ月が経った今、周知の事実である。

　さらに、二人を囲むように歩く、六、七人の女子の一団もいた。

「今から昼食ですの？　ご一緒させていただいてもよろしいでしょうか？」

「私ワタクシもぜひ。今日は美み濃の屋やの懐かい石せき弁当をお持ちしましたの」

「私は王おう国こくホテルのシェフに、特別に作っていただいたんですのよ」

　その女子達の顔を見れば、さすがは白金学園。全てが由ゆい緒しよ正しき名家、とまではいかないが、一度は名を聞いたことのある、大企業のご令嬢ばかりだ。

　丁てい寧ねいにお手入れされた髪をサラサラと靡なびかせ、お皿一つ洗ったことのない、白しら魚うおのような手が、胸むな元もとのお弁当を落とさないように抱かかえる。

「卵焼きはお好きですか？　うちのシェフが作るものは絶品ですの」

「そう言えば、本日は中庭で？　それともお暑いですし、別の場所ですか？」

「どうされるんですの、京極様、常磐様」

　京極紫苑は、そんな問いかけに、あくまで礼儀正しく振る舞う。

「申し訳ないけれど、今日は柊しゆう生せい達と食べる約束をしているんだ。ご一緒するのは、また今度にしてもらえるかな」

　その言葉に、ええぇ、そんなっ、といった、悲鳴にも近い声が上がる。

「まぁ。京極様方は、今日も凄すごいですわねぇ」

　心底感かん嘆たんしたかのように、おっとりとした声で言ったのは、隣の留美さんだ。

　いつの間にか立ち止まっていた私に、二人も同じように立ち止まり、見下ろしている。

「あれだけ取り巻かれると、大変な気もしますが」

　無表情で淡々と評する由紀子さんの、冷静すぎる言葉。

　この学園で、これだけ無感動な目を京極紫苑に向ける女子は、由紀子さんくらいのものだろう。

　私ですら、あの綺き麗れいな微笑にはアニメを思い出して、たまに見み惚とれるのに。

「由紀子さんは京極様に厳しいわね」

「京極様というより、彼の周囲が好きになれません。騒がしいのは、兄のこともあって苦手なので」

　ほんの微かすかに眉まゆをひそめながら、由紀子さんが珍しく口にした、彼女の兄。

　私も面識のある由紀子さんのお兄様は、行ゆき成なり様と言い、雨宮家の跡取り息子だ。

　容姿も性格もクールな由紀子さんと違い、体育会系の鍛きたえられた体たい軀くに、豪ごう快かいで明るい性格の行成様は、春兄様の親友でもある。

　その縁えんもあり、パーティーなんかでは何回かお話をしたことがあるけど、私自身はそこまで親しくない。

　けれど、パーティーでもよく笑ってよく喋しやべる行成様が、家でも騒がしいのは想像できるよね、うん。

　そして、由紀子さんと留美さんは私と同じクラスのため、必然的に京極紫苑とも同じ。

　休み時間のたびに騒ぐ女子達に、うんざりしてるのかもしれない。

「とはいえ、中等科からの入学で、あれほどの人気があるのは、凄いとは思いますが」

「……えぇ、そうね」

　由紀子さんの的確な批評に頷うなずく。

　そう、確かに凄いのだ。

　あんな風に取り巻かれるなんて、ありえないと言ってもいい。

　だって、初等科からの内部生が大多数を占しめるこの白金学園中等科において、外部生は圧倒的少数派マイノリテイー。

　にもかかわらず、京極紫苑は入学一日目にして、学園で知らぬ人はいない、時の人となった。客寄せパンダ状態だったのを思い出せば、想像しやすいだろう。

　けれど、凄かったのはそこからだ。

　私が廊下側の窓を閉めた次の日くらいから、京極紫苑はそれまで静かに過ごしていたのとは打って変わって、行動を始めた。

　そこからは早かった。

　それまでいた親友の他に、クラスメイトの男子にも友人を何人も作ると、その高貴なる立ち居振る舞いやら、人徳やら何やらで、あっという間にクラスの中心の座を摑つかみ取ったのだ。そして、一ヶ月も経つ頃には、校内行く先々で周りを囲む取り巻きまで結成されて、一人で座っていた日々が噓うそみたいな状況に。

　それは三ヶ月が経過した今でも、変わらない。

　何てサクセスストーリー。

　一ヶ月でトップアイドルの階段を駆かけ上がるその力量は、さすが『キミ☆らぶ』のメインヒーローね！

　対して、白金学園七年目にして、三人しか友人のいない私。

　この格差、どういうことかしら。

　すると、ふいにそれまで黙だまっていたもう一人の男子生徒、京極紫苑の親友の声が聞こえた。

「紫苑、早く行くぞ。女子、悪いがもう追いかけてくるな」

　はっきりとついてこないよう制され、ピタリと女子達は立ち止まる。

　京極紫苑の柔らかな物言いとは違う、彼の有う無むを言わせない鋭するどい雰ふん囲い気きには、さすがに逆らえないらしい。

　って、それよりも、つい野や次じ馬うま根性で眺めていたけど、私達も行かないとお昼が食べられなくなる。

　隣の二人を促うながして立ち去ろうとした瞬間、スッと自然に、京極紫苑の親友が顔を上げた。

　ダークブラウンの髪が風に揺れ、鋭い瞳ひとみと目が合う。
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　それは、剣道場の床に膝ひざをついて、面の奥から、私を切り殺すように睨にらんだ目と同じで。

『名乗れ』

　彼は言った。籠こ手て越ごしに摑つかんだ、竹刀しないを握にぎり締めて。

『アナタが私に、勝てたらね』

　そう答えて、逃にげるようにその場を後にした、夏の日。

　突然のことに思わず固まった私を見て、僅わずかに目が細められる。逃にげるように目を逸らした。

「桜子様？　どうかなさいましたか？」

「いえ、何も。行きましょうか」

　油断した。彼は普段、うるさいのを嫌きらって、こちらの教室へは来ないから。

　京極紫苑の親友で、ダークブラウンの髪を持ち、常磐様と呼ばれる男。そして今、阿久津秋あき羅らより、私が会うわけにはいかない人。

『冬』を司つかさどる、『中立の騎士ナイト』常磐柊生。

　彼にだけは、会うわけにはいかない。

「生き残れる気がしないわ……」

　そんな私の微かすかな呟つぶやきは、隣の二人にすら届かず、宙に消えていった。
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　昼食後の眠たい五限目が終わり、休み時間となった四組の教室に、黄色い声が響ひびいた。

「先ほどの数学の授業でのお答え、素す晴ばらしかったですわ！」

　トイレから教室に戻った瞬間、目に入った光景に、またか、と思わず天てん井じようを仰あおぎたくなる。けれどこんな人前で急にそんなことをすれば、星野宮家長女ご乱心、と噂が駆け巡めぐりかねない。

　私はすんでのところで耐え、目の前の惨さん状じように意識を戻した。

　それは一種、異様な光景だ。

　私の席は、辺りを占せん領りようする女生徒達で見えない。七人ほどの団体様である彼女達は、席に座る京極紫苑を囲んでいた。けれど七人もいると、全員が正面から話しかけるというわけにはいかないらしい。結果、通路は埋うまり、クラスメイトは席に戻れないで、私と同じように彼女達を遠巻きに眺めていた。いや、これはあえて避ひ難なんしたのかな。

　ぼんやりと見る私達の視線の先で、彼女達は盛り上がっている。

「昨日きのうの音楽の授業でご演奏されたバイオリンも、とても素敵でした！」

「あんなにも美しくお弾ひきになる方は、そうそういらっしゃいませんわねぇ」

「ピアノもお得意だとお聞きしましたの。今度、お聞かせ願えませんか？」

「まぁ！　私もぜひ！」

　真ん中の一人を囲んで、きゃいきゃいと囀さえずる女生徒達。

　あれよ、あれよと盛り上がっていき、それに釣つられて声もどんどん大きくなる。

　まるでカエルのだいがっ……いえ、小鳥の囀り合いね。

　とはいえ、前者だとしても、たまになら我慢できる。

　でも、こう毎回毎回の休み時間に騒がれると、さすがに耳に堪こたえるものがあるよね。

　彼女達の中心であり、物理的にも囲まれている私の隣りん人じん・京極紫苑も、そんな考えに至ったのか、それまで閉じていた口を、ゆっくりと開いた。

　途と端たんに、女生徒達はピタッと静かになり、彼の言葉を待つ。

「ありがとう。そう言ってもらえて嬉しいよ」

　柔らかいけれど、どこか気品に満ちた微笑を向けられて、女生徒達は色めきたった。

　さらに盛り上げてどうするの。

　内心ため息をついていると、生徒の間からふいにこちらを見た瞳と、パチリ、目が合った。

　ぼんやり眺める私を見て、少し目を見開いてから、困ったように細められるその顔が、少し疲れて見えた。よく見れば顔色も、どこか青白い気が。

　けれど、京極紫苑は次の瞬間には、周りを囲む女生徒達に視線を戻していた。

　そして、いつものように微笑む。

　ずっとそうだ。最初の頃の廊下から向けられた視線にだって、ここ数ヶ月だって、微笑むばかりで。

　さすがは京極家の跡取り息子と、そう称されるに相応ふさわしい態度を崩くずさない。

　言えばいいのに。ほんの一言を、彼が言ったのなら。

『さすがは星野宮家のご令嬢。素す晴ばらしい』

『星野宮の桜子さんは、何でもおできになるのですね』

『お話をしませんか、星野宮のミス・パーフェクト』

　耳の奥で響ひびいた声達に、私は小さくため息をついて、そしてゆっくりと、一団へ歩みを進めた。

　私の席への進路上にいたクラスメイト達が、不安そうな視線と共に、道を空ける。

　まるでモーゼになった気分。

「京極様」

　できる限り親しみやすい微笑を心がけて、声をかければ、女生徒達が一いつ斉せいに私を見た。その中の四人は私を見て青い顔をし、二人は目を泳がせ、一人は鋭するどい視線を向けてくる。

　そんな彼女達の間から、京極紫苑が戸と惑まどうように私を見た。

「何かな」

「私、気分が悪いんですの。保健室について来てくださらない？」

　顔色のすこぶるいい私の、唐とう突とつなお願いに、京極紫苑は一瞬、言葉に詰まった。けれど、数秒後には頷いて立ち上がると、私のほうへ歩いてくる。

「大丈夫かい、桜子さん。行こうか」

「えぇ、ありがとうございます」

　二人並んで歩き出そうとすれば、背中に声がかかる。

「星野宮様、保健委員の方にお頼みするのはいかがかしら。京極様のお手を煩わずらわせるなんて、ご迷惑だと思いますわ」

　振り返れば、たった一人、私に鋭い視線を向けた子だった。

　有あり栖す川がわ雅みやびさん。うん、声をかけてくるなら、彼女だと思っていた。

　御三家とは言わずとも、三宮家に負けるとも劣おとらない名家、有栖川家の一人娘。

　綺麗に巻かれた髪と、うっすらと施ほどこしたお化け粧しようを取っても美人だろうな、と想像できる顔。それに加え、自信に溢あふれる彼女の態度は大人っぽく、高校生でも通用しそうだ。

　今、有栖川さんが言ったことは正論だ。そして私も本当に気分が悪かったら、少しでも精神的に楽な、保健委員そつちを取るよね。

　けれど、隣に立ってこちらを見下ろす京極紫苑を見上げ、私はわざとらしく首を傾かしげた。

「あら、ご迷惑だったかしら？」

「いや、まったく」

　そのまま二人、歩き出す。背中にかかる声はお互い聞こえないフリで。

　扉とびらの手前で、心配そうに私を見る流に一瞬微笑みかけて、教室から出た。







　京極紫苑がガラリ、と扉とびらを開け、二人して中に滑すべり込んだ。

　その部屋には、地ち球きゆう儀ぎが置かれたり、分厚い本が壁かべ際ぎわに並んでいたりする。

　もちろんここは保健室ではなく、社会科準備室だ。

　現在授業中だけど、隣の社会科室は空いている。

　今日のこの時間はどのクラスも使わないらしい。

「初めてサボったよ。桜子さんはよくするのかい？」

　適当なパイプ椅子に腰こし掛かけた京極紫苑は、置いてあった長机に座った私を見上げた。

「まさか。私も初めてですわ」

「そのわりには落ち着いて見えるけれどね」

「内心、冷ひや汗ものです」

　パイプ椅子の上ですら、優ゆう雅がにくつろぐ京極紫苑のほうが、数倍落ち着いて見える。

　普段の一・五倍のスピードで脈みやく打うっている、私の心しん臓ぞうの音を聞かせてさしあげたいわ。

　そもそも桜子ハイスペック作戦のため、驚くほど真面目に生きてきた私の辞書に、サボりという言葉はなかったのだ。

「さっきは、ありがとう」

　唐とう突とつに、そう口にした京極紫苑に、ゆるく首を振る。

「ただのお節せつ介かいなので」

「でも、助かったよ」

「よかったですわ」

　努つとめて冷静に答えれば、京極紫苑は真剣な眼まな差ざしで私を見た。

「一つ聞いてもいいかな」

「えぇ、もちろん」

「桜子さんは僕と距離を置きたがるのに、なぜ僕を助けるんだい？　入学してから今まで何回も」

　そう言われ、ここ数ヶ月の自分の行動を考える。確かに、あの窓を閉めたことに始まり、囲まれて移動教室へ辿り着けない京極紫苑にプリントを持ってもらう口実で、一緒に移動したこともある。今日も、確かに助けた。

「そんなこ……」

　一瞬、そんなことは、と否ひ定ていしかけて、けれど私の内心を見み透すかすかのような、彼らしくない鋭い視線に、口を噤つぐむ。

　避けていることを悟さとらせようとしたつもりはなかったけど、パーティーで出会った時から今までそう行動してきたのだから、察せられても仕方ない。

「京極様は、甘すぎますわ」

　でも理由は言えないから、だから、それとは違うけど、本音を言うことにした。この数ヶ月、隣の席にいてずっと思っていたことを。

「甘い？」

「えぇ。追いかけられるのも、取り巻かれるのも嫌なのに、それを嫌とハッキリ言わないから、疲れる羽は目めになるのです。思いやりだか礼れい儀ぎだか、何だか知りませんけど、きちんと言葉にしないと伝わらないこともあります」

　いつだって微笑んでくれた。否定の言葉を口にしなかった。だから勘かん違ちがいしたのだ。受け入れてくれてるって。なのに、あの子と出会った瞬間、唐突に拒きよ否ひされて、その時の衝しよう撃げきをアナタは知らない。

「それともたかが憧あこがれだ、恋心だと、軽視しているのですか？　中学生とはいえ、女は女ですわ。思い募つのって思い詰めれば、道を外はずれたっておかしくない」

　制服を汚よごした。教科書を破り捨てた。頰ほおを打ったし、突き飛ばしだってした。そして、あの愚おろかな子を使うことまで、躊躇ためらわなかった。

「疎うとましく思っているのに、優しくするアナタは、残ざん酷こくだわ」

　目を見開いた京極紫苑に、言いすぎた、と激しく後こう悔かい。

　話しているうちに、何だか気持ちが高ぶって、思わず熱くなってしまった。記き憶おくがないのに、こうして何かの拍ひよう子しに断片が蘇よみがえるから困る。

　だってこれはただの、八つ当たりだ。

　時たま、流にしてしまうものとは種類の違う、もっと暗い感情の。京極紫苑の前に立つ有栖川さんに、勝手に自分を重ねただけの。

　座っていた長机からパッと下りれば、ガタリ、と音が鳴った。

「私、教室に戻りますわ！」

「桜子さ」

「ご機き嫌げんよう！」

　私を止めようとした腕うでをかいくぐって、そのまま教室へ駆け出す。

　しばらく行っても、京極紫苑が追ってくる足音はしなかった。
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　毎日はあっという間に過ぎて、八月になりました。

　まぁ、刺し殺さつの原因が隣の席とはいえ、私も彼も中学生である。事件なんてそうそう起こらない。

　しかも、今こん世せの私は彼に惚ほれていないから、ぐいぐい迫せまることもない。向こうだって、あれ以来、普通の世間話を振ってくる以外は、特に何も。

　というわけで、京きよう極ごく紫し苑おんとは顔見知り以上、友達未満の関係である。

　うん、やっぱりそこは守りたい一線よね。







　さて、八月と言えば、中等科に入学して初めての夏休み。

　そして、夏休みと言えば、そう。

「やっぱりこれよね！」

　高らかに宣言し、それを机にドン、と置く。

　それまでクーラーの効いた涼しい私の部屋で、読書に勤いそしんでいた流ながれが、顔を上げて仁に王おう立だちする私を見た。

「……チェスがしたいの？」

「よく分かったわね。さすがは流！」

「あからさまに置かれたからね」

　流はソファに深々と座って本を広げていたから、その前の机に置けば嫌いやでも目に入るかと思ったのだ。

　何せ本を呼んでいる時の流は集中していて、声をかけても中々気づかないからね。

「だって、私がいるのに流、ずっと本を読んでたでしょう？　何回か声をかけたのよ」

「久しぶりに遊びに来たのに、桜さくら子こが勉強してたからね」

「キリがいいところまでやりたかったんだもの。でも、もう終わったわ」

「そうなんだ」

　流が柔にゆう和わな表情で頷うなずく。

「でも、僕はキリがよくないから、待っててね」

　また本が開かれた。

「…………」

「…………」

「……あと、どれくらい？」

「少し」

「何分くらい？」

「三十分」

　さん、じゅっぷん。

「三十分!?」

「…………」

　ソファに座る流に、啞あ然ぜんとして叫さけんでも、返事はない。

　本の世界に旅立っている様子。

　確かに朝、流が遊びに来た時に、「ちょっと待って」と言ってから、二時間くらい経たってしまっていたのは事実だ。

　流は分かったと頷いて、帰らずに本を読んで待っていてくれた。

　うん、お互い様だし、形のいいつむじでも見下ろしながら、大人おとなしく待とうかな。

「…………」

　カチ、コチ、カチ、コチ。

　静かになった部屋に、時計の音が響ひびく。

　一分経過。

「…………」

　カチ、コチ、カチ、コチ、カチ、コチ、カチ、コチ、カチ、コチ。

　え、まだ、五分しか経ってないの？

　カチ、コチ、カチ、コチ、カ、

「……ながれぇぇぇ」

　ギブアップ。もう無理。

　だって私達、遊ぶのどころか、まともに話すのも一ヶ月半ぶりなのだ。

　同じクラスだというのに。

　親しん戚せきの風当たりは依い然ぜんとして強いらしいし、名家の人間ばかりで、もちろん常磐ときわ関係の人間もいる学校だから、仕方ないけど。

　その上、中等科に上がってから、今までの習い事にプラス、社交が格段に忙しくなった。

　必然的に流と予定が合わなくなり、週末遊べる日も少なくなってくる。

　夏休み前はテストもあって、家庭教師の時間を増やしたから、特に忙しかったし。

　そんな日々を半泣きで乗り越え、ようやく来た今日なのだ。楽しみすぎて眠れず、今け朝さは寝坊したけども。

　そのせいで、流が来る前に終わらせるはずだった勉強が残ってしまい、来てくれた流をしばらく放置したけども。

　でも、楽しみにしてたのに！

「流、流ったら！」

「…………」

　反応がない。

「遊びましょう、ね？」

「…………」

　反応がない。

　そうして、だんだんと、ようやく分かってくる。

「ね、ねぇ、流、チェスじゃなくて、将しよう棋ぎでもいいわ」

「…………」

　反応がない。

　あ、これ、怒って、る？　流が怒ってる！

　齢よわい五つの時から今年で八年、ずっと一緒にいる私達は、以心伝心、ツーといえばカーなのだ。

　そしていつも穏おだやかで、滅めつ多たに怒らない流だけど、でも、けっしてゼロじゃない。

　流だって人間なのだ、普通に怒る。

　ただ、許容量が大きくて紳士ジエントルマンだから大たい抵ていのことは許せるし、何より私がへそを曲げることが多いから、流が宥なだめることになるだけ。

　でも今、目の前にいる流は、確実に怒っている。

　さすがに、いくら集中していたって、これだけ聞こえないなんておかしいもの。

「な、流」

「…………」

「あの、怒ってる？」

「…………」

「な、なが……っ」

　あまりの無反応さに、それだけ流が怒っている気がして、視界が滲にじんできた。

　確かに私が悪い。悪いよ。それは分かる。流だって忙しいのに、二時間も待たされたら嫌いやだよね。

　でも、でもね、だけどね。

「無視しなくたって、いいじゃない！」

　逆切れしてしまう短気な私。

　思わず、流を突き飛ばしてしまった。

　かろうじて残った理性で、一応、ソファから落ちないくらいの力にはしたけれど。

「わっ」

　でも、突然の横からの衝しよう撃げきで、油断していた流は、それはもう見事に吹っ飛んだ。

　あ。

　思ったよりも大きな被害に焦あせる私に、追い討うちをかけるかのように聞こえてきたのは、ビリッという音。

「え」「あ」

　同時に出た声が、広い室内にやけに響いた。

　固かた唾ずを吞のんで見つめる前で、倒れた流はゆっくりと身体からだを起こす。

　それと共に、両手を持ち上げるのが、私の目にはスローモーションに映った。

　流の顔の前に持ち上げられた両手には、さっきと同じく、左右それぞれ、本の端はしが。

　唯ただ一つ違うのは、ソレが真ん中で分断されていること。

　ザアッ──、と全身の血の気が引いた。

「…………」

「…………」

　二人して黙だまって、その本だったものを眺める。

　物を大事にするタイプの流は、少しショックを受けたような表情をしていた。

「あ」

　何か言おうとして口を開くけど、思わず震ふるえる声。

　ぼんやり本を眺めていた流が、私の声でようやく、ハッと焦ったような顔をこちらに向けるのが、急速にぼやけた視界に映った。

「さくら」

「ごめっ、ごめんっ」

「ちょ、さく」

「ごめんねっ、突き飛ばしてごめっ。待たせてごめんねえぇぇぇ」

　ボトボトボトボト────。

　それまでのこともあり、ギリギリでせき止められていた涙が、決けつ壊かいした。

　けれどそんなことはどうでもいい。

　私は謝りまくった。

　流が何か言っているような気もしたけど、怖くてきちんと聞けない。

　ひたすら謝りながら、泣いて、涙が止まらなくなって、号ごう泣きゆう。

　だって、よく考えてみたら、いや考えなくても私って最低だ。待たせたのに逆切れして、しかも流の本を破るって。

　考えれば考えるほど、申し訳なさと自分のダメさに泣けてくる。

　でも泣き喚わめくだけなんて、小学生の時と、もっと言えば、初めて会った時と変わらない。

　これじゃあ、ダメだ。

　もう私は中学生なんだからちゃんと謝らないと。でも、ちゃんと謝るって何？　ごめんって言う以外に、何をすればいいの？　頭を下げる？　いや、私は日本人なのだ。もっと上があるじゃない。最大限の謝罪や懇こん願がんを表明するものが。

　そう、土ど下げ座ざだ。もうそれしかない。

　思い立ったら、すぐに行動。

　泣きながら、ベタンと床に腰こしを下ろして正座する。

「え？　ちょ、桜子、何して」

　驚いたように、ソファから立ち上がった流が私を呼んだけど、そのまま両手を床につける。

　そんな私の動作を見て、流が焦ったように手を伸ばす気配がしても、そのまま頭を下げる、と。

「はい、そこまでね」

　酷ひどく優しい、蕩とろけるような声がした。

　次の瞬間、脇の下からグイッと持ち上げられる。

「え、わっ」
















　浮遊感を感じたと思ったら、ポスンッ、と柔らかいところにお尻しりから着地。

　え、ソファ？

　驚きに固まっていれば、

「春はる雪ゆきさん……」

　流が小さく呼んだ名前に、慌あわてて顔を上げる。

　そこにいたのは、艶あでやかな笑みを浮かべる、一人の美び麗れいな青年だった。

「はる、にいさま」

　前まえ触ぶれのない登場に驚いて、涙が止まる。

「春兄様、あの、どうしてこちらに」

　パチパチと瞬まばたきをすれば、残っていた涙がポロッと零こぼれた。

「廊ろう下かを歩いていたら、大きな声が聞こえたからね。様子を見に来たんだよ」

　春兄様はポケットからハンカチを取り出して、私の濡ぬれている頰ほおを拭ぬぐう。

「そうしたら、桜子は泣いているし、流くんは慌てているしで。しまいには、土下座なんてしそうになるから驚いたけど」

　春兄様が苦笑して、そして静かに私を見つめる。

「桜子、何があったのかは知らないけどね。あまり気軽にああいうことをしたら、ダメだよ」

「あ、えっと」

「春雪さん、僕が桜子を怒らせて泣かせてしまったんです。だから」

「だとしても、少しは気をつけないと。家の中とはいえ、誰が見てるか分からないでしょ」

　春兄様の諭さとすような声。

　普段、流の前だとある程度の行動は許してくれる春兄様が、こう言うのだ。

　西にし野の美み優ゆの感覚があるから分からなかったけど、土下座は星野宮家の長女として、だいぶ相応ふさわしくないらしい。

「ごめんなさい、春兄様。気をつけるわ」

「うん、そうしてね。流くんを困らせちゃダメだよ」

　素す直なおに頷くと、ようやく春兄様が微笑んで、優しく頭を撫なでてくれる。

　ほっ、と一安心。

　年々、その美び貌ぼうに磨みがきがかかるけど、相変わらず優しくて、面倒見のいい春兄様。

　来年の高校進学を控ひかえてか、最近は忙しいらしく、前にも増して家にいないことが多い。

　それなのに、よりにもよって今見られるなんて、何てタイミング。

「僕はこれから用事があるから、行くね」

　一通り私を撫で終え、春兄様はそう言った。

　よく見れば、外出着の夏用のジャケット。

「はい。行ってらっしゃい、春兄様」

「お気をつけて」

　春兄様は微笑んで頷き、そのまま私の部屋の扉まで歩いていく。

　そして扉に手をかけたところで、ふっと私達を振り返った。

「きちんと仲直りするんだよ、二人とも」

　あ。

　忘れかけていたことを思い出し、お互いに顔を見合わせる私達を見て、春兄様はクスリと笑って、出かけて行った。







　とりあえず、おやつを取りに行くことにした。

　自分にはオレンジジュースを、流にはお茶を淹いれて、お菓か子しを持って部屋に戻る。

　流が手て土産みやげでくれた、冷たい水みず羊よう羹かん。

　大好物。

　それらを、視線を合わさずテーブルに並べて、さっきと同じようにソファに座る流の横に、静かに腰を下ろす。

「…………」

「…………」

　さて、どう謝ろう。

　さっきの騒そう動どうで、春兄様の手前、土下座はできなくなった。

　どうしよう。

　だって突き飛ばして、本まで破いちゃったのだ。生半可な謝罪じゃ許されないとは思うのに、思いつかない。

　カランッ、とコップの中で、氷が涼しい音を立てた。

　そのやけに響く音を聞きながら、マゴマゴする私の隣で、流が口を開く。

「ごめんね、桜子。意地を張った」

「え？」

「久しぶりに会えるから、自分で思ってたよりも、楽しみにしてたみたいなんだよね。だから、今朝は勉強を優先されたような気がして、短気になってた」

　勉強と比べるなんて、おかしいよね、と流は曖あい昧まいに笑う。

　いつもの彼の、少し困ったように見える微笑だ。

　今朝から見ていなかったそれがようやく見られて、思わず安あん堵どすれば、せっかくしまっていた涙るい腺せんがまた緩ゆるんだ。

「ううん、私こそごめんなさい。き、昨日、楽しみにしてたら寝るの、遅くなって、寝坊しちゃって。朝の分の勉強が、終わらなかったから」

　ズズッ、と鼻をすすると、ティッシュを手渡されたので、大人しく鼻をかむ。

「それで待たせたのに、逆切れして、ほ、ほんも、本……」

「落ち着いて。本は破れても、読めるから大丈夫」

「だけど」

「本当に、大丈夫だよ」

　流が優しく私の背中をさする。

　ごめんね、と言えば、僕のほうこそごめんね、と言われ、ううん、私のほうこそ、と言えば、ふふっ、と噴ふき出された。

「どうしたの」

「だって、ふっ、キリがないよ、桜子」

「そうだけど」

　でも、どうしろと。

　唇くちびるを尖とがらせる私に、じゃあ、と流は口を開いた。

「一緒におやつを食べようか」

「え？」

「それからチェスをして、将棋をしよう。少し暑いけど、お庭を散歩するのもいいかもね。せっかくの夏休みだし、満まん喫きつしたいでしょう」

　パチパチと目を瞬しばたたかせた私に、どう？　と首を傾かしげる流を見て、思わず感かん嘆たんの息を吐く。

　何というか、私の紳士ジエントルマンは、本当に凄い。

　ものすごく美形とか、勉強ができるとか、運動神経がいいとか、そんなんじゃなくて。

　この人と幼おさな馴な染じみでよかったって、そう思わせる、何かがある。

　何だか嬉うれしくなって、思わずニッコリ笑うと、流も柔らかく微笑み返してくれた。

　その微笑を見て、そうだ、と思いつく。

「ねぇ流、最近社交ばかりで運動不足だし、一緒に素す振ぶりをしましょう！」

「え、すぶり？」

「けっこう気持ちがいいのよ。教えてあげるから大丈夫」

「待って、さくら」

「あ、そうだ。早く食べないと、温ぬるくなっちゃうわね。いただきます」

「………………そうだね」

　いただきます、と冷たい水羊羹を食べながら、「本じゃなくて、手を痛めるべきだった」って流が呟つぶやいたけど、どういう意味？

　って、そんなことよりも、食べたらさっそく竹刀しないを出してこないとね！
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　私の夏休みは忙しかった。

　それはもう、凄すさまじく。

　教養系の習い事はもちろん、後期の授業の予習復習に、毎週ある社交、さらに通っているバイオリン教室のサマーコンサートにも出ることになっていたから、その練習でてんてこ舞い。

　しかもとうとう、文章を右から書き始めると有名なアラビア語にまで手を出してしまったから、もう首が回らないというか、回す首すらない状態。

　まぁね。分かってはいたよ？　この忙しい中で新たな言語を習うなんて、さすがに無む謀ぼうだと思ったよ？

　でも、ツタンカーメンの謎なぞに迫せまる、っていうテレビ番組を見て、どうしてもエジプトへの憧あこがれが強まってしまったから仕方ない。

　アラビア語をマスターしたら、思う存分、エジプトを探検し尽くすぞ。

　なーんてことをうっかりぽろりと、夏休みのある日、由ゆ紀き子こさんと留る美みさんに話したら、「通訳でいいのでは」という非常に冷静なお言葉をいただいた。

　あまりの正論さに、沈ちん黙もくした私を気き遣づかうように「ロマンがありますわねぇ」と留美さんはフォローしてくれたけど、まぁね、実際、勢いで習い始めちゃった感は否いなめないよね。

　でも、始めた以上は頑張るけども。

　という感じの私の夏休みは、あれ、休みってどういう意味だっけ、と国語辞典を引くレベルの忙しさで、飛ぶように過ぎていった。

　まぁ、いつも予定が合わない流と三日間は遊べたから、よしとしよう。
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　夏休みが終わり、秋が深まった十月の末。

　午前最後の授業である四限目の終わりに、前期の期末テストの結果が返へん却きやくされた。

　二期制の白金学園中等科では、前期は六月と九月、後期は十二月と三月に、中間テストと期末テストがある。

　私は一年生だから、入学してすぐ受けた新入生テストも含め、既すでに三回のテストを受けている。

　さらに、初等科との違いとして、中等科のテストでは順位がつけられるのだ。

　とはいえ、最近ではプライバシーのうんたらかんたらがあるので、張り出されたりすることはないけれど。

　でも、それぞれ自分のテスト順位が書かれたプリントを渡されるため、自分が学年のどの位置にいるかは分かるようになっている。

　中等科までしかない白金学園だから、高校受験を勝ち抜かなければならない生徒達への配はい慮りよだろう。

　それよりも。

　グッと手に力が入るにつれて、クシャッとしわが寄るプリントに、思わず眉まゆを顰ひそめる。

　って、いけない、いけない。

　星野宮家長女である、私としたことが。

　周りに気づかれる前にプリントを伸ばし、ついでに眉み間けんに寄っていたしわも、さりげなく指で軽く揉もんで元に戻す。

　よし、少し跡が残っちゃったけど、まぁいいでしょう。

　ちらり、と周りを見回しても、みんな返されたテスト結果のプリントに視線を落としていて、私のほうをわざわざ見ている子はいなかった。

　あ、ちなみに、跡が残ったのはプリントだけだ。

　私のお肌はだは、この程度でしわになるほど柔ヤワじゃなくってよ。

　そうしてまた、プリントに目を落とすと、さっき見たのと変わらぬ数字。

　…………なぜなの。

　心の中で低く唸うなれば、ふいに、高いトーンの声が教室に響いた。

「まぁ、京極様、また一位ですのね！」

　京極紫苑のプリントを覗のぞき込んだ女生徒が上げた、感嘆の声を皮切りに、ザワッ、と騒がしくなる。

「素す晴ばらしいですわ！　ご入学からずっとトップだなんて」

「しかも、英語と数学、理科は満点！　他の教科も全て九十点台ですのね」

　いつもの取り巻き達のメンバーであり、クラスメイトでもある何人かが、席を立って京極紫苑を囲む。

　教室のあちらこちらからも、「さすが京極さんだな」「京極様のような素晴らしい跡取りがいるなんて、京極家は安あん泰たいね」だの、男女様々な称しよう賛さんが聞こえてきた。

　相変わらず人気者で何より。

　その声を聞きながら、自分の手元のプリントを見続ける。

　そこに書かれた結果は、もう見慣れたもの。

　震える手の中で揺ゆれるプリントの、学年順位の項こう目もくに書かれた『二』という数字。

　何で、また、二位なの！

　いつまでも現実を受け入れきれない私の耳に、称賛に応こたえる、柔らかな声が聞こえた。

「たまたまだよ」

　そのたまたまに、私は三回も負けたんですけど！

　視線を向けなくても、隣の彼が、上品な微笑みを浮かべているのが分かった。







　京極紫苑は完かん璧ぺき超人である。

　白金学園に入学して半年とちょっとで、私はそれを嫌いやってほど実感した。

　走らせれば、そこらの陸上部員よりも速く、体育のテニスでは、それはもう見事なサービスエースを決め、音楽の授業で奏かなでた、バイオリンとピアノの音色は文もん句くのつけようがない。もちろん勉学にも隙すきはなく、受けたテストは全て一位で、特に得意らしい数学を解とかせれば、高校レベルの問題でも難なく解く。

　フランス人と日本人のハーフだから、フランス語がネイティブなのはともかくとして、英語までも堪たん能のうらしく、教科書を素晴らしい発音で読み上げていた。

　しかも、その読み上げる声が、声変わり途中の微妙な時期にもかかわらず、あまりに綺き麗れいに響いて先生ですら聞き惚ほれていたし。

　それを、クラスメイトとして、しかも隣の席で目まの当たりにした私の受けた衝撃が、分かるだろうか。

　もちろん、京極紫苑が何でもできる完璧な王子様ってことは、出会う前から知っていた。

　それこそ、生まれる前から。

　アニメ『キミ☆らぶ』のメインヒーローである京極会長は、容姿端たん麗れい、成績優秀、運動神経抜ばつ群ぐんの三さん拍びよう子し揃そろっていた。

　いや、生徒会長を務つとめるくらい人望が厚くて、バイオリンは落ち込むヒロインを慰なぐさめることのできる腕うで前まえで、京極家の跡取り息子だから地位も名めい誉よも財力もある上に、誰にでも礼れい儀ぎ正しくて優しい性格なのだから、三拍子どころの騒ぎじゃないか。

　西野美優わたしにとってドストライクだったアニメキャラは、そんな正統派王子様だった。

　そう、大好きだった。憧れていた。

　何度もアニメを見返したし、自分をヒロインに置き換えて妄もう想そうしたし、さっちゃんと京極会長談義で盛り上がりもした。

　さっちゃんが星野宮春雪に現うつつを抜かす前までだけどね！

　って、そんな私し怨えんはどうでもいい。

　それよりも、そう、分かってはいたのだ。

　ここがアニメ『キミ☆らぶ』の世界である以上、私の隣人、京極紫苑は何でも完璧にこなすだろうってことは。

　でも。

「桜子さん」

　顔を上げると、目の前に京極紫苑が立っていた。

　パチパチ、と目を瞬かせて、その肩かた越ごしに黒板の上にかけられた時計を見れば、もうお昼休みだ。

　いつの間に。

　教室の中はザワザワとしながらも、半分くらいはもう食堂か購こう買ばいに昼食を買いに行ったらしい。

「何でしょう？」

　いつも、親友である常磐柊しゆう生せいと取り巻きの人と一緒に、というか勝手に囲まれて昼食をとっているのに、行かなくていいの？　ほら、教室の入り口のほうで、取り巻きの女生徒達が待っていますよ。

　有あり栖す川がわさんに至いたっては、睨にらんできているし。

　そんな思いを込めて見返すと、微笑まれる。

「たまには一緒に、昼食でもどうかな？」

　声にならないくらいの微かすかな悲鳴が、彼女達から上がる。私の内心でも同じものが上がった。

　それでも何とか、頰ほおが引きつらないよう最大限の力を顔面に注そそいで、やんわり断ろうと口を開こうとした。

　だけれど今は、恐きよう怖ふだけじゃない気持ちがあるせいか上う手まくいかず、固まる表情を見られないよう、思わず俯うつむく。

「桜子さん？」

　そんな私を見下ろす京極紫苑の不ふ思し議ぎそうな声に、酷ひどく惨みじめな気持ちが襲おそってきた。

　分かっては、いたのに。

　口を開けば涙が零れそうで、唇くちびるを嚙かむ。こんなところで泣くわけにもいかない。

　でも、早く何か言わないと。

　それなのに、喉のどに言葉が張りついてしまったかのようで、一言も言えない。

「星野宮さん、ちょっといいかな」

　ふいに響いた柔らかな声に、目の際きわの涙が乾くと同時に、ザッと血の気が引いた。

　ハッと顔を上げれば、こちらに歩いてくる、流。

　なんで。

　エメラルドの瞳が、流を見て僅わずかに見開かれたのが、視界の端に映る。

「お話し中すみません、紫苑さん。星野宮さんが、先生に呼ばれているので」

「……いや、構わないよ、流くん」

　流は京極紫苑に軽く頭を下げ、私の前に立って「行こうか」と促す。

　それを呆ぼう然ぜんと見返して、けれど教室でこのままはいけないと、慌あわてて立ち上がった。

「申し訳ありません、京極様。また次の機会に」

「あぁ、そうだね」

　微笑んだ京極紫苑の横を、失礼します、と先せん導どうする流についてすれ違う。

　と、

「え」

　摑つかまれた腕。

　思わず立ち止まり、困こん惑わくして見上げれば、エメラルドのような緑色の瞳が、まるで何か言いたそうに私を見下ろしている。

「あの、京極様？　どうかなさいました？」

「………………いや、何でもないよ。引き止めてごめん」

　何かを言おうとした形のいい唇は、けれど少しの沈黙のあと、ただそれだけを言った。

　私の腕が解放される。

　その謎な行動に首を傾げたけれど、教室がやけに静かなことに気づく。

　不思議に思って周りを見回すと、京極紫苑の取り巻き達も、たまたま残っていたクラスメイト達も、私の視線に合わせて次々に目を逸そらしていく。

　あまりにも綺麗なウェーブに、啞然。

　そんなにも私と目を合わせるのが、お嫌なの？

「星野宮さん、行こうか」

　不思議な沈黙が支配する教室で、待ちきれなくなったのか、流がそう声をかけてきた。途端に、「あの親密な空気の中で、職務を全まつとうするなんて」「委員長の鑑かがみ……っ」という呟つぶやきがそこかしこから聞こえたけれど、どういう意味？

　とはいえ、流が歩き始めたので、私もその後について教室の外に出た。

　あ、由紀子さん、留美さん。先に昼食、食べていてね。







　教室を出た流を、三歩分ほど距離を空けて、追う。

　ほとんどの生徒が食堂に集まっている時間とはいえ、廊下には、パラパラと歩く生徒がいた。

　そんな中で、流の隣を歩く気にはならない。

　さっきの会話を聞いていたクラスメイトはともかく、他のクラスの子達から見たら、星野宮家の長女と常磐筆頭分家の跡取りが、仲良く連れ立って歩いているように見えちゃうからね。

　実際に、仲はいいんだけども。

　少し先にある流の背中を追いかけながら、これすら、本当はよくないのだと思う。

　私はどうとでもなるけど、でも、流にとっては、目立つ行動はできるだけ避さけるべき。

　そして、流がさっき、教室で京極家の息子と星野宮家の娘に声をかける羽は目めになったのは、自うぬ惚ぼれじゃなく、私が上手く振る舞えなかったせいだと分かる。

　それらは全て、私があの日した、酷ひどい仕打ちのせいだ。

　ごめんね、流。

「大丈夫だよ」

　その声に、ハッと顔を上げると、いつの間にか立ち止まっていた流にぶつかりそうになり、足を止める。

　先ほど開けていた距離を詰めてしまったことに気づき、慌てて距離を取ろうとするも、腕を摑まれ、やんわりと押しとどめられる。

「なが」

「今の時間、ここは滅めつ多たに人が通らないから」

「え？」

　周りを見回せば、そこは理科室や家庭科室などの特別教室ばかりで、お昼休みの今は、人ひと気けがない。ちなみにこの上の階に、京極紫苑とサボった社会科準備室がある。

　いつの間にか、こんなところまで歩いてきていたらしい。

「えっと、職員室に行かなくていいの？　私を呼んでいる先生が」

「あぁ、あれね。実は、出まかせなんだ」

「え、何で」

　でまかせですと？

　委員長気質な流には縁えんがないような類たぐいの言葉に、目を見開く私を見て、流は困ったように微笑んだ。

「何だか桜子、泣きそうだったから、教室から連れ出したほうがいいかと思って。余計なお世話だった？」

　いい理由が思いつかなくて、適当にでっち上げちゃったと、ほんの少し肩をすくめる流に、私は首を横に振る。

「ううん、助かったわ。ありがとう」

「そう？　ならいいんだけど」

　涼しげな表情で頷く流は、きっと私が泣きそうになった理由に、見当がついているんだろう。

　私達は今までのお互いの順位を知っているし、私の負けず嫌いを、流は身を持って体感している。主おもに将棋とか、将棋とか、将棋とか。

　そして今回の結果なんて、教室にいれば、知りたくなくても勝手に耳に入ってくる。

　さっき教室で、私が平然と京極紫苑に対応できなかった理由くらい、予想するのは簡単だよね。

　そのことに気づいてしまったら、思わず、本音がポロリ、と口をついた。

「京極様は凄いわね」

「え？」

「テストはいつも一位だし、スポーツも、音楽だって何だってできるわ。しかも人気者で、振る舞いも完璧で。本当に、あの京極家の跡取りに相応しい人だって、私、分かってる」

「桜子？」

「分かってる、あの人は凄いわ。私と同じか、それ以上に忙しいだろうに、私よりも上の結果を出してる。どれだけ頑張ったって、悪役令嬢私じゃ彼に勝てない」

「…………」

「ねぇ、私、頑張ったの。今回のテストのために、とっても、とっても勉強したのよ。だって、負けてばかりで悔くやしかったんだもの」

「うん」

　新入生テストで、かなりの点差で京極紫苑に負けて二位だった私は、ショックを受けた。

　初等科の時からずっと、手を抜かずに頑張ってきたのに、こんなに差があるなんて、努力不足に違いない。

　そう結論づけて、中間テストではそれまで以上に、テスト勉強に力を入れた。

　結果は、また二位。そして一位は言わずもがな。

　だから今回、三回目である期末テストに向けて、本当に、熱を出すんじゃないかってくらい頑張った。バイオリンの練習だって減らしたし、語学だって、テストに関係のある英語以外は、テスト前の一週間は休止していた。

「なのに、今回も、また二位だったわ」

　もちろん、私の計画の③、桜子ハイスペック作戦を考えれば、それでも十分な成績だってことは分かってる。

　そもそも、悪役令嬢がメインヒーローに勝とうだなんて思うこと自体、アニメを思えば、身の程知らずなのかもしれない。

　でも、私は試ためしたかったのだ。

　ここがアニメの世界でも、努力すれば、結果は変えられるって。悪役令嬢の私でも、メインヒーローに勝つことができるって。

　結果は惨ざん敗ぱいだったけど。

　悔しい、あんなに頑張ったのに。でもそれ以上に、何よりも、怖い。

「私の努力なんて、何の意味もないのかな」

　どんなに頑張っても、未来は変えられないのかもしれないと、そう思った。

　プリントの『二』の文字を見た瞬しゆん間かん、あの狂きよう人じんの、真まっ赤かな目が浮かんだのだ。

　思わず俯く。

　視界には廊下の床と、私が履はく、白い上履きだけが映る。

　この上履きとは少しデザインが違うけど、私は昔、似たような白い上履きに墨ぼく汁じゆうをかけさせたことがあるのだ。嬉き々きとして命令に従ったあの子は、けれどそれよりもっとずっと後で、絶望にその顔を凍らせることになった。

　覚えてないのに、憶えてる。

　脳のう裏りに浮かぶ情景と、目の前の上履きの白さに、眩暈めまいがした。

「桜子」

　静かな声に、ぼんやりしていた意識が現実に引き戻される。

　上履きの上に影ができた。

「意味がないなんて、ありえないよ」

　キッパリと言い切った声には、いつになく力が籠こもっていた。

　顔を上げた私に、流の真まっ直すぐな視線が向けられる。微笑み一つない、いつになく真ま面じ目めな表情で。

「紫苑さんはね、確かにとてつもなく優秀だよ。桜子が頑張っても中々勝てないのも、分かるくらいに」

　でもね、と流は言葉を重ねる。

「自分の目標に向かって、努力して突き進む桜子が、僕は好きだよ。そんな君が誇らしいし、幼馴染みでよかったって、心底思う」

『桜子の幼馴染みは、僕だけですから。本家にだって、譲ゆずらない』

　昔から変わらない薄茶色の瞳の中で、大きく目を見開く私がいる。

「だから、人一人にそう思わせる、そんな君の努力が無意味なんて、そんなことありえない。誰にも言わせないし、桜子にだって、言って欲しくないよ」

　流を呆然と見つめながら、今聞いたことを一つ残らず飲み込む。

　流は、努力する私が好きだと言った。誇らしいとも。いつも、今日だって、人前で声をかけさせるなんて迷惑ばっかりかける私なのに、幼馴染みでよかったって、そう思ってるって。

　間違いなく、今、流が、そう言ったのだ。

　私の努力に、意味があると。

「諦あきらめない」

「え？」

「私、諦めないわ。今の頑張りで足らないのなら、それ以上に。それでも足りないなら、もっともっと頑張る」

　私は悪役令嬢、星野宮桜子。

　望むものは全て、この手中に収めてみせる。
















「最後に勝利を摑むのは、私よ！」

「うん、その意気だよ」

「えぇ！　私の前を行く者は、誰だって蹴け散ちらすわ！」

「……そうだね。でも、何もそこまで、紫苑さんをライバル視しなくても」

「最後に勝つのは私よ！」

「……………………うん、応おう援えんしてる」

　流はいつものように、困ったように微笑んだ。

「さぁ、そうと決まればこうしちゃいられないわ。腹が減っては、戦いくさはできぬ。お昼ごはんを食べないと」

「戦……。次の授業は美術だよ」

「知ってるわ。それよりも一緒に行けないし、私、先に行くわね。小走りで」

「うん、僕はのんびり行くよ」

　流が急がないのは予想済み。

　とはいえ、私も廊下を走るなんてお行ぎよう儀ぎの悪いことはできないから、あくまで競きよう歩ほレベルで行くけどね。

　頷いた流に背を向けて、食堂へ行くためにもと来た廊下を走り……歩き出す。

　十メートルも進まないうちに、そう言えば、と思い出し、振り返った。

　言ったとおりに、ゆったりと歩いていた流がそれに気づき、首を傾げる。

「私だってね、流のこと大好きだし、誇りに思ってる」

　私の言葉に、流が目を瞬かせる。

　今までわざわざ口にしたことはなかったけど、でも、ずっと思ってた。

　これからだって、思ってる。

「私の人生で一番幸せなことは、きっと、流と幼馴染みになれたことね！」

　目を大きく見開いた流に思いきり笑って、私は今度こそ背を向けて食堂へ向かった。
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「京極家子息との関係はいかがですか？」

　茶室に響いた明あき子こ大おお叔お母ば様さまの言葉に、思わずお茶を点たてていた手が止まる。

　急に動きを止めた茶ちや筅せんの先で、深緑色のお抹まつ茶ちやが波打ったのを見て、慌てて続きを点てる。

「……特に、問題はないかと思います」

「良好な関係だと？」

「えぇ、そうかもしれませんわね」

　曖昧に濁にごしながら、点てたお茶を差し出す。

　それを受け取った明子大叔母様は、歳としを感じさせない優雅な所作で、三口半で飲み干した。

「大変おいしゅうございます」

　置かれた茶ちや碗わんに、内心ホッとする。

　最近になって、その一言のみで済むようになったけれど、前は飲んでもらう前の段階で、散々ダメだしを食らっていた。

　うん、頑張った甲か斐いがあるよね。







　今日は明子大叔母様の家の茶室で、茶さ道どうのお稽けい古こだ。

　作法があらかた身についてきた今は、初等科の時よりも回数は少なくなったけど。それでも完璧には程遠い私のお作法。

　茶道って、奥が深いのね。

「時に、京極家の紫苑さんとのことですが」

　お稽古終わりの礼をし、肩の力を抜いた瞬間、明子大叔母様の不意打ちアタックが来た。

　緩ゆるんでいた気が、再び張り詰める。

「何でしょうか」

「中々に親密なご関係に至いたっていると、私の耳にも入ってきていますよ」

「え？」

「教室でも隣席とか。仲も深まるのでしょうね。よく二人で仲なか睦むつまじく、お話になっていたり、昼食の席に誘われたりしていると聞いています。まぁ、手をお繫つなぎになるのは、いささか慎つつしみに欠けるとは思いますが……」

　明子大叔母様は苦言を呈ていしつつも、どこかよくやった、と言いたげな微笑を浮かべる。

　その微笑の先で、私は呆然とした。

　仲睦まじく？　昼食の席？　手を繫ぐ？　それ、どこのヒロインとヒーローの話ですか。

　何か言おうとするけれど、唇が震え、声が出ない。

「篠しの宮みやと島しま津づの対立が激しくなりつつある以上、星野宮家も無関係とは言えません。特に、阿久津家はどんな汚い手を使ってくるか、予想できないところがありますからね」

「いえ、あの」

「桜子さんが京極家の跡取りを味方につければ、どんなにお父様、お兄様のお役に立つことか。それを肝きもに銘めいじて、今後とも励はげむよう、心にお留め置きを」

　ギンッ、と見み据すえられて、私は口を閉じた。

　かつて、『星野宮の輝かぐ夜や姫ひめ』と称された大和やまと撫なでし子こが、数十年の時を経て殺し屋の目を会え得とくしていると、一体、誰が予想できただろうか。

　射い殺ころすような視線に、反論なんてできるはずもなく。

　できるだけ殊しゆ勝しように見えるよう、頷くのが関の山。

　そんな私に満足げに頷き返す明子大叔母様を見て、私は思った。

　これは、マズい。







　家に帰り、着物を脱ぬいで楽なワンピースに。

　自分の部屋なのをいいことに、置かれたヨーロピアンソファにだらしなく座る。

　あー、疲れた。

　相変わらず絶好調に、閨けい閥ばつ主義な明子大叔母様。

　そんな大叔母様とのお稽古は、考えにまったく共感できないせいか、はたまた刺殺エンドに追い込まれるような気配があるからか、何年経っても精神的な疲れが、ね。

　それにしても。

　今日の会話を思い出す。

　どこから仕入れたのか、まったく事実無根のあの情報。

　私が京極紫苑と仲が睦まじいなんて、誰が、どう視界を捻ねじ曲まげたら、そう見えたのか。

　とはいえ、火のないところに煙けむりは立たない。

　確かに、だ。

　席が隣だから二人で話すことはあるし（断じて仲睦まじくはない）、取り巻き達からのあまりに執しつ拗ような追いかけられっぷりに、（隣人のよしみで）助け舟を出したりもする。この前は確かに何を思ったか、お昼に誘われた（一度だけだ）けど。唯ゆい一いつ、手を繫いだ記憶はないけど、腕は摑まれたよね、うん。

　でも、どれも無理のある解かい釈しやく。

　明子大叔母様が考えるようなことは、何一つないと断言できる。

　京極紫苑だって、ちょっと親切な隣人、くらいにしか思っていないだろうし、私に至っては、絶対に一位を奪ってみせる！　ってライバル視する気持ちが最も大きい。

　恋愛ジャンルというより、スポ魂こんジャンル。甘い要素は皆かい無むだ。

　けれど星野宮家には、閨閥主義者の明子大叔母様の他に、上じよう昇しよう志向の強いお母様がいる。二人が結けつ託たくし、外そと堀ぼりを埋うめられ婚こん約やく、なんてことにならないとも限らない。

　そういう、意思を無視した政略結婚に抵てい抗こうが少ないところ、上流階級って怖いよね。

　お父様と春兄様が止めてくれると信じたいけど。でも、普段の様子を思い浮かべれば、ノリノリのお母様を全然抑おさえられていない。

　未来に不安しかないんですが。
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　私は白しろ金がね学園の二年生になった。

　長いようであっという間だった一年生を振り返って、一つ言いたい。

　私は頑張ったのだ。それはもう、なりふり構わず。

　本当に、できる限り全てを頑張った。

　流ながれが、私の努力が無意味だとは言わせない、と言ったし、そう言われた以上、私だってもう口にするつもりはないよ？

　でも、それにしても、あぁ、不ふ思し議ぎ。

　私の努力に意味があるというのなら、あの努力達、一体どこに消えたのかしら。







　さて、結果から言えば、私は一年生の間、一度も京きよう極ごく紫し苑おんに勝てなかった。

　京極紫苑は五回のテスト全てで一位だったし、私は常に二位だった。

　目の下のクマをコンシーラーで隠かくし、寝不足によるニキビに薬を塗ぬってテストを乗り越えたっていうのに、ノーメイクでつややかな陶とう器き肌はだに負けたのだ。

　世の中って、不公平。

　とはいえ、私もただテストだけに拘こだわって、一年を過ごしたわけじゃない。

　明あき子こ大おお叔お母ば様さまとの会話以降、京極紫苑と距離を取るべく、ありとあらゆる努力をし続けた。

　まず心を鬼おににして、助け舟を出さないことに決めた。とても心苦しいけれど、でも、命には代えられない。

　ごめんあそばせ。

　でもまぁ、次し第だいに追いかけ回されることに慣れたのか、元々のスペックの高さもあり、取り巻き達のあしらいが格段に上達していた京極紫苑。ほとんど痛手はなかったみたいだけれど。

　それに加え、席が隣となりだから授業中は無理だけど、休み時間はなるべくすぐに席を離れ、物理的距離を確保。他にも会話をする羽は目めにならないよう、移動教室や食堂へ向かう時間をわざわざズラして動いた。

　巻き添えにしちゃう由ゆ紀き子こさんと留る美みさんには申し訳なかったけど、命がかかっている以上、生半可なことはしていられない。

　京極紫苑を避さける云うん々ぬんは話していないのに、何も聞かずに一緒に行動してくれた二人には、感謝しかない。

　そんな地道な努力と、日に日に人気が高まり増えていく京極紫苑の友人と取り巻き達のおかげで、私と京極紫苑の関かかわりを、あくまでも自然にグッと減らすことができた。はず。

　ふっふっふ。

　しかも、二年生のクラス分けで無事、京極紫苑とは違うクラスになれたから、今年一年間は平和に暮らせそうだ。

　その上、流とも二年連続同じクラス！

　自分の運のよさに怖くなるよね。

　え？　由紀子さんと留美さんはって？

　今さら言う必要、ありますか？
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「冷れい泉ぜい院いん家けのパーティー？」

　春、四月の初めの夕食の席で、春はる兄にい様さまが訝いぶかしげな表情で聞き返した。

　お父様が頷うなずく。

「そうだよ。と言っても、気安いガーデンパーティーらしいけどね」

「まぁ、まぁ。あまり表に出ない冷泉院家主しゆ催さいのパーティーなんて、珍めずらしいわね。開かい催さい日びはいつなのかしら？」

「来月の十三日だと、招しよう待たい状じようには書いてあったよ」

　春兄様が片かた眉まゆを跳はね上げた。

「来月？　またそれは急な……」

　難しそうな顔で、考え込むように言葉を途切れさせた春兄様を見て、お父様が苦笑する。

　そんな二人のご様子は色々と気になるけれど、それよりも私には、確認しないといけないことがあった。

「あの、お父様」

「何だい、桜さくら子こ」

「その冷泉院家のパーティー、私は出なくて」

「来月なら、急いでドレスを買わなくてはね、桜子さん！」

　凄すさまじい勢いで滑すべり込んできた声が、私の言葉をぶった切った。

　犯人は、もちろん。

「…………お母様」

　じとっ、と見れば、お母様はわざとらしく、あら、このスープ美お味いしいわね、と大きな独ひとり言ごとを呟つぶやく。

　そのかぼちゃのポタージュ、少し薄いわね、ってさっきまで言ってませんでしたか。

「あのね、私、そのれいぜい」

「えぇ、そう、冷泉院家のパーティーだもの。きっとそうそうたる顔ぶれね。楽しみだわ」

「だから、私は」

「やっぱり桜子さんは、春らしく桜色かしら。あぁ、でも他の方とお色が被かぶってしまうかしらね。何かパステルカラーの優しい色で」

「わた」

「桜子さん」

　お母様が微笑ほほえんだ。

「明日、ドレスを選びに行きましょうね」

「…………はい」

　微み塵じんも笑っていないその瞳ひとみに、逆らえなかったよね。
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　そして迎むかえたパーティー当日の今日。

　いつものように、星ほし野の宮みや家け御ご用よう達たしサロンのフィッティングルームで着替え、待ち合い室に急ぐ。

「お待たせ、春兄様」

　待っていてくださった春兄様が、私が来たのを見て立ち上がる。

　そんな私は、私達以外誰だれもいないのをいいことに、ドレスを見せようと、クルリとその場で一回転。

　レースがあしらわれたパールホワイトのドレスの裾すそが、ふわりと広がる。

「どうかしら？」

「よく似合ってるよ」

「お姫様みたい？」

「そうだね。桜子の好きな、シンデレラみたい」

　春兄様が柔やわらかく目を細めて褒ほめてくれる。

　もっとも、春兄様が私のドレス姿を貶けなしたことなんて、一度もないけど。

　とはいえ、やっぱり嬉うれしくて、ふふふ～と笑っていれば、スッと腕うでが差し出される。

「お手をどうぞ、お姫様」

　その美び貌ぼうで、惜おしみなく微笑ほほえむ春兄様に、ここぞとばかりにしがみついた。

　えぇ、ブラコンと呼んでも、よくってよ！







　家族揃そろって、運転手さんが運転する自家用車に乗って移動する。

　道中は、普段一番に忙しいお父様とも、お喋しやべりできるから楽しい。

　ちなみに今日の会場は、ガーデンパーティーということで屋外らしい。

　私の一ヶ月にも及ぶ雨あま乞ごいは、まったく意味を成さなかったらしく、春の暖かな日差しが降り注そそぐ青空に、心の中でがっくり肩かたを落とす。

　あんなに頑張って、逆さの照る照る坊ぼう主ず、何十体も作ったのに。

　お部屋のお掃そう除じをしてくれるお手伝いさんが、夕方、窓まど際ぎわに吊つるされたそれを見て、キャアアッ、と叫さけび声を上げたけども。

　その後、取り外はずして机の上に並べていたから、効果が出なかったのかな。

　まぁ、今日のパーティーのおかげで、久しぶりに家族全員でのお出かけになったから、いいけどね。

　お母様と私はともかく、お仕事で忙しいお父様は全然家にいないし、いても朝食か夕食だけの参加。春兄様も高校生になってから、家でくつろぐ姿を見かけないくらいに、いつも何かしらされている。

　そんなわけで、家族で一緒の車に乗るのさえ、もう何ヶ月ぶりかしら状態なのだ。







「春はる雪ゆき、桜子」

　もうすぐ会場に着くという時、それまで雑談していたお父様が、ふいに真ま面じ目めな顔をした。

「挨あい拶さつ回りは静しず香かとしておくから、二人はしなくていい。分かっていると思うけど、今は微び妙みような時期だからね。言動には気をつけなさい。どちらかに肩入れする言動は慎つつしむようにね。桜子は、分からない時は春雪に任せなさい」

「うん、分かってる」

「はい、お父様」

　頷うなずく春兄様と私を見て、お父様は苦笑した。

「本当はパーティー中、一緒にいられるのがいいんだけれど」

「僕はともかく、桜子はそのほうが危ないから」

「やっぱり、桜子はパーティーに参加しないほうが」

「お父さん、それはダメだって話したよね。最低でも、京極家と冷泉院家のパーティーくらいは出ないと」

「うーん、だが」

「お父さん」

　何の話かは分からないけど、断固譲ゆずらない姿勢の春兄様に、お父様は納得したような、そうでないような表情。

　お父様はそのまま、眼鏡めがねを外はずすと眉み間けんを揉もんだ。

　お疲れのご様子。

　思わず、目の前の肩をポクポクと叩たたく。

「ん？　桜子、どうしたんだい？」

「お父様、お疲れでしょう？　会場に着くまで肩叩きするわ！」

「……あぁ、ありがとう」

　お父様の微笑みは、星野宮家を取り巻く状況のせいなのか、少し悲しげに見えた。







　それから数分で到とう着ちやくした、冷泉院家主催のガーデンパーティー会場であるホテルは、ヨーロッパ風の二階建ての洋館で、芝しば生ふが敷しかれた広いお庭がメイン会場だった。

　立食形式で、ところどころにテーブルが置かれ、ウェイターが飲み物や軽食を載せたお盆ぼんを持って練ねり歩く。

　ここのお庭はとっても広くて、中央のパーティー会場の周りに、違うテーマで作られたヨーロピアンなお庭がいくつもあり、招待客はそれぞれを自由に見て回ることができる。

「まあ、まあ、まあ！」

　会場に着いた瞬間、お母様が感かん嘆たんの声を上げた。

　それもそのはず。私の部屋をヨーロピアンルームに仕立て上げ、しかもお庭にバラの迷めい路ろまで作るような少女趣しゆ味みのお母様にとって、ここは天国だろう。

　お母様はお父様を急せかし、あっという間に招待客の中に消えていった。

　ポツン、と残された私と春兄様。

　確かに、お父様が挨拶はしておくって車の中で言ってたけど、ちょっと解散早すぎませんか。

　久しぶりに家族揃ってのお出かけなのに。

　ポン、と頭を撫なでられた。見上げれば、春兄様が私を見下ろして微笑んでいる。

「回ろうか。桜子も庭を見たいでしょ？」

　落ち込んだ私の気を紛まぎらわせるためか、そんな素す敵てきなご提案。

　うんうん、と笑顔で頷いて、差し出された腕に摑つかまる。

　二人並んで歩き出そうとするも、でもそれは、ふいにかけられた声に中断される。

「よお、春雪。それに桜子ちゃんも、久しぶりだな」

　潑はつ剌らつとした快活な声に、春兄様が振り返り、私も遅れてそっちを見る。

「あぁ、行ゆき成なり」

　春兄様が軽く片手を挙げて応こたえた。

　ポケットに片手を入れて歩いてきたのは、私の友人・由ゆ紀き子こさんのお兄様であり、春兄様のクラスメイトで、なおかつ一番に親しいご友人、雨あま宮みや行成様だった。

　お上品な方の多い雨宮家では珍しく、豪ごう快かいな男らしい性格で、趣味は水泳や柔道、ボルダリングと、完全なアウトドア派。

　どちらかというと線の細い、上品で優ゆう雅がな春兄様と、ガッチリとした体型で元気のいい行成様の気が合う理由は、星野宮家の七不思議の一つである。

　こちらに歩いてくる親友の姿を目に留めて、春兄様は片眉を上げた。

「行成、その格かつ好こうで、よく会場に入れたね」

　親友相手だからか、微笑んではいるものの、珍しくあからさまに呆あきれた声を上げる春兄様。

　私達の目の前に立った行成様は「あー」と首を傾かしげた。

「そういや、入り口にいたヤツが何か言ってたな。ま、よく分からなかったし、無視して入ったよ」

「雨宮家の次期当主が、衣服一つまともに着れなくてどうするの？」

　今日の行成様は、ライトグレイのスーツの袖そでをまくり、ジャケットは前を開けたまま、ノーネクタイで、中のシャツも一番上のボタンを留めないという、随ずい分ぶんとラフな着こなしをしている。

　鍛きたえられた体格の行成様には、とてもよく似合ってはいるけれど。

　でも、春兄様のおっしゃるとおり、いくらカジュアルなガーデンパーティーとはいえ、マナーに厳きびしい方なら眉を顰ひそめられるかもしれない。

「ジャケットってのは、肩が動かしにくいっつーのがいただけねーな。今のこんな状況だ。刃は物もの持った暴ぼう漢かんなんかに襲おそわれたら、どう倒すんだよ」

「ボディーガードでもつければいいんじゃない？」

「おいおい、そんなことしたら、スーツより堅かた苦くるしい目に遭あうだろ」

「もういっそ、大人しく刺さされればいいよ」

　春兄様がその怪しげな美び貌ぼうで辛しんらつな言葉を吐くと、中々の迫はく力りよく。

　とはいえ声に棘とげはなく、むしろどこか面おも白しろがっているような雰ふん囲い気きがあるけども。

　春兄様自身、行成様のマナー違い反はんを、特に気にしてはいないんだろう。

　言われた行成様も、カッカッと豪快に笑っているし。

　親友同士のじゃれあいか。

　いいなぁ、私と由紀子さんは、ここまで砕くだけたやり取り、したことない。

　由紀子さんは私に必要以上に丁てい寧ねいだし、私が由紀子さんの服装を指摘なんてしようものなら、土ど下げ座ざで謝罪されかねない。

　立場は春兄様達と同じなのに、この差は何？

「星野宮の跡取り様は冷てーの。桜子ちゃん、こんな兄貴が嫌いやになったら言えよ？　俺の妹にしてやるから」

　春兄様の暴ぼう言げんに、行成様が隣の私へ話を振る。

　行成様の妹ね、それは色々と大変そう。

　ほんの時たま、由紀子さんが行成様の話をする時の、どこか疲れが滲にじんだ、遠い目を思い出す。

　行成様は明るくて楽しい方だけど、ちょっと粗そ野やなところもあるし、かなり勢いがあるから、一緒に暮らすのは大変だろうな。

「魅み力りよく的てきなご提案ですけど、遠えん慮りよしておきますわ」

「おい、いいのか？　こんな冷たい兄貴から逃にげるチャンスだぜ？」

　グイッと私に顔を近づけて片目を瞑つむり、茶目っ気たっぷりに、行成様が囁ささやいた。

　由紀子さんと目と鼻の形が似ている整ったお顔立ちなのに、クールな妹とは正反対の、どこか愛あい嬌きようのある雰囲気が不思議な行成様。

　吐と息いきが感じられるくらい近づかれると、さすがにちょっと、緊張しちゃうよね。

　思わず顔を後ろに引く。

「何言ってるの。僕よりずっと、冷さめてるくせに」

　動どう揺ようしまくっている私の後ろから呆れた声が聞こえ、グイッと肩が引かれた。

　あっという間に行成様の顔が遠ざかり、よろけるままに、ポフンッと着地。

　私のお腹なかに回る腕。上を見上げれば春兄様の綺麗なお顔。

　まるで大きなヌイグルミを抱だくように、春兄様にホールドされ、行成様から隔かく離りされる。

　その上、私の頭に春兄様が顎あごを乗せたのか、重さが加わった。

　あの、私の頭は脇きよう息そくじゃないんですが。

「過か保ほ護ごかよ」

「僕の妹は可か愛わいいからね」

「お前が言うと冗じよう談だんに聞こえねえぞ。いや、つーか、その言葉が本音だから、俺は困るんだよなあ」

「君に迷めい惑わくをかけた覚えはないよ」

「さて、どうだかな」

　涼しげな表情の春兄様を見て、カッカッと行成様は、愉たのしそうに大きく笑った。
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　足音を忍しのばせて、人ひと気けのない建物の裏手に回れば、何人かの忍び笑いが聞こえた。

「おい、いい加減にしろよ、出で来き損そこない」

　一人のからかうような声に、周りを囲む子達も嫌な笑い声を上げた。

　たぶん私と同じ、中学生くらいの男子ばかりが五人。

　その中心で囲まれている人は、黙だまったまま、何も言い返さない。

「おいおい、何にも言えねえのか？　それとも筆頭跡取り様は、俺ら下しも々じもとは口も利きたくないとでも？」

「…………」

　リーダー格らしき、真ん中の一人がそう言って睨にらみ据えても、囲まれている一人、流は何も言わない。

　そんな流の態度に、次し第だいにイライラが溜たまったのか、口々に罵ば倒とうの言葉が吐かれる。

　私はというと、少し離れた建物の陰かげに隠れている状態。

　どうすればいいの。

　彼らを見つけてから、かれこれ十分以上が経たっていた。

　早く何か行動を。

　とはいえ、曲がりなりにも御ご三さん家けの一つ、星ほし野の宮みや家け長女という立場である私が勝手に動いたら、逆に流に迷惑がかかりかねない。

「どうしよう」

　こんな時に限って、誰よりも頼りになる天才、春兄様は近くにいない。

　泣きそうになって、でも泣きたいのは流のほうだよねと、唇くちびるを嚙かみ締めた。







　今から二十分ほど前に遡さかのぼる。

　春兄様とお庭を見ようとした矢先に行成様が来て、しばし三人で歓かん談だんしていた時。

　ふと、私の視界に見慣れた人が映ったのだ。

「流？」

　冷泉院家のパーティーに、常磐ときわ家けの筆頭分家跡取りである流がいるのは、別におかしいことじゃない。

　明らかにタイプが違う男子達に囲まれて、パーティー会場から離れ、ひっそりと建物の裏手へ移動していなければ。

　怪あやしすぎるにも程がある。

　不思議に思って春兄様に言おうとした時、ちょうど春兄様と行成様の学友、つまり蓬ほう萊らい学園高等科での、お知り合いの方達がこちらへ寄って来た。

　そんな中で、流を追いかけたい、なんて言えるはずもなく、私はお手洗いに行くフリをして、一人で抜け出した。

　そうして着いたのが今いる場所であり、まだ暴ぼう力りよくは振るわれていないものの、流が集団に囲まれている場だったのだ。







　少し距離があるから、彼らが流に言っている内容の全ては聞き取れない。

　漏もらさず聞こえるのは、時たま声を張り上げるリーダー格の、罵倒の言葉くらい。

　その子の顔には見覚えがある。

　流の家の廊ろう下かで会った男によく似ている。あれから調べて、分家の中でもそれなりに力のある、三み浦うら家けの当主・三浦雄ゆう二じであることが分かった。そしてその息子むすこ・雄ゆう大だいが、私達と同じ白しろ金がね学園の一学年上にいることも。

　だからたぶん、あのリーダー格が三浦雄大。

　親子揃そろって、人を罵倒するのが好きらしい。聞き苦しい言葉の数々に、思わず眉を顰める。

　ここからだと、周りを囲む男子達が邪じや魔まで、流の表情がよく見えない。とはいえ、お世せ辞じにも好戦的とは言えない流が、何も言い返していないことは予想がつくけど。

　どうすれば……。

　さっきから、そればっかりが頭の中でグルグル回る。

　あそこに突進して割り入り、やめろ、と言うのは簡単だ。星野宮家の名を使えば、引き下がるだろうな、とも思う。

　けれど、ここはアニメ『キミ☆らぶ』の世界とはいえ、現実なのだ。

　家の名前で脅おどすなんて、常識的に考えて、してはいけない。

　家の名前は想像以上に重いのだ。その一つの名の下もとに、何万人という人の人生がぶら下がっている。ただの長女である私が振りかざすには、かなりの覚悟が必要だ。

　そう思うと、あれだけ好き勝手していた旧桜子ちゃん、ある意味ハートが強いよね。

　それに、問題はそれだけじゃない。

　子供だけの学校でもなるべく話さないようにしている流を、親しん戚せきの前で庇かばうなんて、できない。

　親戚の風当たりが強い上に、今は篠しの宮みやと島しま津づの件があるのだ。下へ手たに関かかわれば、巻き込みかねない。

　どうしたらいいの。

　そもそも、何であんな状況になってるんだろう。

　前に嫌味を言ってきた三浦雄二は当主だから、筆頭分家とはいえ跡取りの流に、ある程度言えたんだろう。それでも、敬語は崩くずさなかった。なのに今、あの息子である雄大の言葉や態度には微み塵じんも遠慮がない。

　考えれば考えるほど、分からなくなって立ちすくむ。

　どうしよう。どうすればいいの？　流だったらどうするのか、ううん、どうして欲しいかな。正解は、何？

　その間にも、流を馬ば鹿かにする声は響く。

　このままじゃいけない。何か、私にできることが、




「お人よしなんですね」




　涼すずやかな声が響ひびいた。

　どこかで聞いたことがある、と気づいた瞬しゆん間かん、全身に鳥肌が立つ。

　なんで。

　恐おそる恐おそる振り返った先に佇たたずみ、静かに笑えんで、その人はこちらを見ていた。

「驚かせてしまいましたか？」

　首を僅わずかに傾げる動きに合わせて、絹きぬ糸いとのような髪かみがサラリと流れる。

　その音すら、あまりに優ゆう雅がで。

『僕は瞬しゆん栄えいと言います。貴女あなたのお名前は？』

『モモカです。桃ももの花って書きます』

『桃もも花かですか。素敵なお名前ですね』

『ありがとうございます。瞬栄さんも、かっこよくて素敵です！』

　キラキラした目で純じゆん粋すいに褒ほめるヒロインに、伏目がちに透すき通るような微び笑しようを浮かべたその人。

　画面越しですら、その儚はかない独特の雰囲気が、よく分かった。

「こんにちは、桜子さん」

　以前に顔を合わせたことがあったかと錯さつ覚かくするくらいに、あまりに自然に私の名前を呼ぶ薄い唇くちびるは、常に淡あわい微笑みを湛たたえている。

　私の刺し殺さつエンドに強く影えい響きようする五人の攻略対象者の中で唯ゆい一いつ、今こん世せで顔を合わせていなかった、最後の一人。

　ガラス細ざい工くを思わせる繊せん細さいな容姿は、どこか現実味がなくて。

「冷泉院瞬栄と申します。どうぞよしなに」
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　四季の名を持つ家々で、唯一季節を持たぬ人。

　啞あ然ぜんとする私の前で、『夏』を司つかさどる『道化の君』が、優雅に一礼した。







　何で、急に。

　目の前に立つ冷泉院瞬栄に、私は言葉を失っていた。

　突然すぎて、考えが追いつかない。

　確かに、今日のパーティーは冷泉院家主催だけど、でも、何で。ここに冷泉院瞬栄がいるなんて聞いてない。

　だって、滅めつ多たに表に出ない冷泉院家の中でも、特に跡取りである瞬栄は、驚くほど姿を見せないと評判の人なのだ。これまで本当に、片手で数えるくらいしか冷泉院家主催のパーティーはなかったけど、そのどれ一つとして、瞬栄その人は出席していなかった。

　本当は存在していないんじゃないか、なんて噂うわさが流れていたくらいなのだから、その希少さが分かるだろう。

　私はアニメ『キミ☆らぶ』の記き憶おくがあるから、その噂は眉まゆ唾つばものだと、分かっていたけど。

　でも中には、本気で言っている人もいた。

　って、それよりも、微笑みながら私を見ている彼に、何か返事をしないと。

「……ご機き嫌げんよう、冷泉院様。本日はお招まねきいただき、ありがとうございます」

「招いたのは僕ではなく、父ですけれどね。とはいえ、楽しんでいただけているのなら、幸さいわいです」

　上品に言葉を紡つむぐ様は、とても中学二年生には見えない。

　人形のように整った容姿と、平安貴族もかくやの優雅な所作には隙すきがなかった。

　攻略キャラって、つくづく恐ろしいわ。

　と、

「それで、どうします？」

「え」

「先ほどから、ずっと彼らを見ていたでしょう？」

　そう言われてようやく、今の状況を思い出す。

　バッと振り返れば、建物越しに見える流と周りの彼らは、まだ揉めている。

　そうだ、どうしよう。

「常磐の筆頭分家の流さんと、それに詰め寄る常磐の分家の方達ですか。泥どろ沼ぬまですね」

　私の隣に立って、同じように建物の陰から覗のぞき込んだ冷泉院瞬栄は、声の柔らかさとは裏腹に、どこか無感動に呟く。

　社交界に出ないのに、顔だけで分かるとは、さすが跡取り。

「冷泉院様、あの、何とかできませんか？」

「無理ですね」

　一いち縷るの望みは、一言で消し去られた。

「今の常磐に近づくのは、冷泉院家の望むところではありませんから。触ふれれば、どこが弾はじけ飛ぶか」

「弾け飛ぶ？」

「言葉のアヤですから、お気になさらず」

「……では、あのまま放ほうっておくのですか？　ここは、冷泉院家のパーティーですわ」

「だとしても、僕には無理です。家の意向に逆らうだけでなく、他家のことに首を突っ込むなんて、とてもとても」

「そんな」

「第一、彼には恩おんも義理も、何もありませんからね」

　僕が動く必要があるとは思えません。

　アッサリそう言われて、言葉に詰まる。

　確かに、何の縁えんもない冷泉院瞬栄に、流を助ける義理はない。

　冷たいように聞こえるけれど、家族の他にも会社や社会的責任など、色々背負うもののある人が多いこの世界では、当たり前のことでもある。

「そうですわ！　では、せめて誰か大人おとなに知らせます」

「それは、止やめたほうがいいと思いますよ」

「なぜ？」

「僕が言うのも何ですが、星野宮さん、貴女の行動は目立ちますから」

　冷泉院瞬栄はそう言うと、ツッ──と、横目で私を見た。

　柔らかく弧こを描く口元とは、対象的な温ぬくもりのない冷たい目で。

「見捨てなさい」

「え？」

「何も見ず、聞かず、知らなかったことにして、立ち去るんですよ」

　僕は誰にも言いませんから。

　絶句する私に、冷泉院瞬栄は何でもないことのように、そうのたまった。

　流を、見捨てる？

「それとも、幼おさな馴な染じみというのは、そんなに大切なものですか？」

　え。

　何で、会ったこともない、表にも出てこない冷泉院瞬栄が、私と流のことを知ってるの。

　目を見開いた私を見ても、その淡い笑みは変わらない。

「僕の耳は特別製ですから、伝え聞いていますよ。貴女と彼のお父上が親しいことも、外ではあまり関わらないようにして、隠していることも」

「知っていて、私に見捨てろと？」

「気を悪くしましたか？」

「…………」

「幼馴染みができようのない僕には、理解しきれない感情ですね」

　無言で肯こう定ていを示す私を見て、冷泉院瞬栄は少し困ったように呟いた。

「ですが、冷泉院家は決めかねているとはいえ、僕個人は星野宮贔びい屓きですから」

　だから、さっきのは助言ですよ？　と、そう小首を傾げた冷泉院瞬栄を、私はもう見ていなかった。

　だって、視界の端はしで、突き飛ばされて地面に尻しりをつく流が見えたのだ。そして、見てしまったら、ダメだった。

　あんなにも色々考えていたのに、その全てが頭から吹っ飛び、建物の陰から飛び出す。そんな私の腕を摑もうと動く、冷泉院瞬栄をかわしたらもう、振り返らない。

　これでいいの？　という言葉が頭をよぎった。

　だけど正解なんて、知るもんか。私の紳士ジエントルマンが困っているのだ。

　私が助けないで、どうする！

　流を囲んでいるせいで、私に気づかない彼らのすぐ後ろに立つ。

　大きく息を吸って、微笑んだ。

「随ずい分ぶんと、楽しそうね」

　響いた声に、流を取り囲む男子達が、バッと私を振り返る。一体誰だ、とざわめく彼らの顔を一つ一つ見て、確認する。

「星野宮の……」

　ふと、一番右手の男子が目を見開いて、掠かすれた声で呟いた。

　うん、冷泉院瞬栄ほどではないけど、中々パーティーに出ない私のことが分かる程度には、社交に明るい子らしい。

　名乗る手間が省はぶけたわ。

　その場の中で唯一、私が近づいてくるのを見て青ざめていた流が、顔を歪ゆがめて唇を嚙み締める。

　突き飛ばされた瞬間ですら、困ったように微笑み続けていたくせに。

「こんな裏手でご親族同士、仲良くお集まりで何をしていらっしゃるの？」

　わざとらしく首を傾げると、数人が目を逸らす。

「ただ……話していただけです」

　それでもリーダー格らしい三浦雄大だけは、誤ご魔ま化かすようにへらっと笑った。

「あら、そこの彼を突き飛ばすところが見えたけど」

「ちょっとしたおふざけですよ」

　ヘラヘラする三浦雄大の肩越しに、流が首を横に振る。ダメだと。

　ここで声を上げて止めに入らないのは、私との仲がばれてしまうからだろう。

「あらそう、でもね三浦雄大。アナタがどう思っているかなんて、私にはどうでもいいことよ」

　流の視線には気づかないフリをして、前に一歩出れば、周りは全員、後ずさる。

　ゴクリ、と誰かが息を吞のむ音がした。

「ねぇ、アナタ達。この素敵なパーティーで見苦しいわ。お分かりにならない？」

　彼らの引きつる顔に構わず、また一歩進んで、三浦雄大の目の前に立つ。

「その上、邪じや魔まね」

　トンッ、と軽くその胸むねの辺りを押すと、そんなに強い力ではないのに、よろよろと数歩下がった。

「不快なものを見せられて、私、とても気分が悪いの。悪すぎて、今すぐアナタ達全員、消えて欲しいって思ってしまうくらいに」

　流が迷うように口を開くのが見えるけど、何も言わずに閉じられる。

　ピンッと張り詰める空気の中で、誰も何も言わない。

　と、

「そうは言いますけれどね」

　沈ちん黙もくを破って声を発したのは、やっぱり三浦雄大だった。

　視線を向ければ、挑ちよう戦せん的てきな目で見返される。

「俺らは常磐ですよ、星野宮さん。同じ御ご三さん家け相手に、何ができるんですか」

　意外と肝きもが太いのか。それとも数の利があるからか。

　攻略対象に会うたびに震えてばかりの私としては、この状況で強気に出られるの、素直に凄いと思う。

　さすがリーダー格なだけはあるよね。

　でも、許さない。

「アナタ達、見たところ分家の人間ね」

「それでも常磐に変わりは」

「あら、そうかしら？」

　柔らかく微笑めば、リーダー格は訝しげな顔をする。

　それに構わず、続きを口にしようとすると、ひざが笑いそうになった。

　この期ごに及んで、怖い、なんて思う私は、やっぱり小心者だ。

　そんな自分の身体からだを叱しつ咤たして、仁に王おう立だつ。

　口元の微笑みはそのままに、睨むような視線で、全員をゆっくりと見回した。

「ねぇ、この私を誰だとお思い？」

　三度目のこの人生で、振るわなかった家の力と、絶対に言わなかった言葉。

「御三家が一つ、星野宮家長女、星野宮桜子よ」

　視界の端で、流が表情を大きく歪める。

『ダメだよ、桜子』

　浮かんだのは、今世ではまだ見たことがない、必死の表情。

「考えてみて。常磐の本家は、本当にアナタ達個人の家を守ってくれるのかしら？　星野宮うちの圧力から、あの事なかれ主義の本家が全力で守るほど、アナタ達の家は重要視されているの？」

　瞬間、リーダー格の表情から、へらへら笑いが消えた。

　常磐家は昔ながらに親戚付き合いが強い。つまり昔からの序じよ列れつが、変わらずある。

　三浦家を含めて、今いる子達の中に、あの腰が重いと評判の中立派である常磐本家が、星野宮うちから身を挺ていして庇かばおうとするほどの家はない。

　そもそも本家がそこまでして守るのは、当主の弟である流の父の、筆頭分家の家くらいだと思う。

　だから。

『……それ以上は、本当にダメだ』

　願うように、縋すがるように、摑まれた腕を、あの時、私は振り払った。

　そして、今また同じことをする。

「守られるのだと固い自信がおありなら、どうぞ続きをなさい。けれど、そうでないのなら、今すぐ私の目の前から消えてちょうだい」

　流の顔は見なかった。

　見たらきっと、何も言えなくなってしまうから。

「一家揃って跡形もなく」

　だから代わりに、引きつった表情で私を見返すリーダー格を見て、微笑む。

『お願いだからっ……』

　瞬間、いつかの悲痛の叫びが、聞こえた気がした。




「潰つぶされたくないのなら」
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「どこから、聞いてたの」

「え？」

　突き飛ばされた時についた土を払いながら、流は立ち上がった。

　一目散に逃げていく背中を見送り、二人取り残された建物の裏は静かだ。

「僕達の会話」

「会話って、流は話しているようには見えなかったけど」

「桜子」

　話をずらそうとした私の名前を、静かに呼んだ流の目があまりに真剣だったから、渋しぶ々しぶ答える。

「あの声の大きい男の子が、アナタをバカにする言葉以外は、大して聞き取れなかったわ。遠かったもの」

　そう言って、私が隠れて見ていたところを向いて、指でさす。

　一瞬、まだ冷泉院瞬栄がいたら、と思ったけど、影も形もなく杞き憂ゆうに終わる。

　いたとして、流を見捨てろ発言の手前、何を言えばいいのか分からないから助かった。

　私の指す先を見た流は、そう、と頷く。

「流、大丈夫？　怪け我がはない？」

「うん」

「えっと、何が原因で、あんなことになってたの？」

「うん」

「……私、カレーが食べたいわ」

「うん」

　聞いてないな。

　流は俯うつむき気味で、表情は見えない。

　私に視線を向けることなく、黙もく々もくとジャケットの土を払っている。

　落ち込んでいるようにも、何か考えているようにも、ただ私を目に映したくないだけにも見えた。

　だから思わず、耳に入っていないのに、言葉がポロリと零こぼれる。

「私、後こう悔かいしてないわ」

　返事はない。

「星野宮の名前を振りかざして、脅して、だけどあの子達に悪かったなんて、思えない」

　返事はない。

「軽けい蔑べつした？」

　返事はな、

「してないよ」

　流が顔を上げた。

　薄茶色の瞳と、久しぶりにしっかりと目が合う。

「してないけど、でも、もう二度としないで欲しい。家の名を出すなんてやり方、桜子が一番嫌きらう方法でしょう」

「だって、あれしか思いつかなかったんだもの」

「終わったことは仕方がないけど、もうしないと約束して」

「約束は無理よ。流を助けるためだったら、私、何度だって同じことをするわ」

「じゃあ、それなら、もう僕を助けないで」

　思わず、ひゅっと息を吞んだ。

「嫌。何言って」

「あれくらいなら、慣れてるから大丈夫。黙っていればそのうち終わるから」

「余計なお世話だったって言いたいの？」

「違うよ」

　流はゆるやかに首を横に振った。

「助けに来てくれたことは本当に感謝してる。でも、どんな理由があったとしても、他家の争いに飛び込んだらダメだよ。桜子のためにならない」

「だからって流のこと見捨てるなんて、できるわけないじゃない！」

　首を横に振る私の両腕を摑んで、流のほうを向かされる。

　唇を尖とがらせて見上げれば、視界が涙で滲にじんだ。

　流はそんな私を見て、困ったように微笑んでから、少しかがんで私と目を合わせる。

「知ってるでしょう、僕の一族は少し複雑なんだ。だから、僕が怒ど鳴なられようが、笑われようが殴なぐられようが、見なかったフリをしてね。約束してくれる？」

「嫌！　約束させたいなら、せめて、これからはやり返すって言って。あんな風に一方的にやられたりしないって」

　あんな光景はもう見たくない、って訴うつたえても、流は頷かずに、ただ私にだけ分からせようとする。

　目の前の諭さとすような瞳を見たくなくて目を閉じると、ボロリと涙が頰ほおを伝った。

　次ついで、流が片方の腕を離して、私の目にハンカチを押し当てる感覚がする。

「桜子、約束だよ」

　何も説明せず、私の同意もなく、流は勝手に言い切る。

　誰が、大切な幼馴染みを助けないなんて、約束するものか。

　そう心の中で叫んでも、けれど出会ってから初めて聞くような、有う無むを言わせない口調に、私は唇を嚙み締めるしかない。

　反論しない私の残りの腕を離して、流が私に合わせた姿勢を戻す気配がした。

　そこでようやく目を開ければ、私を見下ろす目が柔らかく細められる。

「大丈夫だよ、桜子」

　何が大丈夫かなんて全然分からない。

　でも、いつもと同じ穏やかな口く調ちようと微笑みに、私は小さく頷いた。
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　冷れい泉ぜい院いん家けのパーティーから一ヶ月と少しが経たった今日。

　いつもどおりに教室に行き、席に座って一限目の準備をしていると、

「星ほし野の宮みや様さま」

　とクラスメイトの女の子、瀬せ川がわさんがやってきた。

　なになに、どうしたの？

　滅めつ多たに近寄ってこないクラスメイトに、少しうきうきしてとびきりの笑顔で迎むかえれば、二メートル手前で急停止された。

「あ、あの、呼ばれていますわ」

「え？」

「教室の後ろの扉とびらから出れば、分かるかと……」

　瀬川さんはそれだけ言うと、風のように去っていった。

　え、なに。

　あまりの早はや業わざに一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとしたけど、とりあえず、後ろの扉から廊ろう下かに出た。

「おはよう、桜さくら子こさん」

　私の時が、止まる。

　ギギギギ、と首を右に回転させると、軽く腕うでを組んで、教室内から見えない巧こう妙みような位置の壁にもたれている、金きん髪ぱつに緑の瞳ひとみの王子様。

　ではなく、最近避さけていた、京きよう極ごく紫し苑おんが。

　呆然と立ち尽つくす私を見下ろして、京極紫苑は優美な微び笑しようを浮かべた。

「少し付き合ってくれるかい？」

「いえ、ご遠えん慮りよし」

「さぁ、行こうか」

　腕を摑つかまれ、有う無むを言わせず連行。

　一瞬抵てい抗こうしかけて、けれど、あの京極紫苑の手をこんな廊下で振り払うわけにもいかず、結局足を動かす羽は目めになる。

　廊下を歩く生徒の視線が、これでもかってほどに突き刺ささり、私はあっという間に瀕ひん死しの状態。

　そんな私を先導する京極紫苑は、金色の髪かみを揺ゆらしながら、その視線の中をまるで泳いでいるかのように、優ゆう雅がに歩く。

　対して、半分引きずられるように小走りで歩く私は、ドナドナされる家か畜ちくのよう。

　足の長さの違いに気づけ。

　目の前の背中をじっと見つめたけど、パーティーならまだしも、校舎内で中学生相手に求める気き遣づかいじゃないか、と諦あきらめる。

　って、あれ、そういえばもうすぐホームルーム始まるんだけど、どこまで行くの？







　つれてこられたのは、一年前に共に来た、社会科準備室だった。

　京極紫苑が扉を開けた瞬間、無情にもチャイムが鳴り響ひびく。

　ホームルーム、サボり決定。

　今までひたすら真ま面じ目めにやってきた私が、前回の時と合わせて二度もエスケープ。

　どこで道を誤あやまったのか。

　内心項うな垂だれる私は、今回は微み塵じんもサボりに抵抗がないらしい京極紫苑に勧すすめられるがまま、パイプ椅い子すに座る。京極紫苑は向かい側、前回私が座っていた長机に腰こしを預けた。

　居い心地ごこちが悪い。

　緑色の瞳が、かなりの高さから私を見下ろしているせいなのか、最近ずっと避けていた人物と二人で狭せまい準備室にいるせいなのかは分からないけど。

「あの、京極様。何のご用ですの？」

　早く終わらせようと口を開けば、京極紫苑は薄く笑った。

「桜子さんに聞きたいことがあって」

「聞きたいことですか？」

「そう、けれど君は僕を避けているだろう。少々強ごう引いんな手を使わせてもらったよ」

　うっ。

　いや、あからさまに避けてたから、気づかれてるとは思っていたけど。でも、はっきり言われるとね、ちょっとこう、申し訳なくなるというか。

「聞きたいことって、私が京極様を避けていた理由ですか？」

「それもある」

「それもというと、他にもありますの？」

「そうだね。どちらかというと、そちらがメインかな」

　京極紫苑は言葉を続けた。

「桜子さん、一ヶ月ほど前に常磐ときわの分家と揉もめた理由は何かな？」

「…………どうして、それを」

「知る方法なんていくらでもあるよ。それより、こんな微び妙みような時に、頭のいい桜子さんがわざわざ揉め事を起こした理由は何だい？」

「お答えする必要があるとは思えませんわ」

「……あぁ、なるほど。流ながれくんか」

「っ！」

　息を吞のんだ私を見て、京極紫苑は笑う。

「うん、そうだと思ったんだ。大事な幼おさな馴な染じみくんのこととなると、桜子さんはいささか、無む鉄てつ砲ぽうになるからね」

　僕を突き飛ばすとかね、という京極紫苑の呟つぶやきに、私は冷ひや汗をかいた。

「何を」

「ん？」

「それを聞いて、どうするおつもりですか」

　私が、流のために常磐分家とぶつかったと知って、この『東の雄ゆう』の跡あと取とり息子むすこは何をするんだろう。

　それがもし、流や星野宮家に害を及ぼすのなら、私はどうしたらいい？

「……そんな顔を、しないで欲しいな。何だか酷ひどいことをしている気分になる」

　真意を見定めようと強く見み据すえると、彼は苦笑して、軽く肩かたを竦すくめた。

「大丈夫、ただの確認だよ。流くんに何かをするつもりはないし、星野宮家は春はる雪ゆきさんがいて、そもそも手出しできないからね」

　じゃあ、そろそろ教室へ戻ろうか、と京極紫苑は立ち上がる。今の時間なら、一限目には間に合うだろうけど。でも。

「確認とは何のために？」

「言っただろう。ただの確認で、それ以上でもそれ以下でもない」

　社会科準備室の扉を開けた京極紫苑は、パイプ椅子から立ち上がったまま立ち尽くしている私に、でも、と振り返った。

「桜子さん、キミの行動は間違いなく、軽けい率そつだったよ。星野宮家の長女としてはともかく、キミ個人としてはね」

「え？」

　家同士の問題なのに、私、個人？

　虚きよを衝つかれ、目を見開いた私を見て、京極紫苑はふっ、と微笑ほほえむと、そのまま廊下を歩いて行ってしまった。

　一人取り残されるのは、前とは逆で。

『軽率だったよ』

　京極紫苑の言葉が頭を巡めぐる。

　分かってる。こんな状況で、あんな行動は、私と流、どっちのためにもならないって。

『もう僕を助けないで』

　流があの時、有無を言わせず私に約束させようとしたのは、私のためだって。

　見なかったフリをしなくちゃいけなかった。

　でも、ねぇ、だけど。

　どんなに考えても、何度考えても、もしあの時に戻ったのなら、私は同じように走って行ってしまうから。

　昔、流に酷ひどい仕打ちをした。

　今もしてる。

　きっと、流は気づかない。







　その京極紫苑との会話の後、教室へ戻った私を出で迎むかえたのは、由ゆ紀き子こさんと留る美みさんと、クラスメイトの好奇の目だった。

　二人は私が京極紫苑を避けていることを知っているからか、その相手に連れ去られた私を心配してくれていたみたい。大丈夫でしたか、と駆かけ寄ってくる二人に、うん、ちょっとうるっときたよね。

　友情って素す晴ばらしい！

　もちろん、京極紫苑との会話の内容は言えないから、大丈夫としか言えなかったけどね。







　大変な一日ほど、長い。

　朝から京極紫苑に連行されて、盛せい大だいに疲れた私は何とか授業をこなし、ようやくお昼休みを迎えていた。

　なのに。

　──────パンッ。

　鋭するどい音と共に、頰ほおを張られた。後ろに数歩たたらを踏ふんで、立ち止まる。

　ぴりぴりと痛む頰を押さえながら顔を上げると、まるで般はん若にやのような表情で私を睨にらむ有あり栖す川がわさんと、その後ろで口元に手を当てたり、目を背そむけたりしている女生徒六人が。

「貴女あなたなんかに、京極様は相応ふさわしくないわ！」

　有栖川さんの叫さけびが、裏庭に響ひびく。

　そう、ここは白しろ金がね学園中等科校こう舎しやの人ひと気けのない裏庭。現在、朝から京極紫苑に無理やり連れ去られた私が、ようやく辿たどり着いたお昼休み。だというのに、なぜか七人の女子に詰め寄られてます。







　事の発ほつ端たんは、昼食を食べに食堂へ向かう途中、財さい布ふを忘れた私が教室に戻ったことだ。

　一緒に行くという由紀子さんと留美さんには、悪いからと、先に行ってもらった。

　そんな理由で、私が珍めずらしく一人で廊下を歩いていると、名前を呼ばれた。

「星野宮様」

　振り返れば、女生徒の一団が。

　よく顔を見れば、有栖川さんや、一年生の時から京極紫苑を囲んでいた取り巻き達。

　状況が分からず困こん惑わくする私を、七人はさっと囲んだ。

　え、まさかこれは、アニメ『キミ☆らぶ』でも桃もも花かがやられていた……。いや待て、あれはヒロインの場合であって、この私が、まさか、ね。

　色々な予想がぐるぐると渦うず巻まいて混乱する私に気づくことなく、有栖川さんはその目に好戦的な光を宿し、グロスで艶つやのある口を開いた。

「星野宮様、お話がありますの。ちょっとお付き合いいただいてよろしくて？」

　悪役令嬢、まさかの呼び出し。

『キミ☆らぶ』でヒロインの最大の難敵を呼び出すなんて、有栖川さん、あなた大物ね。

　とはいえ、有無を言わせない様子の有栖川さんと、一対七という圧倒的不利な状況。

　しかも何より星野宮家の長女として、ただの女生徒相手に逃にげるのは、星野宮桜子の無む駄だに高いプライドが許さない。

　渋しぶ々しぶ頷くと、周りをガッチリ囲まれて護ご送そう。

　本日二回目のドナドナ。

　私これでも、日本でも五本の指に入る名家の長女なのに、この家畜扱あつかいは、なに。

　廊下ですれ違う生徒達のぎょっとした視線を受けながら、私は今すぐに気絶したくなった。







　そうして来たのがここ、裏庭だ。

　一応、有栖川さんのお話については心当たりがあった。だって、ねぇ。あの京極紫苑と廊下を（強制的に）一緒に歩いたその日に、彼の取り巻き達の呼び出しって。

　察するなってほうが無理でしょう。

　まぁ、『キミ☆らぶ』の木き村むら桃花も含めて、あからさまに好意を寄せられても気づかないヒロインってたくさんいるけど。

　でも、あれは特別だ。

　普通気づくでしょうって言いたくなるレベルの猛もうアプローチなのに、彼は私のことどう思ってるんだろう、って思うなんて、鈍どん感かんにも程がある。

　なーんてことを考えてしまう私は、どこまでいっても悪役令れい嬢じよう。どうやらあと何度生まれ変わったとしても、ヒロインにはなれないみたい。

　それはともかく。

　メインの有栖川さんは、かれこれ十五分ほど話してくれたけど、それを要約すると一文で済む。

『京極様に近づくな』

　うん、どうやら有栖川さんは、一年生の頃から憧あこがれの京極様の隣の席に座っていた私を疎うとましく思っていたらしい。

　まぁ、知ってたけど。

　何かと馴なれ馴なれしく話しかけ、家の名前を笠かさに着てお願い事をする私に、私達の京極様なのに、と思っていたらしい。けれど、一年生の最後からようやく京極様が毅き然ぜんとした態度で距離を取り始め？　て安心していたら、今け朝さのは何!?　京極様を権力で脅おどすなんて、恥はじを知りなさい、とのこと。

　その長々とした話を一通り聞いた私は、思った。

　誤解が凄すさまじい。

　いつ私が、京極紫苑に馴れ馴れしく話しかけたのか。家の名前を笠に着て迫せまったって、むしろ京極家の名には常々、私のほうが怯おびえてるわ！　お願い事は、確かに一年生の頃は、女生徒のあしらいがまだ上う手まくなかった京極紫苑に何かを頼むフリをして、助け舟を出したこともあったけど。

　でも、必死で距離を取り始めたのは、京極紫苑じゃなくて私のほうだし、今朝のことは、向こうが無理やりに連行したのだ。

　理り不ふ尽じんすぎる！

　そう思った私は、言えないところは省はぶいて、それはもう懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明をした。

　京極紫苑に近づこうとは思っていないこと。家の権力で迫ったことも、天てん地ち神しん明めいにかけて、一度もないこと。そして、京極紫苑に恋愛感情は微塵もないこと。だから気にせず、京極紫苑の近くにいてくださいと。

　そう、説明したのだ。だというのに、飛んできたのは、平手。

　なんで。







「馬ば鹿かにするのもいい加減にしてちょうだい！」

　目の前の有栖川さんは、真まっ赤かな顔で私を睨にらむ。

　その後ろで、数人の女生徒達は顔を青ざめさせていた。まさか手を出すとは思わなかったらしい。

「み、雅みやびさん、何も叩かなくたって」

「お相手は、星野宮様ですよ」

　アワアワとうろたえる彼女達を、有栖川さんは睨みつけた。

「今さら何を言ってるの。お黙だまりなさい」

「ですが」

「怯える必要なんてないわ。星野宮家など、そのうち潰れるもの」

「雅さんっ！」

　悲鳴のような声を上げる女生徒達に、ヒートアップする有栖川さんは、私を見て笑った。

「自分が上だと私達を見下しているんでしょう。そうね、だってアナタはあの御ご三さん家けの星野宮家だもの」

　有栖川さんは嗤わらう。その声は酷ひどく楽しげで。

「だけれどね、貴女の家は、勝てない。絶対に。私知ってるのよ、あく」

「楽しそうなお話で何よりだね」

　彼女の表情が、唐とう突とつに割り込んできた声に凍りついた。

　その場の全員の時が、止まる。

「僕も混ぜてもらえるかな？」

　揃そろえたように、全員が声のほうを見る。

　なんで。

　内心で、あんぐりと口を開ける。だって、冗じよう談だんでもできすぎだ。

「きょうごく、さま……」

　有栖川さんの、掠かすれた声が裏庭に溶けていく。

　呼ばれた京極紫苑は、けれどピクリとも表情を動かさずに、無表情のまま。

　いつの間にか現れた彼は、驚きに目を見開く私に向けた視線を、手で押さえていた頰に移し、それから有栖川さん達をゆっくり見回して、口を開いた。

「気分が悪いな」

　有栖川さん達全員が、ビクリ、と肩を震ふるわす。

「あ、の、私達」

「あぁ、説明はいいよ、大体分かる。僕は星野宮さんを保健室に連れて行くから、キミ達は教室に戻るように」

　何かを言い募つのろうとした有栖川さんの言葉をばっさり切った京極紫苑は、ゆったり歩みを進め、私の前に立った。

「大丈夫かい？」

　エメラルドの瞳が、案じるように私の頰を見る。

「京極様、なぜ」

「ん？　ただのお節せつ介かい、と言いたいところだけど、僕に原因があるみたいだね」

「……そうですわね」

「桜子さんは素す直なおだね」

　苦笑する京極紫苑に、言いたい文もん句くはたくさんあった気がした。けれど、

「なぜですの！」

　空気を切り裂さいた声に、意識を引き戻される。

　見れば、教室に戻ろうと促うながす女生徒達に抵抗して、有栖川さんが叫ぶ。

「私達に冷たくなったのは、その女に脅されたからでしょう！　だから私」

「キミ達、まだ帰っていなかったのかい」

「……ッ！」

　京極紫苑の、決してキツい口く調ちようではない、けれど、どこか突き放すような響きに、有栖川さんは身体からだを震わせる。そんな彼女の目からは、大粒の涙が零こぼれた。

　黒かったけど。

　有栖川さん、どうやらウォータープルーフではないマスカラを使っていたらしい。

　そのシュールな状況に、何も言えず黙り込む私と取り巻きの女生徒達の前で、京極紫苑だけは冷静だった。

「キミの言う優しい僕は、ただの京極家の跡取り息子で、キミの気持ちをハッキリと断ったのが紫苑だよ」

　京極紫苑の柔らかい声は、その容よう赦しやない内容と共に、裏庭に響いた。

　有栖川さんが、完全なパンダと化した顔を歪ゆがめて、京極紫苑を見上げる。

　けれど、京極紫苑はそんな有栖川さんの顔に眉まゆ一つ動かさず、再度口を開いた。

「ハッキリ言わせてもらうけど、僕はキミみたいな人はきら」

　って、それはさすがにダメでしょう！

「痛い！　痛いわ！　痛い！　今すぐ保健室に行きたくてたまらないわ！」

「え？」

「さぁ、京極様、連れて行ってくれるのでしょう？　痛くてたまらないので、早く行きますわよ！　さあ」

「わ」

　京極紫苑の腕を摑む。呆然と私を見る彼女達に微笑んだのは、ただの意地だ。

　ピリッと頰が痛む。

「皆様は教室にお戻りになって。では、ご機き嫌げんよう」

　京極紫苑の腕を容赦なく引っ張り、歩き出す。

　戸と惑まどう気配がしたけれど、気づかないフリをすれば、足を動かし始めてくれた。

「嫌いやな女！　嫌な女！　嫌な女！」

　後ろから叫び声が投げつけられた。

「い、今に見て、なさい！　その、余裕の態度も今のうちだわ！　わ、私、知って、るんだか、ら、ぁ……ッ！」

　その先の言葉はなかった。

　ただ、むせび泣く声が聞こえただけで。







　保健室に入ると、先生はいなかった。

　病院に行く生徒に付き添っているとの置き手紙が机の上にある。

「勝手に使わせてもらおうか。桜子さん、そこに座ってくれるかい」

　言われるがまま診しん察さつ台だいの上に座れば、京極紫苑は氷ひよう囊のうに水を入れて持ってきてくれた。

「……うん、少し赤くなっているけど、大事ではなさそうだね。しばらく当てているといいよ」

　渡された氷囊を頰に当てると、ひりついていた痛みが少し和やわらいだ。

　向かいに立って、私を見下ろす京極紫苑を見上げる。エメラルドの瞳は裏庭で、あんなにも冷たかったのに、今は穏おだやかな色をしている。

「どうして京極様があちらに？」

　現れた時から、ずっと気になっていたことを聞くと、その目がパチパチと瞬しばたたいた。

『キミ☆らぶ』の中では、タイミングよくヒロインを助けに来ていたけれど、ここは現実。そして私は悪役令嬢。

　あんな人気のない裏庭に、京極紫苑が足を運ぶ意味が分からない。

「あぁ、簡単だよ。いつもウンザリするほど取り囲んでくるのに、今日に限って誰もいない。そうしたら食堂で桜子さんの友人が、桜子様が来ない、と言っていたからね。今朝のこともあるし、予想はつくよ」

　何でもないことのように、サラリ、と京極紫苑は言った。けれど、京極紫苑の視点からその推すい理りは、どこぞの名めい探たん偵ていレベルな気が。

　さすがはメインヒーロー。この頭ず脳のうからテストで一位をもぎ取ろうなんて、不可能な気がしてくる。

　諦めないけどね！

「ひとつ、僕からも聞いていいかな」

「えぇ」

「何でさっき、遮さえぎったんだい？」

「え？」

「有栖川さんに僕が言おうとした言葉を止めただろう」

　京極紫苑が私の顔を覗のぞき込む。

　確かに、この上もなく不自然な態度で止めましたね。

「さすがに、あんまりかと思ったので」

「あんまり？」

「必要以上に相手を傷つける必要はありませんわ。あそこまで言ったら、言いすぎです」

「あぁ、なるほどね。僕はどうも、そこら辺りの機き微びに疎うといらしい」

「傍そばで見ている人のほうが、分かるということもありますから」

　そうかもしれないね、と京極紫苑は頷いた。







　しばらく冷やしていると、頰の赤みがだいぶ引いた。そもそも、鍛きたえていない女子中学生の張り手なのだ。大した威い力りよくはない。

「うん、大丈夫そうだね」

　私の頰を見て頷いた京極紫苑にお礼を言って、氷囊を片づける。えっと、中の水を捨てないと。

「桜子さん」

「はい」

　呼ばれて返事をする。でもちょっと待って、今片づけてるから。

　って、あれ、蓋ふたが取れない。固く閉まりすぎてるよこれ。ふんっ。

「桜子さんは、僕のことが嫌いかい？」

「はい」

　わ、開いた！　中の水は流しに捨てちゃっていいよね。この籠かごで乾かせばいいんだろうか。あれ、でもこの籠の中、ガラス製の器具ばっかりだ。

「僕は桜子さんの、素直でお人よしのところとか、好ましく思ってるよ」

「はい」

　ま、いっか、この籠に入れちゃえば。蓋も同じところでいいよね。

　保健室の先生がどうにかしてくれるでしょう。

「もし僕とキミが友人になったら、ピンチの時は走って来てくれるのかい？　彼の時みたいに」

「はい」

　よし、これで完かん璧ぺき。さすがは私。

　片づけ終わって、くるりと後ろを振り返ると、京極紫苑がすぐ後ろに立っていた。

　思わず一歩下がる。

「ええっと、京極様。さっき私のこと呼びましたよね。何かご用ですの？」

　首を傾かしげる私を見下ろして、京極紫苑はどこか楽しそうに、クスリ、と笑うと、首を横に振った。

「何でもないよ。中々に、いい未来かもしれないと思ってね」

「は？」

「ただ、今から言うことを考えると、道のりは長いだろうけれど」

　何を言ってるの？

　パチパチと瞬まばたきをする私を見下ろして、前に立つ京極紫苑は、それまで浮かべていた微笑みを消す。

　真剣な顔で少し言いよどんでから、けれど口を開いた。

「キミと流くんは、一緒にいるべきじゃない」

　一瞬、何を言われたのか分からなかった。

　それから数秒の後に、じんわりと意味が脳に浸しん透とうする。

「…………え？」

　まるでエメラルドのように輝かがやく緑色の瞳の中の私が、零れんばかりに目を見開く。

「桜子さんと流くんは、今すぐ離れるべきだよ」

「突然、何を」

「朝はもう少し様子を見ようかとも思ったけどね。でもあの有栖川さんも知っているみたいだし、そこまで猶ゆう予よはないようだ。それでも桜子さんの周りの人間は、誰もキミを説得しないだろうから、僕が言おう」

「きょうごくさ」

「桜子さんと流くんは、立場が違いすぎる。幼馴染みなんて繫つながりだけで、何とかなるものじゃない」

「い、や」

　真まっ直すぐ私を見み据すえる瞳から、逃げたいと思った。

　視線を外はずして俯うつむこうとしたけれど、その私の顔を二つの手が挟はさみ込むように摑んで、無理やり上を向かされた。

「キミだって、知っているんだろう。二人が一緒にいることが、お互いのためにならないと。このまま行けば、どちらかが」

「やめて！」

　その両手を振り払って叫んだ声は、思った以上に大きかった。

　こんなに大きな声を出したのは、生まれて初めてかもしれない。

　全力で京極紫苑の手から抜け出し、距離を取る。

「さくらこさ」

「近づかないで！」

　一歩踏ふみ出そうとした京極紫苑の足が、私の声で止まる。

　目の前に立つ彼は、まるで童どう話わの中の綺き麗れいな王子様だ。

　頭がよくて、運動もできて、綺麗で、人望もあって、財力も権力も、随ずい一いちの完璧な人。

　彼が望めば、叶わないことなんてほとんどないだろう。

　私みたいな選せん択たくをする必要もない。

　酷ひどい仕打ちをしたのだ、流に。

　でも言い訳をするなら、その時すぐには分からなかっただけで。

　ただ時が経たつごとに、知ることが増えてきて、見えるものが広がって。

　あの時の自分の選択が、どれだけ酷いものかが、浮き彫ぼりになっていく。

「もう、やめて。聞きたくないわ」

　分からない。分かりたくない。お願いだから、もう何も言わないで。

「誰も彼も、みんなして相応しくないって、そんなの、何で他人に決められなくちゃいけないのよ」

「いや、さ」

「立場が違う？　そんなこと最初から知ってるわ。けれど、何の関係もないじゃない。私の幼馴染みは、常磐筆頭分家の息子じゃなくて、流だわ」

　京極紫苑を睨む目から、ボロッと涙が零れた。

　私の剣けん幕まくに呆然としていた京極紫苑の目が、その涙を追う。

　パタッと床に落ちたのを見て、それから再び涙が溜たまる目にゆっくりと視線を戻すと、何かに気づいたかのように、エメラルドの瞳を見開いた。

「まさか、噓うそだろう。もしかして、君は」

　口走った言葉は最後が消えて上う手まく聞き取れない。

「春雪さんも何を考えて」

　ただ、見開かれた京極紫苑の目が、驚きよう愕がくに満ちていることだけは分かる。

「きょうごく」

　さま、と言う瞬間、ガチャッ、とドアノブをひねる音がした。

　え、あ。

　状況に頭がついていく前に、ぱっ、と腕が摑まれるのを感じた。

　そのまま引き寄せられ、身体からだが前に出る。目を瞑つむった私の鼻に、何か固いものがぶつかった。

　何が、

「うわっ！」

　男の子の叫ぶ声がした。

　京極紫苑の腕が、私の頭と腰を抱かかえ込むように回される。
















　肩かた口ぐちに顔をうずめる私の頭を軽く押さえつつ、顔だけで振り返る気配がした。

「申し訳ないけど取り込み中なんだ。怪け我がかい？」

「い、いえ　舐なめておけば治るんで！」

「それはよかった。あぁ、そうだ。このこと、みんなには内緒にしてくれるかい？」

「は、はい、もちろん！　あの、おっ、お邪じや魔ましました！」

　バタンッと勢いよく閉まる扉と、バタバタと遠ざかる足音。

　抱だきしめられている。

　静せい寂じやくが訪れたところで、ようやくその事実に気づいた。

「桜子さんだってことは誤ご魔ま化かせたかな。それよりも」

　頭上の声の振しん動どうが、やけに響いて、カッと全身の血が沸ふつ騰とうする。

　慌あわてて胸元を両手で押すけれど、腕が緩ゆるまない。

「きょ、きょうごく、はな」

「意い図とが分からない」

「え、ちょ、はなして」

「あの人が見過ごす理由は何だ。僕の動きは入って、いや、だとしたら」

「放してったら！」

「わっ」

　あらん限りの力で抜け出した。きっと髪はぐちゃぐちゃになっているだろう。でも、四の五の言っていられない。

　反動でよろけた京極紫苑から距離を取れば、困ったような表情を向けられた。

「助けていただいて、感謝しますわ」

　動どう揺ようでバクバク鳴る心しん臓ぞうを宥なだめすかしながら、それでも私はさっきの会話を忘れていない。

　流と離れろって？　何であなたに言われなくちゃいけないの。

「でも、もう私に近づかないで」

　そう言えば、クッ、と京極紫苑の口元が引き締められる。

　そんな厳きびしい表情すら美しい彼に背を向けて、保健室から飛び出す。

　廊下を走って、教室に戻る前にとトイレに駆かけ込み、鏡で身なりを整える。

　鏡の中には、いつの間にか乾いている頰と、僅かに赤みが差した顔。

　でもこれくらいなら、許容範はん囲い内ない。大丈夫だ。

　教室へ向かい、扉の前でひとつ深呼吸。

　ガラッと開ければ、既に六限目の授業が始まっていて、クラスメイトの視線が一いつ斉せいに私に集まる。

「遅れて申し訳ありません。保健室に行っていました」

　チョークを持つ社会科の先生にそう謝り、自分の席に向かう。

　途中で心配そうにこっちを見る流が、大丈夫？　と口の動きだけで聞いてきた。

　それに僅かに頷けば、困ったように微笑まれる。

　たったそれだけのやり取りで、何だか泣きそうになった。
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　そっと伸ばされた指先が、俯うつむく頰ほおに伝う涙を優しく拭ぬぐった。

『キミは消えてしまいそうに泣くんだね』

　切ないため息を含んで落とされた言葉に、おずおずと顔を上げれば、京きよう極ごく会長は酷ひどく困ったような顔をしていた。

『ごめ、んなさい、私のっせい、で、こんなこと、に』

　しゃくりあげて謝れば、もっと困った顔をされた。

　そうだろう、困るだろう。だって、彼がこんな状況になっているのは私のせいなのだ。私にせめて彼につりあう教養と、彼の両親に納得してもらえるだけの家柄があったら。

　ううん、ただ、好きにならずにいればよかった。好きだと伝えて、隣にいたいと望まなければ、彼をこんなにも困らせることはなかったのに。それなのに、私はまだ、彼のことが好きなのだ。

『ご、めんなさ、い、ごめ、ごめんなさい』

　あまりの苦しさと罪深さに、両手で顔を覆おおう。

　これ以上、京極会長の顔を見ていられなかった。そのエメラルドの瞳ひとみに、私の浅ましい心が見み透すかされそうで。

　好き。一緒にいたい。

　あの人と一緒にいるところを見たくない。私を好きでいて欲しい。

　思いが溢あふれるのと一緒に、涙までひたすらに流れていく。

　ふっ、と京極会長が動いたと思ったら、顔を覆っていた腕うでを引き寄せられ、温かいものに包まれる。

　頭上に、深いため息が落ちた。

『何で、いつも僕のせいで、桃もも花かばかりが傷つくんだろう。謝るべきなのは僕で、キミは何一つ悪くない。全て僕と、僕の周りを取り囲むもののせいなんだよ』

『そんな、こと』

　彼の胸むな元もとで首を横に振ると、グッと私を抱だきしめる腕に力が入る。

『けれど、すまない。最初に謝っておくよ』

『きょうご』

『僕は桃花を、誰にも渡すつもりはない。たとえ、そのほうがキミは幸せになれるとしても。何を犠ぎ牲せいにしても、キミとの未来は諦あきらめない』

　だから、と京極会長は囁ささやいた。まるで懇こん願がんするように。

『僕を選んでくれないか、桃花。キミは何があっても、僕だけを見ていて。たとえ、僕が』




　ジリリリリリリリッ。




　鳴り響ひびいた音に、パッと目を開ければ、見慣れた白い天てん井じよう。もぞもぞと身体からだを毛布から出して、ベッド脇のサイドテーブルの上で鳴り続ける目覚まし時計を止めた。

　しばし、ベッドの上でぼんやりと座り込む。

「……アニメ十三話だ」

　京極会長が木き村むら桃花との交際を親に反対され、そこにつけ込んだ悪役令れい嬢じよう・星ほし野の宮みや桜さくら子こと、無理やり婚こん約やくをさせられる。それを知った桃花は、自分のせいで京極会長が望まない婚約を強しいられたのだと泣き、京極紫苑が慰なぐさめる、そんな場面。

　それはそれは、綺き麗れいなシーンだった。泣くヒロインをまるで全てから守るかのように抱きしめ、愛を囁く京極会長、かっこいい！

　あまりのかっこよさに、さっちゃんと教室で再現したよね。ドン引きしたクラス委員から、せめて裏庭でやるくらいの配はい慮りよを見せろ、って怒られたけど。

　それにしても、私は星野宮桜子なのに、夢の中では木村桃花の立ち位置だったんだけど、どういうこと。何より、今の私にとって現実の人物である京極紫し苑おんのそういうシーンは、ちょっと、こう、気き恥はずかしさがあるよね。

　しかも、自分が抱きしめられ、て………………。




『申し訳ないけど取り込み中なんだ』




　響ひびいた声と、抱かかえ込まれるように背中に回された腕。

　ち、ち、ち、

「違う違う違う違う！　あれは、こう、ほら！　隠かくすためであって、抱きしめるとかそんなんじゃないわ！　そう、電柱の陰かげに隠れる感じの！　私は悪役令嬢だもの、メインヒーローとそんな、だ、だ、だきあ…………抱ほう擁ようする、なんて、そんなことあるわけないわ！　あんな流ながれとのこと、とやかく言うような人と！」

　カッと顔に、身体からだ中の血液が集まった気がした。このままじゃ、血管が破は裂れつする！

　全身に送り戻そうと、ぶんぶんぶんぶん、と頭を振っていると、ガチャリと扉とびらが開いた。

　パッと頭の動きを止めた途と端たん、宙を舞まっていた髪かみがパサリと落ちて、その先から啞あ然ぜんとした表情で立ち尽つくす春はる兄にい様さまが現れた。

「……………………おはよう、桜子。朝食できてるよ」

　その長い間の中に、春兄様の気持ち、全てが押し込められている気がしたけど、蛇へびのいそうな藪やぶをつつく趣しゆ味みはない。

「ご機き嫌げんよう、春兄様。着替えたらすぐに行くわ」

　ニッコリ微笑ほほえんで応こたえた私に、気を取り直したのか、春兄様が美び麗れいな微笑みを浮かべた。

「髪も整えてから来るんだよ」

　あ。







　あの二回もドナドナされ、そして京極紫苑との、あるかないかの薄い縁えんを断たち切った日から、一ヶ月と半分。

　私は一度も京極紫苑と顔を合わせていない。

　前に避さけていた時とは比べものにならないくらい、徹てつ底てい的てきに避けて、学校生活を送っているから。

　正直、一方的に言葉を叩たたきつけてきたわけだから、向こうが何を思ったのか、気にならないわけじゃない。それが、一応助けてもらった相手ならなおさら。まぁ、有あり栖す川がわさんの件のそもそもの原因は京極紫苑自身だし、助けてもらった感じは、あまりしないけども。

　ちなみにその有栖川さんだけれど、あの日から学校に来ていない。噂うわさではかなり塞ふさぎこんでいるらしい。一応、有栖川さん達と私の間で何があったのかは、私も彼女達も、そして京極紫苑も口にしていないのか、特に噂になっていない。だから、来にくいとかはないと思うんだけど。

　としたらやっぱり、京極紫苑に振られたことがショックだったのかな。

　有栖川さんと交友はなかったし、頰をひっぱたかれたしで、とっても来て欲しい！　とまでは思っていない。でも、来なかったら来なかったで、やっぱり気になりはするよね。

　そこら辺のことも京極紫苑なら、何か情報を摑つかんでそうだけど、今はとにかく、ほんの一ミリですら近づきたくない。

　生き残るために無ぶ難なんな関係が必要だって分かっているけど、それでも、嫌いやなものは嫌なのだ。

　だって、彼は聡さとすぎる。

　私の誰だれにも見せたくないところまで見通して、見通されて動どう揺ようしたことにすら、気づいてしまう。

　私に隠したいことがなければいいけど、二回も死んでいるとね、それは難しいよね。

　旧桜子ちゃん、どうしてあそこまで京極会長への恋に狂えたのかな。今の私は恋に落ちるどころか、完全に鬼き門もんになりつつあるというのに。

　って、よく考えてみれば、旧桜子ちゃんは小学生で既すでに初恋を経験していたのに、私はまだ、一度もなくない？　なくなくなくない？

　え、これでいいの？　私もう中等科二年生なんだけど！　由ゆ紀き子こさんや留る美みさんとそういう恋バナとかしたことなかったから、気づかなかったけど。でも、初恋がまだって、これ、いいの？
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「はつこい？」

　由紀子さんが、思いきり訝いぶかしげな顔をした。

　いつもクールフェイスな彼女の珍めずらしい表情に、話題に出したことを若じやつ干かん後悔。

「珍しいですわねぇ、桜子様がそういった話をされるなんて」

　留美さんも少し驚いたように、目を丸くしている。

「え、えぇ、そうね。少し気になってしまって。うふふ」

　曖あい昧まいに笑って誤ご魔ま化かす作戦に出る。

　三限目が終わった休み時間、教室の私の席に集まってきた二人に、何となしに聞いてみたのだ。初恋っていつするのが普通なの？　と。

　結果は、ご覧のとおりだけども。

「で、どうなのかしら」

　曖昧に笑ってるだけでは一向に解決しないので促うながしてみると、二人は顔を見合わせて首を傾かしげた後、私のほうを見た。

「初恋をする時期は、比べるものではないかと」

「そうですわねぇ、恋は落ちるもの、とも言いますし、そういった方といつ出会うかは、人それぞれだと思いますわ」

「そ、そういうものかしら」

　二人は、既に高校生を二度体験している私もびっくりの、大人な意見を口にした。

「桜子様もそのうち、ふっと恋に落ちる時がきますわ。その時が、桜子様の初恋の時期だと思います」

「はい、焦あせらなくていいと思います」

　二人に微笑まれ（一人は微び妙みように口角を傾けい斜しやさせて）ると、そういうものなのかなぁ、と思えてきて、私は頷うなずいた。

　うん、由紀子さんと留美さんに聞いてよかった。一人だと、いつまでもぐるぐる考えちゃって、答えが出ないもんね。

　でも、一つ聞きたい。

「ねぇ、なぜお二人とも、私の初恋がまだということが前提なのかしら？」

　ニッコリと微笑んで首を傾げれば、隣の席で本を読んでいた松まつ木きくんが、不安そうにチラチラと私達の様子を窺うかがってきた。

　そんな松木くんの不安そうな視線をよそに、由紀子さんは淡たん々たんとした声を出す。

「つまり桜子様は、初恋をご経験されているのですか？」

「…………いいえ」

　留美さんはまるで、その会話自体がなかったかのように、飴あめいかがです？　とイチゴミルク味の飴を手のひらに載せてくれる。

　友人の気き遣づかいが、やけに心にしみた休み時間だった。
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「初恋？」

　虚きよを衝つかれたように目を見開く流を見て、あ、やっぱり聞かなければよかったと後悔。

　由紀子さんと留美さんの時で既に分かっていたはずなのに、学習能力のない自分に呆あきれた。







　今日は二年生の夏休みも終わり、暑さも和やわらいできた九月の土曜日。

　数週間ぶりに会う流と、お互いの家からちょうど同じくらいの距離にある高級ホテル内のカフェで落ち合った。

　私達も、もう中学生ということで、最近は家じゃなくて外に遊びに行くことが増えてきている。といっても、ほんの数ヶ月前からだけど。

　どうやら、何か面おも白しろいことないかな、という私の呟つぶやきを聞いて、流が自分の両親と春兄様に掛け合ったらしく、許可をもぎ取ってきてくれたのだ。

　学外で遊ぶ友人は流くらいの私だから、外で遊ぶ貴重な機会が増えて嬉うれしい限りである。

　ちなみに、最近遊んだところで一番楽しかったのは、水族館だ。マグロに、アジに、ヒラメに、イワシ。おいしそうな魚がたくさん！　どうしてもお寿す司しが食べたくなって、帰りに回らないお寿司（って言うと流は回るお寿司？　と首を傾げるけど）で夕食まで食べちゃった。流はなぜかあまり食べずに、玉子やかんぴょう巻きばっかり食べてたけど。

　それはともかく。

「えぇ、そう、初恋よ。流はもう、したことはあるの？」

　前のめりになって聞けば、流は少しのけぞってから、視線を宙にさまよわせた。

「恋？　うーん、恋かぁ。ないかな」

「え！　本当!?」

「本当だけど……。何でそんなに嬉しそうなの」

「だってお揃そろいじゃない！」

「あまりいいお揃いではない気がするよ」

「いいのよ！　実はちょっと前から不安だったの！　中学二年生にもなって初恋がまだなんて、おかしいんじゃないかって」

　よかった。流もまだなんだ。何だ、焦ることないじゃない。

　ふんふん、と鼻歌を歌う私に、流は苦笑する。

「うーん、僕はその手の話には疎うといから分からないけど、僕達二人がおかしいって可能性もあるんじゃない？」

「流と私の基準と、世の中の基準が違うなら、間違ってるのは後者だわ」

　だって、常識人で優しい紳士ジエントルマンがそうなんだよ？

　たとえ誰が否いなと言っても、私が正しいことにしてみせる。

　悪役令嬢の名にかけて！

「それにしても」

　と流は頼んだカフェオレを一口飲んで、首を傾げた。

「急にそんなことを言い出すなんて、何かあったの」

「何かってたとえば？」

　私も、ちょうどよい温度になったアップルティーを飲む。うん、ちゃんと香りがして、ほんのり甘くて、おいし、

「紫苑さんとか」

「ぐふっ」

　カップに口をつけた瞬しゆん間かんの攻こう撃げきに、私の気管にアップルティーが入り込んで、盛せい大だいにむせる。

　流にハンカチを渡され、口元を拭ふく。テーブルに零こぼれた紅茶を、流が呼んだウェイターさんが拭いてくれた。お仕事増やして、申し訳ありません。

「……ふぅ。で、今度のバイオリンコンクールの話だったかしら？」

「紫苑さんの話だよ」

「……えぇ、そうね」

　意外と食い下がった流に、私は何を聞かれるのかと身構える。

「この前、紫苑さんと学校の外で会ったんだ。その時、桜子の話になって」

「え！」

　京極紫苑と外で、って言うからには、わざわざ約束をしてまで会ったんだよね？　え、待って。何で常磐ときわの筆頭分家の流が、元クラスメイトなだけの、京極家の跡あと取とりと会うの。

　いや、それよりも、流も言われたの？　私があの日、保健室で言われた言葉を。

『キミと流くんは、一緒にいるべきじゃない』

　一気に、目の前の現実が遠くなる。テーブルの下で手が震ふるえた。

「な、にを」

「桜子？」

「何を話したの？　京極紫苑に、何を言われたの？　流、答えて」

　目め頭がしらの奥で、涙が作られていくのが分かった。でも、まだ待って。ここで泣いたらダメなことくらい、私にも分かる。

　でも、流は幼おさな馴な染じみで、ずっと一緒にいたから、涙が目に浮かんでなくたって、きっと私が泣きそうになっていることくらいは分かるだろう。

　さすがに心の中までは覗のぞけないから、理由は分からなくても。

　案あんの定じよう、流は私が泣くのを我が慢まんしていることに、気づいたみたいだった。

　目の前で少し困ったように微笑んだ流。私は笑えなくて、そのいつもの微び笑しようを見返した。

「桜子が何を思っているかは知らないけど、大丈夫だよ。少し話をしただけだから」

「ほんとう？」

「うん、僕と紫苑さんの中で、どうしても話し合わないといけないことがあったんだ。でも、もう大丈夫。お互い、同意したから」

「待って、流と京極様がわざわざ話し合うことって、想像がつかないわ」

「うん、僕も少し前まで思いもしなかったよ。さすがに、二人で待ち合わせて会うのは緊張したよね。ところどころの間が持つか心配で」

「え、そこなの？　心配するところ、そこ？」

「うーん、他には、きちんとお互い納得できる結果になるか、は不安だったかな」

「……そう」

　私の幼馴染みは大物なんだと、納得することにした。天然ではなく、そう、大物なのよ。

「その時に、桜子のことを聞かれたんだ。桜子さんは元気かい？　って」

「えっ」

「一年生の時、隣の席で結構仲良くしてたのに、僕に聞いてくるから驚いたよ。しかも、桜子最近、紫苑さんのことを明らかに避けてるし。何かあったの？」

「いえ、その前に、仲良くなんてなかったわ」

「そう？　よく二人で話し込んでたし、桜子、プリント運んだり、保健室行ったりする時、何かと頼んでたから。親しいんだと思ってたんだけど」

「まさか！　あれは色々と理由があったの。仕方なくだわ。私と京極様の間には流が心配するようなことは何もないから大丈夫」

　京極紫苑が隣で困っているのを見るのが忍びなかったとか。嫌でも視線を向けられるところに、同族意識がちらついたとか。

　あの人、放っておかずに助けにくるし、お礼や謝罪は潔いさぎよいくらいにハッキリ言うから、何となく絆ほだされてしまうのだ。

　今は昔のことだけどね！

「そう、まぁ何もないならいいけど」

　えぇ、そうですとも、ほんのちょっと絶交しちゃってるだけ。向こうも何も言ってこないし、双そう方ほう納得済みなら、問題なんて何もないわ。

　あれ、でもそう言えば。

「流と京極様の、お互いに同意しなくちゃいけないお話って何だったの？」

　私の問いかけに、流は困ったように微笑む。

「桜子が気にするようなことじゃないから、大丈夫だよ」

「何よそれ、気になるわ」

「ダメ、内緒」

　目を伏せ笑った流は、そろそろ行こうか、と言って立ち上がる。

　これは頑固なパターンだと気づいて、諦めた。

　仕方ない。

　私にだって、言いたくないことの一つや、二つ三つ四つ、どころじゃないくらいにあるものね。




　私はこの時、流を問いたださなかったことを、この会話を忘れるくらい後で深く後悔することになる。
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　冬休みに入った。

　十二月の中ちゆう盤ばんといえば、そう、クリスマス。

　そんな時期にかこつけて、この時期の社交のメインはほぼ、クリスマスパーティー関連である。

　星ほし野の宮みや家けも例年と同じで、招しよう待たい状じようが山のように届いたけれど、中でもクリスマス当日は数があまりにも多いので、厳選しての参加。

　クリスマス、という特別な日に、私達が家族揃そろって参加することになったパーティーは、言わずもがな、京きよう極ごく家けのパーティーである。







「今こ宵よい、聖なる夜を皆みな様さまと迎むかえられたことに」

　一通りの挨あい拶さつ後、そんな言葉と共に、京極家当主・京極紫し楽がくがグラスを掲かかげると、会場内の招待客も一様に掲げた。

　偶ぐう然ぜんにも、星野宮家も前に使ったことのある、京極紫し苑おんが私に頭を下げたあの会場だった。施ほどこされた装そう飾しよくのレベルが段違いで、同じところとは思えないけど。

　美しい装飾が施された会場の中心で、クリスタルで一面を飾られたクリスマスツリーが、キラキラと輝かがやいている。

　いつもクリスマスイブは私がごねにごねて、家族で過ごしてきたから、星野宮家は京極家のクリスマスパーティーに参加するのは、今年が初めてだ。そのため、いつもどのくらい豪ごう華かなのか知らないけど、それでも京極家が今年のパーティーへ気合を入れているのは、ヒシヒシと感じられた。

　そんなパーティー開始から二十分が経過し、私は春はる兄にい様さまと、春兄様のご親友である行ゆき成なり様、そして彼の妹であり、私の友人でもある由ゆ紀き子こさんとの四人で、会場の壁かべ際ぎわにいた。

「状況を読めないくせに、踊おどるのだけは立派な家が増えてきたからね。『東の雄ゆう』のご健在を示して、少しでも中立派を安定させたいんじゃない」

　会場の隅すみの壁に背中を預けた春兄様が、同じように隣に立ち、チキンを齧かじっている行成様を横目で見ながら、つまらなそうに呟つぶやいた。

　ネイビーのチェック柄スリーピーススーツを綺き麗れいに着こなしている春兄様は、まるで映画の世界から飛び出てきたような麗うるわしさ。ただ、あまりに妖よう艶えんすぎて、どうしてもよくてダークヒーロー、妥だ当とうなところだと、麗しき悪役ヒールにしか見えない。

「京ト極ツ家プは京ト極ツ家プなりに、苦労してるっつーことか？　ま、俺は食事がうまければ、それで十分だけどな」

　そう答えた行成様は、さすがに京極家のパーティーだからか、ベロア生地のジャケットをきちんと着ている。

　マローネ・エ・アズーロ、しかもベージュが基調で、かなり着こなすのが難しそうな組み合わせを、持ち前の体格のよさで、おしゃれに着こなしている。さすがは雨あま宮みや家けの跡あと取とり息子むすこ。ネクタイが見当たらないことには、目を瞑つむろう。

　そんな二人が壁際に並んでいる姿は、そのまま映画の宣伝ポスターに使えそう。

「僕としては、行成は動かずに食べていてくれるほうが、有あり難がたいけどね」

「何言ってんだよ、春はる雪ゆき。腹が減っては戦いくさはできぬ、っつーことは、つまり、腹を満たせば開戦の時間だぜ」

　頰ほおをお肉で膨ふくらませ、食べ終えたチキンの骨ほねを左右に振る行成様に、春兄様は片かた眉まゆを上げた。

「そう、それならどうぞ、先せん陣じんを」

「おいおい、俺ら親友だろ、な？　死地には仲良く一緒に出向くのが、定番だろ？」

「歩く不発弾と一緒に行くくらいなら、一人で先に斬きり込むよ」

「冷てーの」

　と、気心知れた親友同士、砕くだけた物言いで言い合う二人の会話を、唐とう突とつに冷ひえた声が引き裂さいた。

「お二人とも、無む駄だ話ばなしはそれくらいにしていただけませんか」

　私は思わず隣でその声を発した人物、由紀子さんを見た。

　彼女はいつもどおりの無表情で、けれど視線がいつもの倍は冷たい。

　銀ぎん糸しの刺し繡しゆうが入ったアイスブルーのドレスを着て、真しん珠じゆが編あまれた髪飾りをつけた、クールビューティー由紀子さんは、まるで氷の女神のように神こう々ごうしい美しさだった。

「我わが麗しの妹は、ご機き嫌げん斜ななめってか？」

　行成様は恐おそろしいことに、由紀子さんの冷たい視線をものともせず、茶化すように笑った。兄きよう妹だいだからなのか、豪ごう胆たんな行成様の性格か。

　由紀子さんの視線が、零れい度どを下回った。

「お二人が優秀なのは知っています。ですが、自信も過ぎれば、足元を掬すくわれます」

「まぁ、一理あるね。少なくとも、今までの行成のどんな意見より、まともだ」

「あったりまえだろ。俺の妹だぜ？」

「血の繫つながりって、神秘だよね。僕は常々そう実感してるよ」

　そう言うと、さてと、と春兄様が壁から背中を離す。

　瞬しゆん間かん、会場のあちらこちらから、視線が私達のほうへ向けられるのを感じた。

　そのことに確実に気づいているだろうに、春兄様はあくまで自然体。まぁ、春兄様の緊張しているところなんて、見たことがないけれど。

「じゃあ、僕はそろそろ行くね」

「おいおい、本気で俺と別行動かよ」

「君と一緒だと、得られるものも得られないでしょ」

　と春兄様は言いながら、でもまぁ、と私の隣に立つ由紀子さんの腕を引いた。

「え」

　由紀子さんの口から珍しく気の抜けた声が漏もれる。

「とはいえ、一人だと心細いから、行成、キミの妹を借りてくね」

「春雪様、待っ」

「ちゃんと五体満足で返せよ」

「もちろん」

　行成様は戸と惑まどう由紀子さんに構わず、アッサリ頷うなずくとひらひら手を振る。

　由紀子さんは表情の乏とぼしい顔に、それでも狼ろう狽ばいした様子を浮かべて二人を交こう互ごに見ていたけれど、行成様が手を振ったのを見て、諦めた目をして頷いた。

「じゃあ、桜子は行成と一緒にいるようにね」

「へ？」

　確かに、この流れだとそうなる。そうなるけど、でも、行成様と？　春兄様、ご自分が一緒にいるの嫌がったのに、私には一緒にいろって、え。

「じゃあ、桜子のこと頼んだよ。行成」

「おう、任せとけ！」

「爪つめの先でも欠かけてたら、その命、ないものと思ってね」

「物ぶつ騒そうだなおい」

　春兄様は私に美び麗れいな微び笑しようを向け、やれやれと肩かたをすくめた行成様を一いち瞥べつした。

「じゃあ、また後で」

「おう、後でな」

　私と行成様を残して、春兄様と、その隣をどこかぎこちなく歩く由紀子さんが、招待客の波に消えていく。

「……さてと、俺らは俺らで動かねーとな。桜子ちゃんはどうしたい？　やっぱここは、京ホ極ス家トにでも挨拶に行くか？」

　うぐ。

　言葉に詰まる私を、行成様は首を傾かしげて見下ろす。

　選ばれた招待客の集つどう今日のクリスマスパーティーは、中立を謳うたう京極家主しゆ催さいのため、上位五家の人間は対立関係にかかわらず、もれなく参加しているだろう。現当主だけでなく、跡取り息子が何人来ているかまでは、不明だけど。

　そんな今日は、色々な家との繫がりを作ったり、バランスを取ったりするには、絶好の機会だ。特に今、星野宮家を取り巻く状況を考えると、今日動かなくていつ動く、という状態。

　由紀子さんが春兄様と行成様を急せかしたのも、分かる。でも私的には、何人の攻略対象地雷が埋うまっているか分からない地雷原を、あまりうろちょろしたくはない。

　絶ぜつ縁えん中ちゆうである京極紫し苑おんに近づくなんて、もっての外ほか！

　なーんて我わが儘まま、星野宮家の長女である私には言えないけどね。

「……行成様にお任せしますわ」

　決断から半分逃にげるようにそう言うと、行成様はそーかそーか、とカッカッと笑う。

　さてどんな提案が飛び出てくるか、と身を堅かたくした私に、笑いを収めた行成様は、一いつ瞬しゆん視線を会場内にさまよわせてから私を見て、ニヤリと口角を上げた。

「んじゃ、まずは、デザートでも堪たん能のうしようじゃねえか、な、桜子ちゃん」

「えぇ」

　…………って、ん？

　あれ。







「おい桜子ちゃん、このカタラーナ、すっげーうまいぞ」

「こちらのイチゴのレアチーズケーキも美お味いしいですわ」

「へぇ、さすがは京極家のパーティーってことか。さっきのチキンもうまかったし、いい料理人使ってんだろーな」

　感心したように頷きながら、行成様はお皿に山盛りになったデザートを食べ続けている。

　私はその隣で、控ひかえめにデザートを載のせたお皿をつつきながら、会場をぼんやりと眺ながめた。

　私達が今いるのは、さっき春兄様達といたところとは違うが、壁際。会場の片隅であるということは微み塵じんも変わっていない。

　というのも、雨宮家の跡取り息子として冗じよう談だんかと思うような先ほどの発言は、行成様の本気だったらしく、そのまま二人でデザートを取りに行くことに。

　今日のパーティーはバイキング形式の立食パーティーだから、デザートももちろん取り放題。とはいえ、この状況でのんきに食べられるような人は、今日招待されている家の人間の中では、少数派だろうけど。あくまで話のネタに、少し口にするくらいだ。

　しかし、その少数派に堂々と名を連つらねる気らしい行成様。小さいデザート皿ではなく、メイン用のお皿に、ケーキやゼリーの入った小皿などを、所狭せましと並べていた。

　マナーはって？　うん、そこから壁際に移動するまで、すれ違う招待客の驚きよう愕がくの視線が痛かったことだけ、お伝えしておこう。

　あ、私はもちろん、デザート用のお皿に、数種類取るだけに抑おさえた。

　正直、行成様があれだけ載せてるから、私が多少多く取ったって大丈夫だとは思ったけど。どれも美味しそうで、一通り味わいたい、とも思ったけど。でもそこは、星野宮家長女、というプライドでね、何とか押し止とどめました。

　そんなこんなで私と行成様は、壁際で取り留めのない会話をしながら、デザートを満まん喫きつ中ちゆう。そんな私達に話しかけてくる人は今のところいないけど、チラチラと様子を窺うかがうようなたくさんの視線は、さっきから感じていた。

　まあね、星野宮家の長女と、その分家の跡取り息子が、この大事なパーティーで社交もせず、ケーキを頰ほお張ばっているなんて気になるよね。

　いや、もはや気になるを通り越して、怪あやしいのかもしれない。

　何だか警けい戒かいするような鋭するどい目も、一つや二つじゃないし。気づいてませんよー、って顔で、ケーキを食べ続けさせてもらってるけど。

　まぁ、誰とも話さず二人でこそこそと密談しているように見えなくもないから、何をたくらんでいるのか、と警戒されるのも分かるけどね。

　でもね、さっきから私達、ケーキと会場の装飾の話しかしていないの。

　ごめんあそばせ。

　お皿に取ったケーキを食べ終わった私は（行成様のお皿にはまだ半分くらいある、さすがに取りすぎでしょう）、行成様の言葉に返事をしながらも、パーティー会場の中心を見た。

　その中心には大きく広がった空間があり、招待客によるダンスが行われている。

　緩ゆるやかな曲に合わせてステップが踏ふまれるたび、ふわり、ふわり、と色とりどりのドレスの裾すそが舞まい上がる。豪華に飾りつけられた会場で、美しい旋せん律りつと共に着飾った男女が踊る華はなやかな空間は、まるで夢のよう。

　しばらくじっと、その光景を見つめていると、スッ、と視界に入り込んだのは、揺ゆれる金色の髪かみだった。

　突然の京極紫苑の出現に、ドクリ、と大きくなる心しん臓ぞうの音。けれど、今私がいる壁際から、彼のいる中心までは距離がある上に、彼は踊っているわけで、私を見つけることはないと思い立ち、ホッと安あん堵どした。

　京極紫苑のダンスのお相手は、オレンジ色のドレスを着た美しい女性だ。確か繊せん維い業界において、かなりの力を誇る大だい企き業ぎようを経営する家のご令嬢で、大学生のはず。そんな年上の女性と踊る京極紫苑は中学生。

　けれど全然、見み劣おとりしていない。流れるようなリードは、私が昔、一緒に踊った時よりも格段に洗せん練れんされていた。

　明らかに、その空間にいる誰だれよりも多くの注目を浴あびているのに、緊張している様子は欠片かけらもなく、美しい顔に浮かべられた完かん璧ぺきな微笑は、ほんの一瞬たりとも崩くずれない。

　そこにいるのは完璧な正せい統とう派は王子様だ。

　ここから見ていると、机を並べて授業を受けていた一年生の頃が何十年も前のことみたい。

　しかも、そんな彼に成り行きとはいえ、ほ、ほ、ほ、法要、じゃなかった、抱ほう擁よう（抱きしめられた、ではなくね！）されたことに至っては、夢だったような気がする。

　ぼんやりと優ゆう雅がなダンスを見ていると、ふっと彼らを通り越した先、ダンスを眺めながら談笑している招待客の中にいる、一人の少女が目に留まる。

　派手ではない、どちらかと言えば、控えめなデザインのドレスに身を包んでいるけれど、決して見間違うはずのない少女に、息を吞のむ。

　ここで叫さけばなかったのは、少女の周りのどこにも、父親がいなかったおかげだ。もしいたら、情けない悲鳴を上げていたかもしれない。

『娘ムスメノ仇カタキダ』

　あの時、真まっ赤かに泣き腫はらした目で私を睨にらんだ狂きよう人じんの姿が思い出される。娘がいるのなら、彼も当然この会場にいるんだろう。

　それを考えれば、全身に鳥肌が立つけれど、でも、分かっていたことだ。いつか遭そう遇ぐうすることは。だから、取り乱したりなんて、しない。

　なるべく関わらないように行動すればいいんだ。大丈夫、何とかなる。

　自分に言い聞かせながら少女を見ていると、彼女の頰がほんのり色づいていることに気づいた。そして、その視線がたった一人を見ていることも。

　それは別におかしいことじゃない。白しろ金がね学園の女生徒のほとんどが、多かれ少なかれ、憧あこがれを抱いだいている京極紫苑。だから、彼に熱い視線を向けているのは、この会場にいる同じくらいの年の女の子には、よくあること。

　でも。

「ダメ、よ」

　ダメよ、やめて。

　誰にも聞き取れないくらいの、それこそ、隣の行成様ですら気づかない小さな声で、私は呟く。

　熱心に彼を見つめるその瞳ひとみと、目が合わないことは分かっていたけれど。

　でも、その人だけは、ダメなのだ。分かってほしい、お願いだから。

　ねぇ、憧れるだけなら他の人にして。春兄様でもいい、常磐ときわ柊しゆう生せいだって。でも、どうか京極紫苑にだけは、心を奪われないで。だって、だって彼は、アナタの。

　アナタの未来の親友と、恋に落ちるのだから。

　真まっ直すぐな憧れを宿す瞳を見続けていられなくて、私は京極紫苑に焦しよう点てんを移した。彼女を見ているよりは、彼を通して、朧おぼろげになった彼女の様子を観察するほうが、まだ目に優しい。

『あの子さえ、桃もも花かさえいなければ、私は』

　放課後の薄うす暗ぐらい教室の中、搾しぼり出すように呟いた女生徒。

『噓うそだったのですか、どうして、なぜっ……』

　それよりもっと後で、絶望にその瞳を染そめた彼女は、ひっそりと世界から消えたのだ。

　彼女の父親に、その手を汚よごさせるほどの憎にくしみを残して。

　つらつらと思い出していれば、流れていた曲が終わり、同時にダンスも止まった。

　京極紫苑は、相手パートナーに何かを言い、柔らかく微笑みかける。

　凜りんと咲く百ゆ合りの花のような、その高こう雅がな微笑からも、私は思わず目を背そむけた。

　ねぇ、京極紫苑。

『たかが憧れだ、恋心だと、軽視しているのですか？　中学生とはいえ、女は女ですわ。思い募つのって、思い詰めれば、道を外はずれたっておかしくない』

　アナタは、罪深い。

　星野宮桜子前世の私の罪悪は、それよりも遙はるかに重かったけれど。







「さすがにそろそろ動かねーと、由紀子に殺されそうだ」

　デザートを食べ終えた行成様は、自分と私のお皿を歩いていたウェイターに渡すと、唐とう突とつに呟いた。

「お優しい由紀子さんは、そんな物ぶつ騒そうなことしませんわ」

「アイツの軽けい蔑べつの目、見たことあるか？　あれは半はん端ぱない。視線だけで人が殺せる」

「それがお分かりなら、初めから向けられるようなことをしなければいいのでは？」

「おいおい、そしたら自分が品行方正すぎて、死にたくなるだろ」

「どっちにしろ、死ぬんですのね」

「まーな。そしてどうせ死ぬのなら、俺は妹に殺されることを選ぶね」

　行成様は、カッカッと笑う。あまりに豪快に笑うので、近くにいた何人かがこちらを振り返った。やめて。

「あの、行成様って」

「ん？」

「シスコンでしたのね」

「星野宮の兄妹には言われたくねーな」

　行成様は、珍しく真顔でそう言うと、んじゃ、適当に挨拶にでも行くか、と背伸びをした。

　パーティー会場でこうもあからさまに背伸びをする人、初めて見たよ。というか今日、初めてこれだけ長く一緒にいて、改めて色々と普通じゃないと実感した。

『キミ☆らぶ』では『魔ま性しようの貴公子』と呼ばれ、あの星野宮の天才、と称される春兄様の親友は、これくらいじゃないと務つとまらないのかな。

　何か違う気もするけど。

「あ」

　壁から背を浮かし、歩き出そうとした行成様が、ふいに声を上げた。

「行成様？　どうかされましたの？」

　首を傾げる私を見下ろして、行成様は近づくようにと手て招まねきをする。

　え、隣にいるのに、これ以上近づく必要があるの？

　不ふ思し議ぎに思いながら数十センチの距離を詰めると、行成様はかがんで、私の耳元に顔を近づけてから囁ささやいた。

「あっちの隅の庭に出るドア、桜子ちゃんの幼おさな馴な染じみくんがいるぜ」

「えっ」

　言われるがまま視線を向ければ、流がドアを開けて庭に出るところだった。そして、その後ろに続くのは、見たことのある壮そう年ねんの男性。

　忘れるはずがない。服は違うし、あの時よりも少し年を取っているけれど。

「三み浦うら、雄ゆう二じ」

　四年前、流をけなしていた男。そして冷れい泉ぜい院いん家けのパーティーで、流を突き飛ばした男子の、父親。

　そんな人と、流が一緒に庭へ。

　ゾワリ、と背せ筋すじが粟あわ立だつ。

「桜子ちゃん」

　私の名前を呼んだ行成様の声に、ハッと気づいて顔を上げる。

　私を見て、行成様は笑った。人ひと懐なつっこい、その笑顔。

「行かねーの？」

「え、あ、いえ、私は」

「気になんだろ？　春雪から、二人の仲がいいことは聞いてっからな」

「そうなんですか？」

「あぁ、だから気にしないで行けよ。こっちのことは、俺と春雪に任せればいい」

　行成様が私の背中を軽く押すと、私の足はトンッと逆らうことなく、一歩前に出た。

「ごめんなさい、失礼しますわ」

「気にすんな」

　そのまま二歩、三歩と踏み出して、流達の後を追う。

　と、

「桜子ちゃん」

　足を止め、振り返る。

　視線の先で、行成様は明日の天気を話すような、そんなのんきな声で言った。

「桜子ちゃんの兄貴は天才だよ。それは間違いない」

「はい？」

「けどな、大切に思っちまってるとこだけは、馬ば鹿かだと思ってる。しかもその上で、肝かん心じんなことには気づけてねーんだから、笑っちまうよ」

「えっと」

「だから、困んだよ、親友の俺としては。けどな、雨宮の跡取りとしては、どうしようもねーんだよな」

「行成様？　何を言って」

　意味の分からない話で困こん惑わくする私に、行成様はあー、と言って頭をかいた。

「まぁ、つまり、俺はシスコンじゃないっつーことだ」

　そう言うと、行成様はカッカッと豪快に笑った。







　庭へ出れば、クリスマスということもあり、寒かった。

　とはいえ、京極紫苑の謝罪を受けた真冬のあの日と比べれば、まだましだけど。

　前と同じで誰もいない庭を、流の姿を捜さがして、こそこそ歩く。

　冷泉院家のパーティーで、もう助けないで、と一方的に言われた身としては、まずはどこかに隠かくれて、様子を窺うべきだと思うんだよね。

　そうして、庭の奥まで歩いていくと、二人は意外とすぐに見つかる。

　緑の多い庭で助かった。

　木に隠れつつ前進を繰くり返し、ようやく二人の声が聞こえるところまでやってこれた。ライトアップされた庭とはいえ、薄暗い中なら分からないだろうと、コソッと覗のぞく。

　流の後頭部と、その前に立つ三浦雄二が見える。二人は何か話しているようで、けれど、話の内容までは聞き取れない。

　一体、こんなところで何を。わざわざ京極家のパーティーに来て、こそこそと話すなんて、この前の冷泉院家のパーティーで起きていたようなことしか思い浮かばなかった。

　けれど。

　三浦雄二が頭上を飛んだ蛾がを払うついでに、視線を上げたのだ。あまりに唐突すぎて、私は顔を引っ込めることすらできなかった。

　バチッと、視線が合った。

　三浦雄二は、僅わずかに目を見開く。けれど身を硬くする私の予想とは反して、声は出さずに、ふっと嗤わらった。心底見下すような、嫌な嗤い方で。

「時に、流様。星野宮家とのことは、残念でしたなあ」

　次に三浦雄二の口から出た声は、先ほどよりも大きかった。

　まるで木陰に隠れる私に、聞かせるかのように。

　私がいることに気づいていない流は、振り返らない。

「本家の現ト当ツ主プは芸だの美だのにしか興味のない日和ひより見み主義者。若様はまだ年若く、分家の流れをお一人で変えるような力はお持ちになっていない。せめて流様が飛び抜けてご優秀であれば……と、これは言っても詮せんなきことですな」

　三浦雄二は流を見て、ニヤニヤと笑う。その言葉は明らかに、私に向けられていることが分かった。

　私の直感が告げる。

　聞いたらダメだ、と。今すぐ、この場から去れ、と。

　けれど、私の足は動かなかった。四年前のあの日と同じように。

「まあ、それを思えば、流様のお父上は腐くさっても筆頭分家のご当主であらせられる。今回のことは英断でしたぞ。省しよう吾ご様が決断されれば、本家だとて、そう長くは持ちますまい」

　ダメだ、今すぐ会場に戻らないと。春兄様のところに。そうして、明後日あさつて、流と約束しているプラネタリウムに、一緒に行くんだ。

　いつもみたいにくだらない話をして、そして。

「流様、どんなご気分でしたか？」

　私の足は、動かない。

「譲ゆずらないと豪ごう語ごした幼馴染みの、敵になるかもしれないと分かった時のご気分は」

　三浦雄二の言葉は、酷ひどく残ざん酷こくな響ひびきを伴ともなって、私の耳を貫つらぬき、脳のうをえぐった。

　一気に全ての現実が遠のき、目を開いているのに、何も見えない気がした。

「どうお伝えしたのですかな？　星野宮家の桜子様に。常磐の分家全てが、阿あ久く津つ家けにつく意を固めた以上、本家といっても時間の問題だと。ご自分が桜子様の全てを、奪うかもしれないと」

　それとも、とゆったりした声が言った。

「まだ、お伝えしていないのですかな？」

「…………僕は」

　流が口を開く。けれど、続きは、三浦雄二の言葉に遮さえぎられた。

「とはいえもう、桜子様は知ってしまわれたようですが」

　────パキリ。

　そんな軽い音を立てたのは、私が一歩木陰から出た瞬しゆん間かん、踏みしめて割れた枝だった。

　その音に、目の前の背中がビクリ、と揺れ、次ついで、バッと振り向く。

　薄茶色の瞳が、驚きよう愕がくで大きく見開かれた。

「………………さくら、こ」

　震える唇くちびるが、私の名を呟く。瞬時に色を失った頰が痛々しい。

　流、何で、そんな顔をしているの？

　いつだって穏おだやかで、柔らかい、困ったような微笑みを、私に向けるアナタが。

「まあ、星野宮家に思い入れのない私も、もう二度とお二人が一緒にはいられないことには、さすがに心が痛みますなあ」

　三浦雄二が嘲あざけるように、嗤う。

　けれど、否ひ定ていすればいいのだ。だって、流は常磐家の筆頭分家の跡取り息子。ただの分家である三浦雄二の発言なんて、気にせず取り消せばいい。

「流」

　名前を呼ぶ。今までに何回だって呼んだ名前を。

　それなのに、流は顔を伏せた。

　でも、大丈夫だ。流が私の言葉を無視するはずがない。

「ねえ、流、今のお話は噓でしょう？　だって、常磐が阿久津につくなんて、ありえないわ。ねぇ、流、違うと言って。私、アナタが言うのなら、信じるから」

　流は私を見ない。でも、大丈夫。きっと聞こえてる。

「アナタだけを、信じるから」

　懇こん願がんするかのように響いた声が、夜の空に消えかけた頃、流が伏せていた顔を上げた。

　私を見た薄茶色の瞳が、揺れる。

　瞬間、私は気づいてしまったのだ。そして、私が気づいたことに、流も気づいた。

　だって、私達は幼馴染み。

　あの日だって、その日だって、それこそ今日だって、いつだって以心伝心、ツーと言えばカー、なんだから。

　流の顔が苦しげに歪ゆがんだ。それでもその口から、否定の言葉は出ない。

　私は震える瞼まぶたを閉じた。




　ねぇ、流。

　噓じゃないのね。

　噓にすることすら、できないのね。




　閉じられた私の視界が、暗い色一色に染まる。

　この色は、そう、あの日の答えだ。

『なぁ、星野宮妹。絶望の色を、知ってるか？』

『絶対王者』の問いかけに、あの時の私は答えなかったけれど。

　でも、ずっと前から、私は知っていた。

　それはたとえば、泣き叫ぶさっちゃんの、濡ぬれた瞳の色で。

　あの日倒れ伏した、アスファルトの色で。

　そして、瞳を閉じた先に広がる、こんな色で。

　絶望の色を、私はずっと前から嫌ってほどに知っていたのだ。

　だから。

「桜子、僕は」

「もう、十分だろう」

　唐突に響いた声に、けれど三度目ともなると、驚きはない。

　流と三浦雄二は、驚いた視線を、突然現れた彼に向けている。

「なぜ、紫苑様が」

　三浦雄二が、震える声で呟いた。

　京極紫苑はその視線を受け流し、超然とそこに存在している。

「今日は京極家うち主催のパーティーだ。この場は、僕が預かろう」

　異論は許さない、と私達を見み据すえるエメラルドの瞳が告げていた。

　私、三浦雄二、流と、ゆっくり見回したその瞳は、最後にまた、私に戻ってくる。

　黙って見返す私に、険を帯びていた目元がふっと和やわらぐのが分かった。

　京極紫苑が私のほうへ歩いてくる。私はそれを、立ち尽くしてただ眺める。

「行こうか、桜子さん」

　落とされた声と、引かれた腕うで。

　半分引きずられるように、私の足が動いた。

　逃げ去るように、その場を後にする瞬間、私は思わず、顔だけで流に振り向いた。

　開いていく流との距離、夜の闇やみに消えていく慣れ親しんだ姿、それらが私に突きつける現実を、ずっと見ていた。

　見えなくなってからも、ずっとずっと見ていた。







　京極紫苑が歩調を緩ゆるめ、自然と引っ張られていた私の歩みも遅くなったのは、あの時の噴ふん水すいのすぐ傍そばだった。

「桜子さん、このまま会場にもど」

　そう言いながら振り返った京極紫苑が、私を見下ろして、言葉を途切れさせる。

　言っておくけれど、私は泣いていない。涙は一筋たりとも流していない。

　だって私は、星野宮家長女、星野宮桜子だから。

　このくらいのことで、取り乱したりなんか、しない。

「…………少し、座って休きゆう憩けいしようか」

　けれど京極紫苑はそう呟き、噴水のところまで私の腕を引いて行く。そして私を促うながし、噴水の縁へりに座らせると、自分は隣に腰こしを下ろした。

　寒いだろう、と言われて、京極紫苑はジャケットを脱ぬぎ、私の肩かたにかけた。そこに残る温もりでようやく、風の冷たさに気づく。

　言われるまで、忘れていた。

「泣かないのかい？」

　唐突に、そんなふざけたことを言われるものだから、思わず横目でジロリ、と隣の京極紫苑を睨にらむように見れば、目が合う。

　エメラルドのような緑色の瞳。

　それが労いたわりを含んでいるような気がして、優しさが見える気がして、思わずパッと逸そらして、また前を向いた。

「泣きませんわ」

「ここには、僕と桜子さんしかいない。無理する必要はないだろう」

「いいえ、泣きません」

　絶対に、泣かない。泣くものか。

　唇くちびるを嚙かみしめる私の顔を、京極紫苑が覗き込んだ。

「ねぇ、桜子さん。だいじょう」

「言わないで」

　遮るように制止する。

　失礼だって分かってるけど、気き遣づかってくれているのだと分かってるけど、でも言って欲しくなかった。

「今だけでいいの。どうかその言葉だけは、口にしないでちょうだい」

　だってそれは、魔法の言葉だから。

「お願いよ」

　懇願し、瞳を閉じた私の横で、京極紫苑はそれ以上、口を開かなかった。

　西野美優わたしが画面の中でよく見惚れていた正統派王子様らしい行動、優しく抱きしめることも、手を握にぎることも、頭を撫なでることも、彼はしなかった。

　ただずっと、この十二月の寒空の下、私の隣にいてくれた。
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　声が聞こえた。




「桜さくら子こ、危ないよ」

　樹じゆ上じようの私をハラハラとしながら見上げ、流ながれが声を張り上げた。

「大丈夫、平気よ！」

「そんなこと言って、この前、僕の家の庭の木から落ちたでしょう」

「あれはっ、サルスベリの木だったわ！」

「何で知ってるのに登ったの？」

「そこに木があったからよ！」

　私の叫さけびに、流が盛せい大だいにため息をつく声が聞こえた。

　木の上にいるから、葉っぱが邪じや魔まで、下にいる流の表情は見えないけれど。たぶん、いつもの困ったような表情を浮かべているんだろう。

　でも、ここは気持ちがいいし、もうちょっとだけ。

　そう思っていた私の耳に、聞こえてきた言葉は予想外のものだった。

「もう桜子にはついていけないよ」

「え？」

「そもそも、僕らが一緒にいること自体が間違ってるよね」

「え、ちょ、なが」

「桜子だって、気づいているんでしょう？」

　言葉に詰まる私に、「じゃあ、僕は行くから」と言うと、流は歩き出してしまう。

「待って、流！　今下りるから！　お願い！　行かないで！」

　叫びながら、焦あせって木から下りようと手足を動かす。

　けれど木が大きくて、どれだけ下りても地上につかない。こんなに大きかったのか、この木は。

「流！　なが、ながれえぇぇ！」

　半はん狂きよう乱らんで叫んだ時、足が木の枝から滑すべり落ちる。

「あ」

　瞬しゆん間かん、凄すさまじい衝しよう撃げきが、私を襲おそった。







　ガゴンッ。

　軽い浮ふ遊ゆう感かんと共に、鈍にぶい音が全身を貫つらぬき、後頭部を激しい痛みが突き抜ける。

「ぐ、ふっ、う」

　次ついで耳に届いた声は、自分のものとは思えないくらいの、低いうめき声だった。

　でも、それを恥はずかしがる余裕は、今の私にはない。

　あまりの痛みに両手で頭を押さえ、絨じゆう毯たんが敷しかれている床の上をごろごろ転がった。

　頭の他に、背中やお尻しりも痛いけれど、でも、やっぱり何より、頭が痛い。

　痛い、痛い痛い痛い！　痛いいぃぃぃぃぃぃぃぃっ！

「はっ、はひゅっ、はふ、ふ────」

　痛みのせいで、呼吸が乱れる。肺はいがうまく息を吸い込まない。

　何が起こったの。

　のた打ち回りながら、涙が溢あふれる視界を何とかこじ開ければ、広がるのは見慣れた絨毯の模も様ようと、落ちている毛布。

　どうやら、自分の部屋のベッドから落ちて、床で頭を強打したらしい。

　バカすぎる。

　でも、痛い。猛もう烈れつに痛い。頭に穴が空いてるんじゃ……。

「お、お嬢じよう様さまっ!?」

　突然、驚きよう愕がくの声が部屋に響ひびき渡った。

　この声はおそらく、最近星野宮家ウチに来たばかりの、若いお手伝いさんのものだ。

　いつまで経たっても起きてこない私の様子を、見に来てくれたんだろう。

「あ、え、なん、え？」

　新米さんは、床を転がり回る雇やとい主ぬしの娘むすめに、大層混乱しているらしい。

　扉とびら付近でオロオロしているのが、見なくても分かる。

　平気よ、と返事をしてあげたいのは山々なんだけれど、残念ながら、まだそこまでは回復できていない。

　ごめんあそばせ。

　痛みに身み悶もだえながらも、頭の片かた隅すみでそんなことを考えていると、とうとう新米お手伝いさんの混乱はピークに達してしまったらしい。

「は、春はる雪ゆき様！　春雪様あぁ！　お嬢様がっ！　春雪様あぁぁぁぁ！」

　何と新米さんは、私に近寄ることも、状況を確かめることもせずに、大声で春兄様を呼びながら、部屋を走り出て行ってしまったのだ。

　まぁ確かにね、春兄様なら、どんな状況でも何とかしてくれそうだけど。

　でも一つ言うとしたら、今は兄より、頭を冷ひやすものが欲しかった。

　そんな新米さんがいなくなってしまうと、痛みで動けない私はどうしようもない。

　仕方がないので、床の上で一人、身体からだを丸めて、静かに痛みが過ぎ去るのを待つことにする。

　あれ、何だかこれ、とっても切ないわ。







　その後、数分と経たたずに駆かけつけてくれた春兄様に、助け起こされた。

　まだ早朝と言える時間。

　どうやら新米お手伝いさんに叩たたき起こされてしまったご様子で、就しゆう寝しん用ようの部屋着の上にカーディガンを羽は織おっただけのお姿だった。

　家の中とはいえ、きちんとした春兄様らしくない服装で歩かせてしまったことに、心の中で土下座。

　でも春兄様は、妹がベッドから落ちたという間抜けな理由に文もん句く一つ言わず、ただ、痛がる私を心配そうに覗のぞき込んで、そうっと頭を撫なでてくれた。

　春兄様の優しさにじぃん、と一人感動を嚙かみ締める。

　とはいえ、病院に行く？　と言われた時は焦ったけど。

　寝ぼけてベッドから落ちて病院に行くなんて、恥ずかしいにも程がある。しかも、誰だれも知らないとはいえ、私は悪役令れい嬢じよう・星ほし野の宮みや桜子なのだ。

　さすがに間抜けすぎるでしょう。

　というわけで、昔からの奥の手である元気アピール、発動。

　今回は、その場で一人ワルツを踊ってみたんですが、いかがでしょうか。

　春兄様はギョッと目を見開いた後、しばし沈ちん黙もくしてから、分かったよ、と渋しぶ々しぶ頷うなずいた。

　ふふふ、奥の手、成功！

　まぁ、床で丸まる私を見て絶句した春兄様の表情は、しばらく忘れられそうにないけどね。







「大丈夫？　桜子」

　玄関先で、春兄様は心配そうに言った。

「えぇ、平気、少したんこぶになったくらいだもの」

「そう、だけど顔色が悪いよ」

「そう？」

「夜は眠れてる？　気づいていないかもしれないけど、桜子、あのクリスマスからずっと」

「わっ、もう時間ね、急がないと遅ち刻こくだわ！」

　行ってきます、と春兄様に笑って手を振り、車に乗り込む。

　遠ざかる春兄様はそんな私を見て、難しい顔をしていた。







　季節は冬をとっくの昔に終え、春夏を一足飛びに越えた十月の今日。

　気づけば、白しろ金がね学園中等科の三年生生活も、半分が終わっていた。

　三年二組。

　由ゆ紀き子こさんと留る美みさんは言わずもがな、そして何と今回は、智とも子こさんもクラスメイトである。

　さらに、京きよう極ごく紫し苑おん、常磐ときわ柊しゆう生せいとも無事離れ、素す晴ばらしいクラス分け！

　中学校生活最後の一年は、今のところとびっきり平和に暮らせている。







　そんな今日も、三限までは無事終わり、今は四限前の休み時間。

　由紀子さんと留美さんと一緒に特別教室へ移動する途中、前のほうから、五、六人の男子生徒のグループが歩いてきた。

　それを目にして、一瞬、足を止めかける。

　由紀子さんと留美さんが、同時に私を心配そうに見るのが分かった。

　そんな二人の視線には気づかないフリをして、歩みを止めないよう、そして微笑ほほえみも絶たやさないよう、前を向いて歩く。

　男子生徒のグループは廊ろう下かの真ん中を歩く私達に気づき、避よけるように、少し端はしに寄って歩いた。

　何でもない一場面だ。

　ただ、廊下で生徒同士がすれ違うだけの。学園内で一日に、何百回と起きていること。

　男子のグループも少しの緊張は見られるものの、特に気にも留めていない様子で、一人、また一人と、私達の横を通りすぎていく。

　その最後に、薄茶色の髪かみをした男子生徒が、隣の少し髪の長い友人と話しながら、私の横を通りすぎた。

　視線の交こう錯さくすらない、そんな一瞬。

　もうずっと、これが普通だったかのような日常だった。

　だというのに。

　廊下の角を曲がり、少し歩いたところで軽い眩暈めまいを感じ、私は立ち止まる。何事かと私を窺うかがう二人に微笑んだ。

「少し、気分が優すぐれないの。保健室に行ってくるわね」

　先生への伝言をお願いすると、由紀子さんと留美さんの目が見開かれる。

「まぁ、桜子様、大丈夫ですの？　私も付き添いますわ」

「動けますか。担たん架かを」

「いえ、平気よ。ちょっとだるいだけなの。一人で行けるわ」

　首を横に振り押し止とどめるけれど、二人の目から心配の色が消えない。

　けれど、本当に大丈夫なのだ。ちょっとクラクラとしてるから、横になりたいだけで。

　ですが、と言い募つのる二人を、頭上のチャイムの音と共に教室移動を急せかし、保健室へ向かう。

　朝から少しだるかったけど、ベッドから落ちたせいだと思っていた。でも、ふらふらするし、貧ひん血けつかもしれない。

　うん、ひとまず保健室で寝て、午後から授業を受けようっと。まぁ、初等科でのハンストの時とは違って、歩けているからそんなに大変じゃないでしょう。

　ちょっと朝の夢見が悪かったから、疲れているのかもしれない。

　でも。

「久しぶりに話したわ」

　夢の中で、だけどね。

　けれど呟いた言葉は、思ったよりも柔やわらかい響ひびきだった。

　彼が夢の中に出てきただけで、自分の心がまだこんなにも温ぬくもりを持つことを実感して、唇くちびるを嚙み締める。

　また、クラリと眩暈がした。

　立ち止まり、壁に手をついて、深く息をする。

　だいじょ……平気よ、平気。保健室まで階段を下りて数メートル。私はまだ頑張れる。

　あと一ひと踏ふん張りだ。

　そう自分を奮ふるい立たせ、歩き出す。

　と、

「星野宮妹、か？」

　唐とう突とつに、廊下に響いた声はここで耳にするはずのないもので。

「おいおい、会いに来たにしても、これはさすがに早過ぎだな」

　その声は驚いていた。脱だつ力りよくしていたし、楽しそうでもあった。

　ゾワリ、と背中に鳥肌が立つ。

　振り返った先にいたのは、白金学園の制服を着ている、一人の男子生徒。

　まるでそこにいるのが当たり前のように、ポケットに手を入れ、気だるげに立っていた。けれど、そんなことはありえない。

　だって。

「変わらないな、お前は」

　ありえないのに、目の前の口から聞こえた声が、現実だと知らせてくる。眩暈が酷くなった気がしたけれど、同時に踏ん張る力も湧わいてきた。

　この男の前で倒れるなんて、そんな恐おそろしいこと、試す気にもならない。

「せっかくの再会だ、少し付き合えよ」

　こっちの状況を尋たずねることもせず、自分が優先されることを微み塵じんも疑わない男は、不ふ遜そんな態度でそう言った。

　けれど、怒りは湧かない。しかも、逆らう気すら起きない。

　それが、この男が生まれながらの王者たる所以ゆえんなのかもしれない、と思った私は、もうどうにでもなーれ、と保健室行きを投げ捨てる。

「えぇ、ご随ずい意いに」

　遠い目をした私の答えを聞いて、秋を司つかさどる『絶対王者』、阿あ久く津つ秋あき羅らは不敵に笑った。







　移動した先は図書室だった。なぜ、外部の人間である阿久津秋羅が迷いなくここに辿たどりつけるのか。

　学園のセキュリティーを疑うわ。

　図書室の中は授業中のため、生徒はいなかった。それに、司書さんも見当たらない。

　内心でガクリ、と肩かたを落とす。いたら、それとなく阿久津秋羅が学外の人間だって知らせて、私は逃にげようと思ったのに。

　阿久津秋羅はそんな私を置いて、スタスタとテーブルの一つに歩み寄り、ドカッと椅い子すに座った。

「座れよ、星野宮妹」

　あごで差された先は、テーブルを挟はさんだ向かい側の席。ここまで来た以上、そして周りに誰もいない以上、私にできることは、大人おとなしく言うとおりにすることのみ。

　渋々座ると、阿久津秋羅は持っていたカバン（ご丁てい寧ねいなことに、これも白金学園指定）を漁あさり、中から何かを取り出して、テーブルの上に置いた。

「え？」

　置かれたのは、携けい帯たいできるチェスボードだった。

　阿久津秋羅は戸と惑まどう私を気にも留めず、馴なれたようにそれを広げ、白と黒の駒こまを配置していく。

「えっと」

　目を見開いた私を見て、阿久津秋羅は犬けん歯しをちらりと覗のぞかせ、好戦的な笑えみを見せる。

「星野宮妹、賭かけをしないか」



















『絶対王者』は言う。

　望むものがあるのなら、その全てを懸かけて勝ち取ってみせろと。

　私は震える手で、白のポーンを先に進めた。

　もしも叶かなうのなら、ねぇ、もう一度。

　彼の隣に。




　────バタンッ、と扉が開かれた。

　大きな音に肩かたを震ふるわせて、パッと振り返ると、入り口に肩で息をしている京極紫苑が立っていた。

「え、京極様？」

　予想外の人物の登場に、パチパチと目を瞬しばたたかせる私を鋭するどい瞳ひとみで見て、それから私以外誰もいない図書室を見回し、京極紫苑はふっと肩の力を抜く。

　そのまま優ゆう雅がに歩いてきた彼に、首を傾かしげた。

「あの、京極様、なぜここに？」

「……いや、何でもない。勘かん違ちがいだったみたいだ」

「何のことですか？」

　私の問いに微笑みで答えた京極紫苑は、テーブルの上に載ったチェス盤ばんに目を留める。

「一人でやっていたのかい？」

　今度は私が微笑みで答える。

　京極紫苑はそんな私に、目を僅わずかに細め、また盤に視線を移した。

「熾し烈れつな争いだね。途中で終わっているけれど」

　散らばった駒、けれどどちらの色のキングも、まだ盤上にいた。

　図書室の隅すみで、一枚だけ開いた窓から吹き込む風が、カーテンを揺ゆらした。

『続きは今度な』

　思ったより時間がかかると、不ふ機き嫌げんそうに目を細めた彼は、強かった。

　細く息を吐く。

　私は所しよ詮せん、悪役令嬢。願い一つ、勝ち取れない。

　何も言わない私を見下ろしていた京極紫苑は、「前の席いいかい？」と、彼が来る数分前まで埋うまっていた、私の前の席に座った。

　エメラルドの瞳が、真正面から私を見み据すえ、口を開く。

「桜子さんは、僕を避さけなくなったね」

「……そうでしょうか」

「あぁ。冬休みが終わってから、桜子さんは僕から逃げなくなった。かといって、近づいてくるわけでもないけれど」

　まあ、そうね。確かに最近の私は、以前ほどかたくなに京極紫苑を避けていない。

　好きとか嫌きらいとかじゃなく、単純に、やる気が起きなくて。

　明あき子こ大おお叔お母ば様さまや、お母様の外そと堀ぼり埋うめ立て工事を回かい避ひするために、そしてゆくゆくは刺し殺さつエンドを回避するために、必死で避けてきたけれど。

　でも、その生にしがみつく必死さが最近、湧かないのだ。もちろん、あの最さい期ごを思うと怖いし、絶対に生き残ってやる、とは思うけど。

　でも、どうしてか、京極紫苑を避けるという行動に繫つながらなくなった。

　辛かろうじて、勉学や教養の努力は続けているから、目を瞑つむっていたんだけどね。

　つらつら考えていると、ふいに伸ばされた手が視界に入った。それに反応する前に頰ほおが柔らかく撫なでられる。

　突然のことに、ビクッと驚く私に真剣な視線が突き刺さる。

「それに、少し瘦やせたよ。食事はしっかりとっているのかい？」

「最近、少し夏バテ気味ですの」

「長い夏バテだね」

「今年は、しつこくって」

　曖あい昧まいに微笑む私を見た京極紫苑は、難しい顔をした。朝の春兄様といい、今、目の前の京極紫苑といい、その表情、流は行やっているのかしら。

　私達のいる図書室は静かだ。壁にかけられた時計すらデジタル式の電波時計で、音はしない。難しい顔をする京極紫苑も、何も言わない。

　静せい寂じやくが耳に痛いくらい、のしかかる。

　何となく目の前のチェス盤を見下ろす。私の陣じん地ちに置かれた、使い慣れない白い色の駒達。

　私がいつも好んで使うのは、実は黒なのだ。特にこだわりがあるわけではないけど、単純に私がよくチェスを打つのは、白が似合う人が多いから。だから、何となく。

　お父様しかり、春兄様しかり。あと、流も。

　そう、流が一番、私の周りで白が似合っていた。

　流の一番好きな駒はビショップだ。細くて滑なめらかな形が好きだって。斜ななめにどこまでも行けるのも、将しよう棋ぎで好きな角に似て、好きだって言ってた。

　目の前にある盤上に、白のビショップはない。黒のナイトに取られて、盤の横で倒れている。

　流は取った駒を、綺き麗れいに並べる癖くせがあった。私が無む造ぞう作さに置いたものも、気づいたら盤を縁ふち取どるように、整然と並んでいた。「まるでレッドカードをもらった選手が試合を観戦してるみたいね」と私が言えば、「レッドカードは可か哀わい想そうだから、名めい誉よの負傷にしてあげてね」と流が笑う。テーブルの上のコップの中で、カラン、と氷が涼しい音を立てる。

　そんな夏を何度も過ごした。

　ううん、夏だけじゃない。春夏秋冬と、私達は全部の季節に思い出がある。

　けれどもう、流と最後に話したあの日から、気づけば十ヶ月が経っていた。そんなに長い間言葉を交かわさなかったのは、出会ってから初めてだ。

　あのクリスマスパーティーの後、流から電話もメールもなく日は過ぎて。

　冬休み中、待っていた。けれど、年が明け学校が始まっても、音おと沙さ汰た一つない。

　お休みが終わって初日、教室に恐おそる恐おそる入ると、先にいた流の目は一度も私を見なかった。授業中も休み時間も、放課後も。一度だって視線は合わなかった。

　元々、学校では関かかわらないようにしてきた私達。誰も私と流の関係が変化したことに、繫つながりが切れたことに気づかない。

　由紀子さんと留美さんは私の様子から察したらしく、何かと気き遣づかってくれたけど。

　でも、何一つ噂うわさにならず、混乱も起きない。話題一つ、上のぼらなかった。

　そうしてアッサリと、私と流は他人になった。

「京極様はご存ぞん知じだったのですね」

　問いかけると、難しい顔で考え込んでいた京極紫苑が顔を上げた。

「何をだい？」

「私と流の、いえ、星野宮家と常磐家のことですわ」

「あぁ、あれか」

「両家が対立しかけていることを知っていたから、一年前保健室で、流から離れろと私におっしゃったのでしょう」

「……そうだね。けれど結局、会話が上う手まく嚙み合わなくて、桜子さんを無む駄だに傷つけて終わってしまったのだけれどね」

「私は京極様が、星野宮家長女の私と常磐家の分家の流では、家柄がつりあわないから、そう言ったのだと思っていましたわ」

「その理論だと、僕は同年代では、ほぼ友人を作れないことになるね。そこまで時代錯さく誤ごな頭ではないつもりだよ」

　京極紫苑は苦笑した。

「その節せつは、二度と近づくな、などと失礼なことを言って、申し訳ありませんでしたわ」

「いや、こちらこそ。結局何もできずに申し訳なかったよ。流くんのことも……」

　京極紫苑は言葉を切る。

　この話はよそうか、と私の顔を見て苦笑した京極紫苑に、首を横に振る。

「いえ、平気ですわ。もう十ヶ月も経ったんですもの」

　そう、もう平気だ。平気にならないと。姿を遠くからチラッと見るたびに、すれ違う一瞬のたびに動どう揺ようしていて、どうする。

　グッと口元を引き締めた私に、京極紫苑は口を開く。

「無理はしなくていいんだよ、桜子さん」

「無理なんて」

「君と流くんは、もう何年も仲のいい幼おさな馴な染じみだったんだ。それより遙はるかに短い、たった数ヶ月で立ち直れなんて、誰も言わない」

「ですが、こんな状況で」

「どんなに切せつ羽ぱ詰つまった状況だとしても、僕は、誰にも言わせるつもりはないよ」

　キッパリと言い切った京極紫苑の、まるでエメラルドのような瞳に、目を見開いた私が映る。自分がこんなにも頼りなげな、情けない顔をしていることに初めて気がついた。

　思わず、言葉が口をついて出る。

「……酷ひどい、仕打ちをしたのです、流に」

　言葉と一緒に、心が零こぼれ落ちた。

　ずっと、見ないフリをしてきた、私の心ほんとうが。

「酷い仕打ちだった。でも、流は気づかないままで」

「うん」

「ずっと前から分かってた。私といるから、流が辛つらい目に合うんだって。離れたほうがいいって、あの日、気づいたのに」

　そう、気づいたのだ。何事もなかったかのように、私のところへ戻ってきた流を見て。

　あぁ、この優しい人は、これから先どんな辛い目に合っても、私の隣にいようとしてくれるって。傷つきながらも、いつものように微笑んで、私の名前を呼んでくれるって。

　そして同時に、気づいてしまった。私という存在が、彼を傷つける原因だとも。

　離れればよかったのだ。あの気づいた日に、すぐにでも。

　人前で関わらないようにしようなんて、裏返せば、裏ではずっと仲良くしようなんて、そんな提案なんかしないで。

　酷い仕打ちだ。

　何も気づかない流を、離れていかないように約束で縛しばったのだ。

「あの時、離れていれば、こんなことには、ならなかった」

　全部、私が悪い。自じ業ごう自じ得とくだ。けれど。

「でも、それでもね。私、一緒にいたかったの」

　目を閉じると、まぶたの裏で、流が困ったように微笑む。

「流の幼馴染みでいたかったの」

　けれど、もう二度と、アナタの隣にはいられない。
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「素す晴ばらしいですわ、桜さくら子こ様」

「おめでとうございます」

「ありがとう、お二人とも。とっても嬉うれしいわ」

　弾はずんだ声を上げる留る美みさんと、彼女史し上じよう、最大に口角を上げた由ゆ紀き子こさんに、私はニッコリ微笑ほほえんだ。

「お、おおおめでとう、ござい、ます」

「えぇ、ありがとう智とも子こさん」

　何で自分がここにいるのか心の底から分からない、という表情で、キョロキョロ眼がん球きゆうの運動をしている智子さんにも笑いかけると、戸と惑まどいながらも赤い頰ほおで微笑んでくれた。

　私の白うさぎさんは今日も可か愛わいい。

　テスト結果のプリントを前で受け取って、席に戻ろうとする智子さんの腕うでを摑つかんだかいがあったわ。

「けれど、本当に素晴らしいですわ。最後のテストで学年一位だなんて」

　留美さんの言葉に、さっきの授業で配布された、期末考査結果（後期）、と題された手元のプリントを再度見下ろせば、学年順位の欄らんに記しるされた『一』の文字。

　長かった。ここまで本当に、長かった。

「たまたまよ」

　私は微笑む。

　この言葉を言うのに、三年かかったわ。







　お昼休み、食欲がないから図書室に行く、と言う私を案じる由紀子さんと留美さんに微笑んで、教室を出た。

　廊ろう下かを一人歩けば、視線が向けられる。

「あの京きよう極ごく様が二位って」「四点差だっ」「そんなわけが」「星ほし野の宮みやの」

　かすかに聞こえてくる言葉には気づかないフリ。ついさっきのことだっていうのに、この情報拡散の速さはさすが、白しろ金がね学園だ。

　もう慣れて、驚きもしないけどね。

　みんなが向かう食堂とは逆方向へ一人向かう。外に面した廊下の窓が開いていて、まだ少し冷たい風が吹き込んできた。

　それに混じって、ヒラリと薄いピンク色の花か弁べんが舞まう。

　ここ、二階の窓の真下にある、桜並木から吹き込んできたみたい。今年の三月は気温の高い日が多かったから、もう既に五分咲きの、白金学園の桜。

　卒業式は大丈夫そうだけど、そこから一週間後の入学式までもつのかな。雨が降らなければいいけど。

　つらつらと考えながら歩く。

　あっという間に過ぎていく季節は、いつの間にか桜が咲く三月になっていた。

　驚くべきことに、私達の卒業式まであと数日。

　昨日入学した気がするのに。

　あの阿あ久く津つとチェスをした日から今日までにも、色々なことがあった。

　ずっと優勝を目指していたバイオリンコンクールで、優勝したのは十一月。

　応おう援えんに来てくれた春はる兄にい様さまが、庭の薔ば薇らを手ずから手た折おって、とげまで抜いて作った、とても豪ごう華かな花束をくれた。優勝したことよりも、その花束のほうが嬉しくてニヤニヤ笑ってしまうのが抑おさえられなかったよね。

　それにしても、窓から見える桜が綺き麗れい。下校の時に少し見ていこうかな。

　ちなみに、語学は継けい続ぞくしたかいあり、英語、フランス語、中国語、スペイン語と、もう苦なく話せる。他はまだ勉強中だ。え、アラビア語？　一体何のことかしら。

　あ、あと剣道は……。これは触ふれないでおこう。いや、技術は身についたんだよ。それなりに試合も勝てるようになっている。でもね。…………人生って、厳きびしいのね。

　桜の花びらは次々に廊下へ入ってくる。まだ半分しか咲いていないのに、散ってしまったら可か哀わい想そう。

　風よ、落ち着くがいい。

　って、風といえば、一番の変化の風がこの世界に吹いたのは先月、二月のことだった。

　上流階級に激げき震しん。

　発ほつ端たんは、ある大だい企き業ぎようのパーティーに珍めずらしく姿を現した、冷れい泉ぜい院いん家けの現当主の言葉。

『我わが冷泉院家は以後、星野宮家に敵対する者とは、総じて距離を取らせていただく』

　その内容も問題だったけれど、場所が場所だった。上位五家、全ての家の人間が、人数の差はあれ出席するほどのパーティーだったのだ。

　星野宮家からは、お父様と春兄様がご出席されていた。

　もうそこからは、どこの家も右う往おう左さ往おうのてんやわんや。京極家はそれから数週間、事態の収束のために不眠不休だったらしく、京極紫し苑おんが少しの間、学園から姿を消して話題になった。

　けれど、星野宮家うちの混乱っぷりは正直、その上を行っていたと思う。

　そもそも巻き込まれそうとはいえ、篠しの宮みや家けと島しま津づ家け・阿久津家の争いからは、何とか一歩引いていた星野宮家。けれど、星野宮家の肩を持つこの冷泉院家の発言によって、無理やり舞ぶ台たいに引きずり出されてしまった。

　あの発言を聞けば、世間はこう見るだろう。

　冷泉院家を味方につけた星野宮家の陣じん営えい、対、阿久津家の陣営。

　事態の収束のため連日遅くまで働くお父様が心配で、早朝出しゆつ勤きんするのを玄関で見送る毎日。けれどある日、入れ違いで星野宮家に来客があった。




『お久しぶりですね、桜子さん。ご息そく災さいで何よりです』




　薄い微び笑しようを口元に湛たたえ、幻まぼろしのように現れたその人。

　ガラス細ざい工くのような繊せん細さいな容よう貌ぼうは、前に会った時よりも磨みがきがかかっていて、いっそ寒気がするほどの美しさだった。

　実際に、私の腕には鳥肌が立った。色んな意味で。

　彼は優ゆう雅がな所作で礼をし、そして啞あ然ぜんとする私を見てから、首を僅わずかに傾かたむけた。

　サラリ、と髪かみが流れ落ちる。

『見捨てなさいと、そう言ったでしょうに』

　唐とう突とつに放たれた言葉に目を見開く。私の頭を、暗くらい色が塗ぬりつぶしていった。

　聞きつけてやって来た春兄様の手に引き寄せられ、寸前で止められたけど。

『僕がお相手をするから、桜子は部屋に行っていて』

　頭を優しく撫なでられ、微笑まれる。

『おはよう、瞬しゆん栄えいくん。どうぞ、上がって』

　次ついで冷泉院瞬栄に向けられた春兄様の微笑みは、どこか凄せい絶ぜつで。

『それでは、お言葉に甘えて』

　向けられた冷泉院瞬栄は涼しい顔で、春兄様と一緒に歩いて行った。

　あの後、二人が何を話したのか、そもそも何で人前に出ない冷泉院家の跡取り・瞬栄が来たのかも、私はいまだに知らない。聞く気にもならなかった。

　そんなこんなで、先月は忙しかった。お父様と春兄様が。とはいえ、私も学校で向けられる視線が二倍どころか、軽く三倍になったけど。しかも、時々話しかけてくる人も現れた。適当にあしらってるけどね。

　ふっと、目の前に花びらが舞った。

　気まぐれで手を伸ばす。

　この時間、この廊下に生徒はほぼやってこないだろうから、このくらいの気まぐれ、いいよね。

　ゆらゆらと舞って摑みにくいそれを何度か逃のがしながら、何とか最後、両手で閉じ込める。そっと手を開けば、一枚の、まだ艶つややかな桜の花びらが揺れていた。

　綺麗で。とても綺麗で。

「桜子さん、ここにいたんだね」

　桜を落とさないように振り返る。

「食欲がないと聞いたよ。けれど、少しは何か食べたほうがいい」

　あの冷泉院家当主が引き起こした騒そう動どうが収まり、ようやく登校を再開した京極紫苑。

　最近何かと、私の食事を心配してくる。由紀子さんと留美さんが、京極紫苑の言うことなら渋しぶ々しぶ聞かざるを得ない私の立場を見抜いて、何やら情報を提供し始めたのが原因か。

　お父様と春兄様が気がかりで、ちょっと体重が落ちたから、心配してくれたのかも。そうは言っても三キロくらい、クリスマスの前と比べても五、六キロだし、乙女おとめにとっては誤ご差さの範はん囲い内だと思うんだけど、いかがかしら。

　京極紫苑は私の前まで歩いてくると、まだ胸むねの前にあった私の両手を見下ろした。

「桜の花びら？」

「えぇ、綺麗に舞っていたので、思わず」

「そう」

　京極紫苑は手の上の桜をじっと見て、それから視線を上げて、私のこめかみを見た。

「その桜のピン、まだ使っていたんだね」

「お気に入りなので。でもお店に頼んで、ピンの部分は付け替えましたけど」

「僕がみつあみをする必要はないわけだ」

　京極紫苑はクスリと笑った。あのくすぐったさを思い出すと、私はとてもじゃないけど笑えない。

　見よ、この腕の鳥肌を。

　視線で抗こう議ぎする私を、京極紫苑は笑えんで見下ろすと、唐突にふっと真剣な表情になる。

「桜子さん。キミは泣くべきだよ」

「え？」

「クリスマスパーティーの日から、一度でも涙を流したことは？」

「私、もうすぐ高校生ですのよ。泣かないほうが普通ですわ」

　京極紫苑は笑って答えた私を見て、見ていられないと言うかのように、目を伏せた。

「流くんがいないと泣けないかい？」

　もうやめて欲しかった。
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　卒業式の日はあっという間にやってきた。

　初等科と違って、中等科を卒業すれば、それぞれ別の高校へ行くことになる。とはいえこの学園の半分以上は、通うことがステータスの蓬ほう萊らい学園高等科に、私を含め合格しているらしく、別れはそう多くはないみたいだけど。

　中でも、由紀子さんも留美さんも、そして何と智子さんも蓬萊学園に受かったから、私は全然寂さびしくない。

　ここら辺はやっぱり、アニメ『キミ☆らぶ』通りなのね。







　玄関で配くばられた赤い花を胸元へつけると、途と端たんに卒業生だという実感が湧わいてくる。

「あ、留美さん、曲がっているわ」

「まぁ、ありがとうございます、桜子様」

　隣にいた留美さんのそれを直して、準備完了。ちなみに由紀子さんのは、一ミリも歪ゆがんでいなかった。

「さぁ、教室に向かいましょう」

　三人で、式前の控ひかえ室でもある教室へ登校する。

　みんな最後ということもあって、早めに教室へ行っているんだろう。廊下の人影はまばらだった。

　その途中、向かい側から二人の男子生徒が歩いてきた。

　思わず立ち止まりそうになって、だけれどグッと我が慢まんして、足を動かす。

「お二人とも、よろしいのよ」

　私の両隣を歩いていた由紀子さんと留美さんが、気を遣うように立ち止まろうとしたのを制する。

　二人の男子生徒のうち、薄茶色の髪の彼を見るけれど、目は合わなかった。

　でも、歩みは止めない。

「ご機き嫌げんよう、常磐ときわ様」

　すれ違いざまに挨あい拶さつを口にすれば、カツン、と後ろで足音が止まった。

　でも、私は歩みを止めないし、振り返りもしない。

　言ってみただけだもの。ただ、挨拶をしたい気分だっただけだから。たった、それだけのこと。

「おはよう、星野宮さん」

　酷ひどく優しい声がした。私は涙が出そうになった。

　でも、泣かない。私は泣かないよ。

　だって、何でもないことだから。







「ただ今より、白金学園中等科卒業式を始めます」

　ホールに響ひびいたその言葉で、私達の式は始まった。

　来らい賓ひん紹介や挨拶、学園長式しき辞じに在校生による送辞を終え、次は卒業生による答辞だ。

「答辞。卒業生代表、京極紫苑くん」

　当たり前のように代表を務つとめる京極紫苑は、司会の言葉に「はい」と静かに返事をして、壇だん上じように上がった。同じ学年の生徒会長ではなく、彼が答辞を読むのは、もうね、さすがだよね。

　当の本人は緊張した様子もなく、優雅に歩いて行く。あの京極家の跡あと取とりが、人前で話す訓練を受けていないわけがない。卒業式で話すくらい大したことじゃないんだろうな。

　壇上で出席者を見下ろした京極紫苑は、滑らかに型通りの、だけれど秀しゆう逸いつな答辞を述べる。型通りなのに、エピソードや言葉尻じりにセンスが光るという凄すさまじさだった。

　けれどその途中で、彼は予想外の行動に出た。

　もうすぐ答辞も終しゆう盤ばん、というところで唐突に、京極紫苑は答辞が書かれた手元の紙を閉じたのだ。

　ざわっ、とほんのかすかなどよめきが広がったけれど、次いで京極紫苑が柔らかい、いつもの微笑を浮かべたので、すぐに落ち着いた。

「僕は、この白金学園中等科に来る前まで、傲ごう慢まんにも、多くのものを持っているつもりでいました」

　京極紫苑は話し出す。答辞に書かれていないであろう言葉を。

「けれど、ここで過ごした三年間で、自分に足りないものの多さに気づかされました」

　彼の声は静かで、誰もが耳を傾けてしまう、何とも言えない深い響きがある。

「僕にそれを気づかせた人は、二人います。一人は親友だと呼べる、少なくとも僕はそう呼びたいと思っている人です。真しん摯しな彼の態度は、時として僕に厳しい現実を突きつけました。が、何よりの誠実さを教えてくれました」

　京極紫苑が視線を一点に据えた。

　私はそこに誰だれがいるのかが、見なくても分かった。

　視線を向けられた彼も、ダークブラウンの瞳ひとみで、きっと真まっ直すぐに見返している。彼らの間にも、この三年間で色々なことがあっただろうから。

「もう一人は、僕の友人ではありません。僕はそうなりたいと思っていますが、中々許してもらえないので」

　エメラルドの瞳がすっと動かされ、私のクラスを見た。

「彼女は頭のいい人です。人の何倍も努力をするのに、それを決して表には出さない気高い人です。ですが彼女から学んだことは、聡そう明めいさでも、気高さでもありません」

　誰かを捜さがすかのように、エメラルドの瞳がゆっくりと動き、そして止められる。

「彼女からは、ただその一いち途ずさを示されました」

　目が合った気がした瞬間、視線に縫ぬいとめられる。

「全てをかなぐり捨てても、駆かけ出していく尊とうとさを学びました。一途にひた走る、その背中はまぶしかった。彼女は」

　京極紫苑はそこで言葉を切った。

　ふっと柔らかく微笑む。

「自身の大切なもののためなら、地球の反対側にだって走って行くと思います。どんなに辛くても、きっと。そういう人ですから」







　割れんばかりの拍はく手しゆを受けた答辞が終わり、その後も式は滞とどこおりなく進んで終了した。

　由紀子さんや留美さん、そしてひっ捕つかまえた智子さんと写真を撮る。

　ちなみに、私の家族は出席していない。お父様の判断だ。「すまないね桜子」と謝られたけど、私もその意見には賛さん成せいだから、笑って首を横に振っておいた。

　せっかくの卒業式なんだから、心穏おだやかに終わるべきよね。

　京極家も、常磐家も筆頭分家も、卒業した本人以外いないのは、同じ配はい慮りよだろう。

「桜子さん、一緒に写真を撮ってくれないかな」

「え？」

「柊しゆう生せい達とも撮ったからね、君とも撮りたいんだ」

　京極紫苑の言葉に一瞬首を傾かしげたけど、バランスを取るためか、と思い当たる。常磐家と星野宮家の両方と撮れば、どちらかに肩かた入いれしている印いん象しようはないものね。

　あれから常磐家は結局、まだどっちつかずの状態だ。とはいえ、内部は圧倒的に阿久津家に偏かたよっているみたいだけど。でも、まだ本家は踏ん張っているらしい。

　少しでもそれを助けることができるならと、なるべく人目につく桜の前で、二人並んで撮る。由紀子さんがシャッターを押してくれた。

　写真を撮り終えて、それでは、と言おうとした私を、京極紫苑が引き止めた。

　由紀子さんと留美さんが、気を遣ったのか少し離れる。

「京極様？」

「桜子さん、ちょっといいかな？　大切な話があるんだ」

　ピクリ、とこちらを窺うかがっていた周りの生徒達の耳が動いた気がした。







　人ひと気けのない廊下に、二人分のゆっくりとした足音が響いた。

「そう、だから桜子さん、君の行動がきっかけだったんだ」

　金色の髪をなびかせて、隣を歩く京極紫苑は言う。

　私のせいだ、と。

「流くんはただ、君を傷つけたくなかっただけだよ。桜子さんが気づかないのなら、それが一番だと言ってね。僕も一度はそれに賛成したけれど」

　けれどね、と京極紫苑は続けた。

「桜子さん、君が泣けないのなら、きっと僕達の考えが甘かったんだろう」

「京極様、私は」

　京極紫苑の足が、ピタリと止まった。つられて立ち止まる私を見て、そして微笑む。

　咲き誇る百ゆ合りのように。上品に、高雅に。

「らしくないことをした、と、そう思ってるよ」

「え？」

「僕らしくもない。けれど、今度は間違えていない自信はある」

　その微笑を見上げた私の背中を、京極紫苑の手が優しく押した。

「今の話を聞いた桜子さんなら、辿たどり着ける場所もあるんだろう」

「あの、京極様はなぜ」

「君はいつだって、彼のこととなると、ただ一途に駆けて行くだろう」

　あの部屋にいるから、と京極紫苑は指をさした。社会科準備室と書かれたプレートが下がる、廊下の端のドアを。

「だから、一通り泣き終わったら、僕と友人から始めてくれるかい？」

　突然の申し出に虚きよを衝つかれて目を瞬しばたたかせていると、行って、と背中を押す手が強まった。走って行くんだよ、と。

　それに押されて一歩出れば、あとは簡単だった。言われなくても、意識しなくても、足が次々に出る。

　長くない距離を全力で走り抜け、バンッ、とドアを破る勢いで開け放った。

「紫苑さん？」

　狭せまい室内の奥、窓の前に立っていた一人の人影が、メインヒーローの名を呼んで窓の外を覗のぞくのをやめ、振り返る。

　けれど、ここにいるのは悪役令れい嬢じよう。

　期待外はずれで、ごめんあそばせ。

　逆光で、彼の表情がよく見えなかった。でも、驚いた顔をしていることは分かる。

「なん、で」

　震えた声に、私はぐしゃりと顔を歪ませた。

「流、私のせいで、ごめんね」

　流が息を吞のんだ。







　京極紫苑は言った。

　今回の常磐分家の急な動きは、桜子さんのせいだと。

　冷泉院家のパーティーで私が、三み浦うら雄ゆう大だいを始めとする分家の子し息そくを脅おどしたせいだと。流を助けるための私の行動は、けれど、その話が親に正しく伝わるとは限らない。正しく使われるとも、限らない。

　常磐家内でも前々から阿久津派だった三浦雄ゆう二じは、息子むすこから聞いた話を飾りつけ、利用し、そして分家内の意見をどんどん阿久津派に偏らせていった。

「まぁ、前々からその兆ちよう候こうはあったし、いつかそうなるとは思っていたけれどね」

　けれど、数年は早まったよ、と京極紫苑は呟つぶやいた。

　流はどんどん阿久津派に偏っていく内部を私に隠して、一緒にいようとしてくれた。

「それは恐おそらく、春はる雪ゆきさんもだろうけど」

　あの春兄様が、知らないはずはない。そう言えば、流と遊ぶのを止めなかったのも、家でなく、外で遊べるように手配してくれたのも、春兄様だった。

「でも常磐家が星野宮家と対立する可能性が高い以上、これ以上は一緒にいられないと、そう、彼は判断したんだ」

　そこで自分がいなくなっても桜子さんが大丈夫だって思うところは、流くんの自己評価の低さだよね、と京極紫苑は苦笑した。

　その京極紫苑は全てを知っていて、その上で静観していたらしい。

「桜子さんと流くんの仲のよさは知っていたけれどね。でも、いつかどちらかが裏切る可能性がないわけじゃないだろう。そんな二人を一緒にいさせる気にはならなかったんだ。京極家の人間としても、僕個人としても」

　けれどね、と京極紫苑は言う。

「桜子さんを見ていると、他の道もあるんじゃないかって思うんだ。同じものを見ても、僕と桜子さんの目に映るものは大きく違うんだと、そう思わされてばかりだから」

　静かな光を湛たたえた瞳が私を見る。

「だから、この話を知った上で、彼と話せばいい。これから先を一緒に考えればいい。だって君達は幼馴染みなんだろう」

　そう言って背中を押した京極紫苑は、どこまでもメインヒーローだった。
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　とある街中の小さなカフェ。ふかふかのソファ席で、アールグレイの紅茶を飲む。

　うん、私の中ではやっぱり、紅茶といえばアールグレイ。ベルガモットのいい香りに包まれると、優ゆう雅がな気分に浸ひたれるよね。

　紅茶をテーブルに戻して顔を上げると、目の前の彼はカフェオレを飲んでいる。そのカフェオレに角砂糖が二個も入っているのはいつものこと。ミルクでまろやかになっているのに、お砂糖をそんなに入れる必要あるの、とそのたびに聞きたくなる。

　好みは人それぞれだから、いいけども。

　そんなことより。

「もう明後日あさつてから高校生だなんて、信じられないわ。流ながれもそう思わない？」

　私の言葉に、カフェオレを置いた流は、そうだね、と頷うなずいた。

「生徒の三分の一は同じだから、気分はあまり変わらないかもしれないけど。桜さくら子こだって、ご友人の雨あま宮みやさんと宇う田だ川がわさんがいるでしょう」

「えぇ、あ、あと智とも子こさんもいるのよ」

「智子さんって、杉すぎ村むらさんのこと？　桜子、いつの間に仲良くなったの？」

「初等科の時からよ！　昼食に誘ってた時、流だっていたじゃない！」

「ん～、え、あの時、もう友達だったんだ」

「それ以外の何があるのよ」

　流は曖あい昧まいに、困ったように笑う。

　言いたいことがあるなら言いなさい。

「あー、それより、この前紫し苑おんさんに会ったんだけど、高校でもよろしくって、友人の桜子さんに伝えてって言われたよ」

「ぐ」

「桜子、嫌いやな顔したら失礼だよ」

「だって、長年の意識で、つい」

「紫苑さん、話してみるといい人だよ。昔のことはそろそろ水に流して桜子も、もう少し歩み寄ろうね」

「流が絆ほだされてる！」

　何と言うことだ。いつの間にやら、京きよう極ごく紫苑と流が接近している。流は中々に好感を持っているみたいだし。

　私の紳士ジエントルマンの気を引くとは、メインヒーロー、恐るべし。

　とはいえ私も、落ち着いたら友人になろうと言われているっていうね。星ほし野の宮みや桜子の行ゆく末すえを思うと、全力回かい避ひ、すべきなんだろうけど。

　けれど私、京極紫苑には多大なる借りがある。

　何だかんだ、（原因が京極紫苑にあるとはいえ）助けてもらったり、（由ゆ紀き子こさん達の意い図ともあるけど）気き遣づかってもらったり、（知らぬ間に裏で色々とされてたとはいえ）流との仲を取り持ってもらったのだ。

「京極様の、ご友人、かぁ」

「んー、仲良くしてみて、合わなかったらその時、考えればいいんじゃないかな？」

　何だか昔も言われたような、流のアドバイス。全面的に紳士ジエントルマンを信頼している私。

「そうね、そうしようかしら」

　素す直なおに頷けば、流は薄茶色の瞳ひとみを柔やわらかく細めた。







　あの卒業式の日、私達はきちんと話した。

　今まであったこと、思っていたこと、私がした酷ひどい仕打ちも謝罪して、流はそれを許してくれた。流は私に隠かくしていたことを謝って、私はそれを泣きながら受け入れた。

　私達を取り巻く状況も、これからのことも話した。

　話してもどうにもならないと、お互いに分かっていたけれど。家と家の争いは、私達がどうにかできるものじゃない。

　でも。

『それでも私は、流と幼おさな馴な染じみでいたい』

　学校で話せなくても、いつか敵対したとしても、それでも、それまでは。

　ずっとずっと泣いて、泣きじゃくる私の要よう領りようの得ない言葉を、流は黙だまって聞いていた。

　そして、全てを聞いた後で、静かに口を開く。

『僕はね、嬉うれしかったんだ』

　涙が滲にじむ目で見上げると、流の瞳は真まっ直すぐに私を見ていた。

　一年以上ぶりに、しっかりと目が合う。

『冷れい泉ぜい院いん家けのパーティーの裏庭で、驚いたし、焦あせりもしたけど、何より嬉しかった。必死に走ってくる桜子を見て、あんな状況だったのに、喜ぶ自分がいた』

　流は目を伏せる。

『僕はね、桜子。常磐ときわ家けの筆頭分家の人間だから、家を裏切れないよ』

『分かってるわ』

『いつか桜子の周りの人を、傷つけるかもしれない』

『……えぇ』

『なのに、この一年間、桜子の幼馴染みに戻りたくて堪たまらなかった。一緒にいた日を、何度も夢に見たよ』

　そう言って、流は自じ嘲ちよう気味に笑ったけど、その薄茶色の瞳は微み塵じんも笑っていなくて。

『どうすればいい？　僕はどうしたら、昔みたいに桜子の幼馴染みでいられるのかな』

　キミの隣にいられるのかな。

　その震えた声に、もう、耐えきれなかった。

　両手を伸ばして、私より高い位置にある流の頭を、抱かかえ込むように抱だきしめる。

　されるがまま、私の肩かたに顔を埋うずめる流に、私は囁ささやいた。

『私の幼馴染みは、流だけだわ。絶対に、誰にも、たとえ神様にだって譲ゆずらない』

　私の背中に腕うでが回され、ぐっと力が入る。

　耳元で聞こえたかすかな嗚お咽えつに、私の目からもまた、涙が零こぼれた。







「ありがとうございました！」

　店員さんの言葉を背に受けて、カフェから出る。

「どこか行きたいところある？」

　流はパッと見で分からないよう、キャスケットをかぶり、眼鏡めがねをかけた。ちなみに、度の入っていないダテ眼鏡だ。

「プラネタリウム！　前に約束してたけど、行けなかったでしょう？」

「そうだったね」

　本当は、あの京極家主しゆ催さいのクリスマスパーティーの二日後に行く予定だったのだ。

　それから一年、他人だった私達。

　つい十日前の卒業式で幼馴染みに戻って以来、今日が初めての遊ぶ日なのだ。

「じゃあ、プラネタリウムにしようか」

　家の車が来るのを、駐車場で二人並んで待つ間、交かわすのは取り留めのない会話ばかり。

　この前参加したパーティーであった面おも白しろいこととか、最近食べて感動したお菓か子しとか、まだ見ぬ高校の話とか。

　本当に普通の会話だけど、でも、充分楽しい。

　昔からずっと、流と一緒ならチェスも、木登りも、将しよう棋ぎも、お勉強だって、何だって楽しかったのだ。

　見慣れた星野宮家の車が、駐車場に入ってくる。

「初めてのプラネタリウムね。きっと楽しいわよ！」

　ニッコリ笑えば、流は柔らかく微笑む。

「僕は桜子と一緒なら、大たい抵ていのことは楽しいけどね」

「大抵って何よ。全部って言うところでしょう」

「うーん、素す振ぶりとかは、さすがにね。昔は虫取りが辛つらかったけど」

　う、虫嫌ぎらいの流に虫かごを持たせることにハマってたっけ。今思えば、酷かったよね。

　流は、ちょっとしょげた私を見て困ったように笑うと、頭を撫なでてくれる。

　ちょっと気分が浮上。

　そして、少し先に車が停とまったのを見て、流は私へ手を差し出した。

「行こうか、桜子」

「えぇ」

　その手を取って一緒に歩き出す。

　何一つ解決していない。私達を取り巻く状況は、これからも深しん刻こくだ。

　学校でも、社交の場でも話せないし、いつまで一緒にいられるのかも分からない。

　でも、私達は他人じゃなくて、幼馴染みでいようと決めたのだ。

　希望の少ない現実でも、最後の最後まで、諦あきらめないでいようと。

「大丈夫よね」

「うん？　大丈夫だよ、桜子。プラネタリウムはそんなに混まないから」

　私の隣で微笑むのは、五歳の時からずっと、一緒にいる人。

　いつか、私を傷つけて、そして私が傷つけるかもしれない、私の大切な紳士ジエントルマン。

「そうね、そうよね」

　私が笑えば、流も笑う。

　たったそれだけで、私の未来は驚くほど明るい色に染まった。
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　真新しい制服を身に纏まとった華きや奢しやな少女が、『蓬ほう萊らい学園高等科』と彫ほられた門を潜くぐった。

　春風に弄もてあそばれる柔やわらかな髪かみから、ふいにリボンが解ほどけ、風に持っていかれてしまう。

「あっ」

　軽く空に舞まったリボンを慌あわてて追いかけると、少し先でリボンをキャッチした手が目に入り、少女は足を止めた。

「このリボン、君の？」

　手の持ち主ぬしである穏おだやかそうな男子生徒が、首を傾かしげる。

　彼の薄茶色の髪が揺ゆれた。

「は、はい！　ありがとうございます、助かりました。えっと、新入生の方ですか？」

「うん、そうだよ」

　少女はその答えにパッと顔を明るくすると、嬉うれしそうに口を開く。

「わ、私も新入生で、木き村むら桃もも花かと言います。これからよろしくお願いします！」

「僕は常磐ときわ流ながれ。これからよろしくね、木村さん」

　少女に柔らかく微笑ほほえみかけた流に、もういいか、と私は口を開いた。

「ご機き嫌げんよう、常磐様」

　視線を上げて私を見た薄茶色の瞳ひとみが、驚きで僅わずかに見開かれる。その前でパッと振り返った少女は、私を不ふ思し議ぎそうに見ている。

「えっと、ほしのみ」

「新入生の方かしら」

　私の名前を口走るという流の血迷った行動を阻そ止しし、少女にわざとらしく問いかける。

「は、はい。新入生の木村桃花です」

「そう、木村さん、入学式会場に急いだほうがいいわ。受付で名札を貰もらう必要があるのよ」

　少女は私と流の胸むな元もとにつけられた、造花で装そう飾しよくされた名札を交こう互ごに見て、ハッとする。

「そうなんですね！　教えていただいてありがとうございます！」

　花が綻ほころぶような笑顔でお礼を言って、慌てて走っていく可か憐れんな背中を見送った。

　と、

「おはよう、桜さくら子こさん、流くん」

　後ろから声をかけられ二人同時に振り返れば、金きん髪ぱつに緑色の目の綺き麗れいな容姿で、蓬萊学園高等科の制服を見事に着こなした、正せい統とう派は王子様が。

「ご機嫌よう、京きよう極ごく様。中等科の卒業式以来ですわね」

「おはようございます、紫し苑おんさん」

　私と流の前に立って、京極紫苑は微笑んだ。

「同じクラスになれるといいね」

「はい。そうなったら、よろしくお願いします」

　柔らかく微笑み返すのは流に任せて、答えないでいれば、

「桜子」

　流に小声でたしなめられた。

　私が悪いけど、刺し殺さつエンドを思うと、何か理り不ふ尽じん。

　思わず唇くちびるを僅かに尖とがらせた私を見下ろして、京極紫苑はクスリと笑う。

「桜子さん、その反応は素す直なおすぎるよ」

「……一年生の時の騒さわがしさ、覚えていますもの」

「あぁ。でも僕もさすがに、あの時よりはまともに振る舞えるはずだよ」

　本当に？　と疑いの目を向ける私を見て、京極紫苑は、そう言えば、と口を開いた。

「そろそろ『京極様』って呼ぶの、止やめないかい？」

「はい？」

「僕だって、桜子さんって呼んでいるからね。流くんも、僕を名前で呼んでくれているよ。だから桜子さんも、『紫苑』と呼んでほしい」

「いえ、それはさすがにご遠えん慮りよし」

「だって」

　目の前で浮かんだ驚くほど美しい微び笑しように、一いつ瞬しゆん、私は言葉を失う。

　その隙すきに、京極紫苑は爆ばく弾だんを落とした。

「キミと僕は、友人だろう？」

『キミは僕に、借りがあるだろう？』

　私の脳のう内ないで自動的に変へん換かんされた言葉は、私の負おい目のせいか。それとも京極紫苑の声の、有う無むを言わせない響ひびきのせいなのか。

　けれど、どっちにしても、私には選せん択たく権けんがないことだけは、分かる。

　横目で助けを求めるように流を見れば、諭さとすように微笑まれた。

　以心伝心な私達。微笑み一つで、流の言いたいことが分かってしまう。

『仲良くしてみて、合わなかったら、その時、考えればいいんじゃないかな』

　合わなかったと分かった時が、私の最さい期ごかもしれないけどね。

　でも、京極紫苑への借りと、私の紳士ジエントルマンの意見なら、仕方がないか。

「そう、でしたわね、……紫苑様」

　諦あきらめて名前を呼べば、京極紫苑が機嫌よさそうに微笑んだ。

【速報：悪役令れい嬢じよう、メインヒーローの友人になる】

　そんなテロップが、軽快な音楽と共に、頭の中を駆かけ抜ける。

　あれ、これもしかして、死し亡ぼうフラグ？

　ふっと思い当たった可能性に戦せん慄りつし、思わず横目で隣を見る。

　流、これが死亡フラグだったら、覚えてなさい。

　私のどこか据すわった瞳を見返して、流は困ったように微笑んだ。







　そんな今日は、アニメ『キミ☆らぶ』第一話、蓬萊学園高等科の入学式、当日。

　どうしようもなく、悲しいくらいにアッサリと友人になった、メインヒーローと彼に恋狂って死ぬ予定の悪役令嬢私。

　春の風と、悪役令嬢の幼おさな馴な染じみだけが、その様子を優しく見守っていた。








終
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　お久しぶりです。日ひ咲ざきユサです。

『星ほし野の宮みや桜さくら子この三度目の正直。２』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　桜子達の物語、続きをお届けすることができて、本当に嬉うれしく思っています。




　今回、続きを書くにあたって、始まりを中等科のいつにするのか、エピソードの構成、メインヒーローとの関係性は、等々、かなり悩みました。悩みすぎて、桜子が迷走することもしばしば。

　何せ彼女は猪ちよ突とつ猛もう進しんなご令れい嬢じよう。一度走り出したら止まらない。

　物語の外に桜子が飛び出してしまわないよう、行き先の修正を重ねに重ね、本作の形に落ち着きました。

　一巻に引き続き、乙女おとめモードに中々突入できない主人公ですが、温かく見守っていただけたら、と思います。

　また、桜子の周りを取り巻く、攻略対象者をはじめとした彼ら。本作では驚くほど、てんでバラバラな行動を取ります。立場や考えが違うと、ここまでバラけるものなのか。

　でも何より、彼らが互いに合わせる気が微み塵じんもないというのが、一番の原因かもしれません。

　目まぐるしいところ、多々あるかと思いますが、ご容よう赦しやください。




　後になりましたが、本作で中学生になった桜子達を、素す敵てきに描いてくださった文ふ月づき路ろ亜あ先生、本当にありがとうございます。成長した桜子達を見ることができて、感無量です。イラストを見て、によによと笑うのが、毎日の日課となっています。

　校正様、数々の誤ご字じ脱だつ字じ、意味の取り違え、本当に私って日本人？　と自分でも首を傾かしげるような、間違い等々のチェック、本当にありがとうございます。

　そして、東に足を向けて寝られない勢いで、お世話になりすぎました、担当のＹ様。謝罪と感謝で一杯です。もう、本当に、ありがとうございました。

　最後に、本作の出版にご尽じん力りよくいただいた全ての方々、読者の皆様へ、深く御礼申し上げます。





日咲ユサ



















著

日咲ユサ

Yusa Hizaki




微妙に夏生まれ。名古屋出身。

スイカが大好きなので、夏も大好きです。

せっせと切り分けて、消費する毎日。あのみずみずしい赤い果肉と、黒い種のコントラストが、たまりません。半月型に大きく切って、豪快にかぶりつくのがオススメの食べ方です。










イラスト

文月路亜

Roa Fuduki




暑い季節になってきました。バニラアイスが美味しいです。最近はずっと紅茶派でコーヒーを飲んでません。



















イラスト／文月路亜

デザイン／coil












星ほし野の宮みや桜さくら子この三さん度ど目めの正しよう直じき。２








日ひ咲ざきユサ
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ビーズログ文庫アリス『星野宮桜子の三度目の正直。２』

2016年7月27日初版発行
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